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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「馬ば鹿かな。なぜ俺が挨あい拶さつする？　すでに一巻で俺はおまえら愚ぐ民みんどもとの格の違ちがいを見せた。そしてこれは二巻だ。つまり今度はおまえらが俺の前に正座して、『私はあなたの奴ど隷れいですご主人様』と震ふるえながら呟つぶやくのがこの二巻の内容……」


　しかしその言葉の途と中ちゆうで、


「どういう内容だよ！」


　という、ひどくまともな怒ど鳴なり声ごえが響ひびいた。


　ちなみにこれは、動画サイトにアップされた、とある高校の、よくある生徒会室の映像。


　その映像の中央に、冷たい顔のまま愚ぐ民みんだなんだと言いだした少年が立っている。


　年のころは十六くらい。


　漆しつ黒こくの髪かみに、鋭するどい瞳ひとみ。


　詰つめ襟えりの制服をきっちりと首までしめたその少年は、腕うでに生徒会長と書かれた腕わん章しようを着け、さらに腰こしのベルトに、フェンシングの剣けんのようなものを吊つるしている。


　その少年に向かって、動画の撮さつ影えい者らしい男が言う。


「いやまじで月げつ光こう、頼たのむから今回だけはちゃんと挨拶してくれって。なんか今回はアニメがどうのこうのとか、よくわかんねぇけどすごい発表とかあるらしいしさ」


　するとそれに、月光と呼ばれた生徒会長の腕章をした少年が応こたえる。


「興味ないな」


「興味あれよ！」


「まずおまえの顔からして興味を持てな……」


「俺の顔の話は関係ねぇだろってああもう、いいや」


　とそこでカメラが月光を映すのをやめる。映像がくるっと回って、撮影者の顔が映る。


　困ったような、あきれたような少年の顔。やはり詰め襟の制服を、月光とは違い、ボタンを開けて着ている。


　その少年が言った。


「……えー、あー、僕は宮みや阪さか高校一年、鉄くろがね大たい兎とと言います。うちの生徒会室はその、いつもみんなわいわい仲良しで、さっきの会長の言葉もあれ、全然本気じゃなくて、冗じよう談だん……」


「冗談じゃない。事実だ。この世のすべては俺のためだけに存在……」


「っていうのも冗談で、ほんとにみんな仲良く……」


「はっ、おまえら奴隷どもがいくら仲良くしたところでなにも生みださ……」


「だぁもうテメェうるせぇな。ぶっ飛ばすぞ！」


「はっ。クズのおまえにはできない」


　と、そこでまた、カメラが月光を映す。


　すると月光は薄うすく笑えみを浮うかべていて、それに大兎と名乗った撮影者が怒おこる。


「あ、あ、てめぇ、わざとこの動画が使いもんにならないような発言してんだろ！」


「ほう、雑ざ魚こにしては察しがいいな」


「やっぱりかよ！」


　それに月光が笑う。


「おまえが何度も挨拶しろとうるさいからだ。俺は三巻でも同じ対応するぞ。嫌いやなら今後はおまえ一人で挨拶しろ」


「はぁ？　でもおまえ、これタイトルにおまえの名前が入ってんだぞ？」


「知るか」


「知れよ！」


「興味ない」


　と、月光は椅い子すに座り、机の上の紅茶を飲む。


　そのままカメラに背を向けてしまう。


　その、後ろ姿をカメラはしばらく映してから、


「…………ってか、どうすんのよこれ。全然宣伝になってないどころか、ネガティブキャンペーンまっしぐらじゃねぇの？　ええと、なんかポジティブなことは～……」


　とそこで、カメラを切ったのか、一度映像が消える。


　点く。


　すると再び生徒会室。


　その、生徒会室の映像の真ん中に、とても人間とは思えないほど美しい、十五歳くらいの少女が映っている。


　きらきらと七色に燦きらめく薄桃ラベンダー色の髪に、吊り気味の、悪戯いたずらっぽい真紅の瞳。


　華きや奢しやな体を、セーラー服に包んでいる。


　その少女が、愛いとおしそうに撮影者の方を見て、言う。


「ねねね大兎[image: ]　私どうしたらいいの？」


「んとね、月光の馬鹿がちゃんと挨拶しねーから、こう、ちゃんと生徒会室をアピールするために、ヒメアに頑がん張ばってもらおうと思って」


　するとヒメアと呼ばれた少女が、嬉うれしそうにこくこくうなずく。


「大兎のためなら私、なんでもするよ[image: ]」


「ありがと」


「で、どうしたらいい？」


「えーと、とりあえず、生徒会はこんなところですよーって当たり障りない感じで挨拶してくれればいいから」


「当たり障りない感じで？」


「そそ」


「当たり障りない感じで魔ま法ほうで人間どもを洗脳……」


「いや！　そういうのはなしで！」


「魔法はなし？」


「うん。ヒメアかわいいから、ニコニコ笑ってくれてれば大だい丈じよう夫ぶだと思うよ」


　瞬しゆん間かん、


「え[image: ]」


　と、ヒメアの顔が輝かがやく。


　そしてニコニコ笑いながら、言う。


「えへへ[image: ]　大兎にかわいいって言われるの好き～[image: ]」


「そう？」


「うん！」


「んじゃ撮影するよ？」


「はーい」


　と、嬉しそうにヒメアがうなずく。


　そこでまた、カメラの電源が切られ、再び画面が暗転。


　そしてこんな文字が浮かぶ。
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　そして画面にヒメアが映る。


　彼女はニコニコ笑っている。


「…………」


　本当に人間には見えないほどかわいらしい顔でニコニコ笑っている。


　それに大兎が小声で言う。


「……ヒメア、挨あい拶さつ挨拶。生徒会室がどんなとこか、当たり障りないやつで」


　するとヒメアは忘れてた！　という顔になり、それから言った。


「ええと、この生徒会室には私と、大兎[image: ]と、人間の分際で偉えらそうな生徒会長と、頭の悪そうな悪あく魔ま娘むすめとかがいますが、私と大兎[image: ]以外はこの世に必要ないので、いずれ全員魔法で滅ほろぼしてやろうと思っ……」


「ちょ、ヒメア」


「ん～？　なになに大兎～[image: ]」


「……いや、その、ヒメアに頼んだ俺が悪かったよ」


「大兎は悪くないよ～。悪いのは無む駄だに繁はん殖しよくしてる人間たちだよ～」


「え、ええと……カメラ止めるね」


「うん！　いちゃいちゃ出来ないもんね！」


「いやそうじゃなくて」


「ぎゅーしよ、ぎゅー[image: ]」


「いやそうじゃなくてね」


　が、ヒメアが嬉しそうにカメラのほうに飛び付いてきて、


「わ、わわわ!?」


　画面が消える。





　再び点く。





　すると画面に、また別の少女が映る。


　やはりセーラー服を着た、しかしまるで高校生には見えないほど小こ柄がらで、童顔な少女。


　強気そうに見えるたれ目に、ポニーテールという姿。


　その少女に向かって撮影者が言う。


「はーい美み雷らいちゃーん、手ぇ振ふって自己紹しよう介かいして～」


　撮影者は大兎ではなく、女の声だった。


　軽けい薄はくそうな、女の声。


　その声に応えて、美雷と呼ばれた小柄な少女が思いっきり両手を振る。


「えと、えとね、あたしミライだよ！」


「美雷ちゃんは女子高生なんだよねー？」


「へ？　あたし雷の悪あく魔まだよー」


「でも女子高生だよねー？」


「んと、そうなのかな？」


「そうだよー、セーラー服着てるし」


「じゃあ、そうなのかな？」


「そうそう。でもって、女子高生の美雷ちゃんが、いまからジャンプしまーす。はい、ジャンプジャンプ」


「ジャンプ？」


「そそ、かわいい感じで跳んでみて～」


　という言葉に、美雷がこくりとうなずいて、


「わかった！」


　と、ジャンプする。


　瞬間、彼女の体は信じられない勢いで天てん井じようまで跳はね上がり、宙返りをして天井を蹴けって壁かべのほうへと飛び──


　と、もう、完全に人間じゃないことが明白な動きをするが、カメラはその人にん間げん離ばなれした美雷の動きよりも、彼女のスカートのあたりを執しつ拗ように追いかける。


　定期的にチラチラ、ぺらぺらとパンチラするスカートのあたりをカメラで狙ねらいながら、


「うっへっへ～、いいよいいよ美雷ちゃん、このビデオ、きっと売れるよ～」


　などと、撮さつ影えい者の女がわざとらしく変態っぽい声色を使って言う。


　するとその背後から、


「……おい泉いずみ、おまえいったい、なにをしている？」


　なんて冷たい声が響ひびいた。


　それに、泉と呼ばれた撮影者が振り向むく。


　するとカメラはパンチラから、背後の声の主を映す。


　声の主は、冷たい顔をした少年の姿だった。


　俺様生徒会長──紅くれない月光だ。


　その月光に向かって泉が言う。


「あら、月光ちゃんもパンチラ目当て？」


「は？　なんの話だ？」


「あ、あ、そだ。じゃあちょっとこのカメラ持ってよ。私も自己紹介したいから」


　と、カメラが放り投げられる。それを月光が受けとり、


「どういうことだ？」


　と聞くと、画面には一人の、少女の姿が映る。


　年のころは十五くらい。


　やはり美雷やヒメアと同じセーラー服を着た少女だった。


　金きん髪ぱつのショートカットに、極限まで短くされたスカート。口には棒付きアメがくわえられていて、楽しげな顔でカメラを見つめている。


　その、少女が、


「はいはーい、最近生徒会書記になった碧あお水み泉ちゃんでーす。今巻から私も登場するので、みんなよろしくねー」


　と、手をひらひらと振ってくる。


　それから彼女は突とつ然ぜん、はた！　となにかに気づいたような顔になり、


「あ、それにね、この本を買ってくれたみなさんには、漏もれなく私のパンチラがついてきますよー」


　などと言い、ただでさえ短い自分のスカートへと手を伸のばす。


　そっと裾すそをつまむ。


　それをゆっくり、ゆっくりとめくり上げていく。


　すると細い脚あしがどんどんと露あらわになり、やがてパンティが──


「なんちってー。ゲッコーちゃん興奮した？　興奮した？　すっけべー」


　と、パンティを見せずに、泉はけらけらと爆ばく笑しようする。


　その横でジャンプをやめた美雷も並び、


「ゲッコーすけべー」


　と、一いつ緒しよに笑う。


　そしてそれに、撮影している月光がカメラを自分のほうへと向ける。顔が映る。彼はカメラの前で、もう、うんざりしきったような顔でため息を一つついて、


「と、こんな馬ば鹿かどもはいま、俺が全員殺すからこの本には登場しない。そして愚ぐ民みんどもはさっさと俺に『私はあなたの奴ど隷れいです』と言いにこい。わかったな？」


　そう言ってから、再びカメラが二人の少女のほうへと向く。


　そのまま小声で、


「そしていまから、俺に逆らった奴やつがどうなるのかの衝しよう撃げき映像を見せてやろう。こうなりたくなければおまえら、さっさと俺に土下座しにこい」


　と、言う。


　それから、


「おい、美雷、泉、これは本の宣伝動画だ。もう宣伝は終わったから、物語が開始する旨むねを伝えろ」


　と命じると、それに美雷と泉はうなずき、二人が同時に、


『じゃあ物語が始ま……』


　が、言葉はそこで止まった。


　なぜなら月光がカメラを思いっきり振り上げ、二人に向かって思いっきり投げつけたから。


　それに二人が、


『きゃぁああああああああ!?』


　と叫さけび、そしてカメラが破は壊かいされて画面が真っ暗になる。さらに、


「さて、馬鹿女どもにお仕置きするか……」


　と、彼が腰こしの剣けんを引ひき抜ぬいたような、なにやら仲良し生徒会な雰ふん囲い気き溢あふれる音がしたところで──





　この物語は、始まった。
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　朝の校庭を、バイクの集団がぐるぐる回っている。


　パ～ラ～ラ～パラリラパリラリラ～──と、いまいち音程が不安定なゴッ○ファーザーのテーマを放ち、トゲトゲのついたバットやゴルフのクラブを振ふり回しながら、


「クラァ！　倉くら崎さき出てこいやぁ！」


「ウラ高に調子くれといて、無事すむってんじゃねぇだろうなぁ！」


「ビビリこいてんじゃねぇぞコラァ！」


　などと叫んでいる。


　そしてそれを教室の窓から眺ながめながら、


「っておいおい、不良漫まん画がかよ！」


　と、思わず鉄くろがね大たい兎とは突つっこんだ。


　茶色がかった髪かみに、中学までやっていた空手でそこそこに鍛きたえられた細身の体。左ひだり腕うでには生徒会委員であることを示す腕わん章しよう。その腕章をぽんぽんっとたたきながら、


「いまどきの暴走族も、ゴッ○ファーザーのテーマとかやんのなぁ」


　と、小さく呟つぶやくと、それに横に立っていた女の子が不安そうな声で、


「ちょっと大兎。そんなこと言ってる場合じゃないでしょう」


　それに彼は、横を見る。


　するとそこには、小六からずっと家がお隣となりで、高校ではクラスまで一緒になってしまった幼おさな馴な染じみの時雨しぐれ遥はるかが、眉まゆをひそめている。


　綺き麗れいな黒くろ髪かみのミディアムに、黒目がちの大きな瞳ひとみ。チェック柄がらのプリーツスカートに宮みや阪さか高校のセーラー服を着た女の子。


　その遥がやはり不安そうに、


「どうしよう。警察呼んだほうがいいかな？」


　と、ケータイを取り出し、それをぎゅっと握にぎりしめるので、それに大兎は肩かたをすくめて、


「いや、まあ、俺ら呼ばなくても先生が呼ぶと思うけど……ね、先生？」


　と彼はクラスの前のほうを見る。


　ちなみにいまは、朝のホームルームが始まったばかりだった。


　時刻は八時二十三分。


　最近の暴走族はずいぶんと早起きだなぁ、なんて馬鹿な考えが頭を巡めぐるが、まあ、それはどうでもいい。


　教室の前のほうではやはり窓を深刻そうな顔で見つめている担任の狩かり野やがいて、


「お、おまえら落ちつけ。先生が指示するまで教室から出るなよ。いま、俺が職員室に戻もどってどうなってるのか聞いてくるから！」


　なんてことを言う。そして狩野が駆かけ足あしで教室を飛びだしていく。


　それを大兎は見送って、それから遥のほうを向き、


「だってさ。先生たちが対処するから、大だい丈じよう夫ぶでしょ」


　と、言う。それからくるりと踵きびすを返し、自分の机に戻る。座る。机に突っ伏ぷす。目を閉じる。


「ってなんで寝ねるのよ！」


　と、遥が突っこんでくる。


　それに大兎は薄うす目めを開けて、


「へ？　いや俺、ま～た生徒会の仕事で、昨日全然寝てなくてさぁ」


　と、言った。


　するとそれに、遥が信じられないという顔でこちらを見つめ、


「で、でもでも、それでもこの状じよう況きようで寝るとかちょっとないと思うんだけど」


「この状況って？」


「暴走族が襲おそってきてるんだよ？」


「暴走族……暴走族ねぇ」


　と、彼はまた、顔だけあげて、ブンブンブンとエンジン音を轟とどろかせているバイク集団のほうへと目を向けた。いまはゴッ○ファーザーのテーマから、巡じゆん恋れん歌かへと曲が変わっている。それに、


「あ、ゴッ○ファーザーより、巡恋歌のほうがうまいね」


「そういう問題じゃなくて！」


　と、また遥が少し怒おこったように言ってきて、それに彼は苦笑する。


　もちろん彼女が言っていることはわかる。学校の校庭に暴走族が乗りこんできて、コラァ！　とかオラぁ！　とか叫びながら暴れているのだ。いつあいつらが校内に乗りこんできて暴力を振るうかわからないわけで、もう、ごく普ふ通つうの、まともな高校生なら、がくがく震ふるえて恐きよう怖ふにさいなまれるべきなような気もする。


　いやそれどころか、不良な先せん輩ぱいと付き合いがあると噂うわさの、バスケ部の庭にわ野のまでちょっと怯おびえてるような顔をしているのだが。


「…………」


　しかし、暴走族に怯えるもなにも、あの校庭で俺、昨日の夜『竜りゆう』と殺し合いしちゃってるんだよねぇ──と、昨日の夜のことを思いだして、彼は顔をしかめた。


　ちなみに昨日の夜、あの校庭に突とつ如じよ二十階建てのビルよりも大きそうな竜が現れて暴れ回り、それを生徒会の顧こ問もんの黒くろ守すがにこにこした顔で眺めながら、『ほらほら鉄君、ガンバレ～。その竜倒たおさないと今日の訓練は終わらないぞ～』ってなんの訓練だよ竜なんか一人で倒たおせるわけねぇえだろうがぁあああああああああ！　と、叫さけんでるうちに竜が火を吐はいて大兎は二回ぐらい殺され、さらに三回くらい体を食い千切られて消化され、しかし彼は七回殺されないと死なないとかいう特とく殊しゆな呪のろいをかけられているので死ななくてって自分で言っててもなに馬ば鹿かなことを言ってるんだろうと思うが、でも、実際にそうなのでなんか、とりあえず頑がん張ばって竜を倒したのが夜中の三時。


　で、家に戻って仮か眠みんを取って登校したら、今度は暴走族が校庭で暴れ回っているという。


　上手に巡恋歌を奏でながらブルルンブルルンと走り回っているという。


　昨日の夜は巨大な竜がグゴァアアアアアアと、鼓こ膜まくが実際に破れてしまったほど強きよう烈れつな咆ほう哮こうを上げ、今日は怖ろしい暴走族がブルルンブルルンってね。


　なんかね。


「……いや、さすがにもう、暴走族にビビるのは無理だよなぁ」


　と小声で言うと、それに、


「え？」


　と、遥が不思議そうな顔で聞き返してくる。


　しかし大兎は首を振って、


「いやこっちの話。しかし暴走族はやっぱ怖こわいねー」


「なんでそんな棒読み口調なの？」


「いやいや棒読みじゃないよ？　もうビビりまくって体が動きませんよ」


「ほんとに？」


「ほんとに。早く警察こないかねぇ？　じゃないと……」


　と、今度は本当に少しだけ不安そうな顔になって、大兎は窓の外を見る。


　ブルルルンと上手にエンジン音を操り音楽を奏でる暴走族な彼らを見て、


「……じゃないとこの学校の生徒会は化け物ばっかだから、あんまうるさくしてるとあいつら殺されかね……」


　が、言葉はそこまでだった。


　なぜなら窓の外。


　校庭に、この化け物ばかりの学校の中でも一番質の悪い奴やつが現れてしまったから。





　　　　◆





　場所は移って、校庭。


　砂すな煙けむりを上げ、ブルルンブルルンと騒さわがしくバイクが走り回っている前へと、


「…………」


　この、宮阪高校の生徒会長である紅くれない月げつ光こうは、ゆっくりと姿を現した。


　漆しつ黒こくの髪に、冷たく鋭するどい瞳。詰つめ襟えりの制服をきっちりと首までしめ、腰こしにはフェンシングの剣けんのようなものをぶら下げている。


　その月光の登場によって学校中の窓から、


「きゃー[image: ]」


　だの、


「月光様～[image: ]」


　だのと、女生徒たちの黄色い声が上がるが、しかし、彼はクズどもの声には興味がない。


　ただ、目の前で、やかましく騒ぎまわる馬鹿をにらみすえ、


「……邪じや魔まだ。どけ。殺すぞ」


　と、呟く。


　しかし当然、違い法ほうに消音機マフラーを改造してやかましくしている脳足りんどもには、彼の言葉は聞こえない。いやそもそも、この手の輩やからに人間様の言葉が通じるのかどうかも怪あやしいものだった。


　ただバイクにまたがり、あひゃあひゃ笑いながら、


「っだよてめぇわよぉ！」


「っそぼそしゃってんじゃねぇよコラぁ！」


「っびってんじぇねぇの？　びびりこいてんじゃねぇのこいつはよぉ！」


　あひゃひゃひゃ、あひゃひゃひゃひゃ。


　と、バカ面の金きん髪ぱつが笑う。


　シンナーで歯が抜ぬけた女が笑う。


　その、馬鹿どものひどく楽しそうな笑い顔を見て、月光は大きく一つうなずくと、


「よしわかった。そのまま天国にいっても笑ってろ」


　と、腰の剣を抜こうとした、瞬しゆん間かん──ポケットのケータイが震える。それに月光はポケットからケータイを取り出す。ケータイを開くと、着信画面には校長、と書かれている。


　月光はケータイを耳に当て、


「いま忙いそがしい」


　とだけ言って切ろうとするが、それに校長は慌あわてて、


『いやいやちょっと待ちなさいよ月光君』


「なんだ？」


『あの、いま君、こんな大勢が見てる前で殺人事件を起こそうとしなかったかね？』


「それがどうした？」


『それがどうしたって……ええと、あの、殺人はだめだろう？　さすがに《軍》も、他校の生徒を殺したとなると揉もみ消すのは難しいよ？』


「知るか」


『いやいや知りなさいよ！』


「そんなことより購こう買ばいのコーラが切れてるぞ。わざわざ俺にコンビニに出むかせるとは何ごとだ」


『って君はなんの話を……』


「とりあえずこいつらは殺す。俺はコンビニでコーラを買って帰る。俺は寝ね不ぶ足そくなんだ」


『いやだから、殺しちゃだめなんだって！　それに《軍》からもいま、君を止めろって命令がきてるんだよ！　この件は警察に任せ──』


「俺に命令するな」


『ちょ、月光君、これは命令とかじゃなくてね……』


　と電話口で校長が叫んでいる横で、走り回っていたバイクが止まる。バイクに乗っていたクズどもが、どうやったらそんなにも顔を歪ゆがめられるのか不思議になるほどぐにゃりと醜みにくく顔を歪めながら、


「ああん？　ああああん？　てめぇなに澄すました顔で俺らシカトこいてんの？　殺やっちゃうよ？　まじ殺っちゃ……」


　が、その言葉の途と中ちゆうで、


「やかましい」


　と、月光はケータイを持ったままの手で、暴走族の一人の歪んでいる顔を思いっきり殴なぐって、本当に歪ませてやる。ゴキンと鼻が折れる音がして、ぎゃあああと叫びながらそいつはバイクからずり落ちる。


　それを確認してから再びケータイを耳にあてる。するとそれに、校長が狼ろう狽ばいしたような声音で、


『な、なにをした！　いまゴキって！　ぎゃぁあって聞こえたぞ！』


　などとうるさく騒ぐので、月光は安心させるように言ってやる。


「トドメはまだだから安心しろ」


『いやだから！』


　と、校長が言いかけたところで、他の暴走族たちが一いつ斉せいになにやら怒ど鳴なり始める。


「っめぇ、なにしやがんだコラぁああ！」


「俺らにこんなことして、タダですむと思ってんのかクラぁあああああ！」


「なめてんじゃねぇぞファラぁあああ！」


　それに月光は少しだけ首をかしげ、


「ファラ？」


『馬鹿にしてんのかドラぁああああああ！』


　と、暴走族どもがまた、一斉に怒鳴った。


　それに月光は顔をしかめる。本当にここのところ、黒守とかいう《軍》からきた生徒会の顧問が修業だなんだと偉えらそうに深夜まで仕事を彼に押し付けてくるせいで、寝不足なのだ。


　おまけにその寝不足の上にコーラも売りきれで、美み雷らいに小こ遣づかいを渡わたしてコンビニに買いにいかそうと思ったらあの馬鹿はケータイを生徒会室に忘れたまま本屋に漫まん画がを買いにいってしまったようで、で、もう、なにもかも面めん倒どうになってとりあえず帰宅しよう、と思ったらクズどもがプープーうるさい音を鳴らしながらクラぁとかドラぁとかファラぁなどと騒ぎ立てていて、もう、彼の苛いら々いらは限界を超こえていた。


　完全に超えていた。


「…………」


　だが、まあ、あれだ。


　そこらの仏よりも心優しく、気が長いことで有名な彼は、そのすべても許してやるつもりでいた。なにより寝不足で、もう、動く気力があまりないのだ。


　だから彼は優しく微笑ほほえみ、そして足を上げる。そのままさっき殴って地面に倒たおした不良の一人の顔面を蹴けり潰つぶす。すると、


「ぎゃぁああああああああ!?」


　と悲鳴が上がり、校長が、


『だからやめなさいってぇえええええ！』


　なんて叫ぶ。


　さらに他の不良どもも、クラぁがドラぁでオラぁがファラぁと、よくわからない言語で怒鳴り散らすが、もう、いまいちうまく聞きとれない。


　そもそも彼は、馬鹿語には詳くわしくないのだ。なので優しく微笑んだまま、


「よし、おまえら命拾いしたな。もし俺が寝不足じゃなかったら、ここで二万回死んでたところだ。だが今日は眠ねむいので、終わりだ。じゃあな」


　と、彼はさっき殴り倒した男が乗っていたバイクを起こし、それにまたがる。


　それに暴走族どもが、


「こいつ逃にげる気だぞ」


　だの、


「いかせるわけねぇだろうが」


　だの言うが、月光は無視で、バイクのエンジンをかける。そして耳にあてていたケータイに向かって、


「明日あしたまでに購買にコーラを補給しておかないと、おまえの命はないと思え。家族の命もだ」


『あの……』


　が、その言葉を遮さえぎって、月光はケータイを閉じる。ポケットに入れる。バイクのクラッチを切り、足でギアを一速に入れる。アクセルを吹ふかす。


「逃がすんじゃねぇ！　ぶっ殺せ！」


　と叫さけんで、バットやら飛びだしナイフやらを振ふり上げる馬ば鹿かどもを尻しり目めに、彼はクラッチをつなぐ。するとバイクが急発進する。


　そして瞬またたく間まに校庭を飛びだしてしまう。風を切きり裂さき、ものすごい勢いでバイクは前へと進む。


　それに。


「…………」


　それに彼は少しだけ、気分がよくなる。バイクに乗るのは初めてで、乗り方は本で読んだことがあるだけだったのだが。


「……これは、なかなか」


　が、そこで背後からまた、なにかが近付いてくるのを感じた。初めはさっきの馬鹿どもが追いかけてきたのかとも思ったが、そいつはスピーカーで拡大された声で、


『あー、あー、そこのノーヘルの君、スピードを落として止まりなさい』


　なんて馬鹿なことを言ってくる。


　それに月光は振り向く。


　すると背後にはパトカーがサイレンをウォンウォン鳴らしながら近付いてきていて。


　それを月光は、見る。


「…………」


　そしてノーヘル。


　無免。


　スピード違い反はん。


　信号無視。


　銃じゆう刀とう法ほう違い反はん──と、もう、不良五点セットフル装備の彼は、そのパトカーの姿に、


「……はは」


　と、小さく笑って、さらにアクセルを回した。





　　　　◆





　その、生徒会長が突とつ如じよ現れて、華か麗れいに事態を収拾するかと思いきや、バイクをパクってさっさといなくなってしまった光景を見て──


　クラス中の女の子たちが、


『かっこい～[image: ]』


　と叫んだ。


　それを大兎は半眼で見つめ、


「…………」


　それから、バイクを奪うばわれていきり立った暴走族たちがさらに逆上して、バットやらナイフやらを振り回している光景を見て。


「……あ～、まあ、いや、死人がでなかっただけ、ましか？」


　なんてことを呟つぶやいた。


　すると遥もうんうんうなずき、


「紅君が怪け我がしなくてよかったね」


　と、言った。


　それに大兎は彼女のほうを見て、


「いや、死ぬのはそっちじゃないんだけどね」


「え？」


「いやなんでもない。ってか、月光の奴やつがあいつら始末しなかったとすると、こりゃもう、警察がきて、終わりかな」


　と、言いかけたところで突とつ然ぜん、校内放送のスピーカーから声が響ひびく。


『ええ～っと、ごほごほ、マイクテス、マイクテス──ちょっと校長、もう放送始まってますって！──え？　あ、そうなの？──あ、そうなのって、こないだも同じことやったでしょう！　いい加減使い方覚えてくださいよ！──んもう、教頭はうるさいなぁ、そんなだから嫁よめさんが実家に帰っちゃ──だからこれ、学校中流れてるんですって！──あ、そうだった。すまんすまん。あ～みんな、いまのは誤解だよ。教頭は奥さんとはすこぶるうまくいっ──そんなフォローいるかぁあああ!?──』


　というところで、一度放送が止まる。


　そして再び放送が始まる。


『……ええと、改めまして、教頭に殴られた校長です。教頭が暴走族のボスなんだと思──校長！──はいはいわかりましたよ。えー、もうみなさん窓の外を見てわかってると思いますが、現在この学校は暴走族に襲おそわれてます。ですが慌あわてないように。もうすぐ警察も到とう着ちやくするとのことなので、すぐに事態は鎮ちん静せい化するでしょう。なのでみなさん落ちついてください』


　なんて言葉に、しかしクラス一不良の庭野が、


「お、落ちつけるかよ！　センコーどもはわかってねぇんだ。あいつら、あいつら悪の巣そう窟くつウラ高を退学になった奴ばっかり集まった、ファイアードッグだぞ？　警察なんかきてもどうにもできねぇよ」


　なんてことを、言う。それにクラス中の生徒たちが不安そうな顔になる。


　いや、警察にどうにもできない暴走族なんてものが実際に存在するとは思えないのだが、しかしあいつらはどうも、不良たちの中では有名なワルらしかった。


　というかそもそも、ウラ高──というのは本当に、ワルばかりが通学している学校だった。宮阪市のはみだし者全員が通っていて、卒業前に、本職の方々がスカウトにくるような、もう、その学校の生徒とモメごとなんか起こした日には、家族ごと引ひっ越こしする必要があるほどひどい目にあってしまう、という噂うわさのワル学校。


　で、いまここにきているのは、さらにそこを退学になったワル中のワルばかりが集まって作った暴走族なのだ。


　そりゃもう、無茶も平気でやるだろう。


　だがそれでも、この校舎の中に入ってきて暴力を振るう、なんてことはないと思う。


　さすがにそんなことをしてしまえば、すぐに警察が出てきて大変なことになってしまうってことくらい、世の中の常識を覆くつがえし、奇き蹟せきの偏へん差さ値ちゼロ学校と呼ばれているあいつらにだってわかってるはずだ。


　だからオラぁだのコラぁだのいくら叫んでも、学校の中にまでは入ってこない、と、大兎は思っていたのだが。


　しかし、窓の外からこんな声があがる。


「てめぇらなめやがって、まじで俺らの怖ろしさがわかってねぇようだな！」


「いいぜ！　そっちがそのつもりなら、こっちも考えがあらぁ！」


「おい、やっちまおうぜ！　バイク盗とられて黙だまってられっかよ！」


「そうだそうだ！　なめられたまま終われるかよ！」


　と、なにやら月光のせいでどんどん事態は悪化してしまっているようで、不良どもがバイクから降り、バットを振り回しながら本当に学校へと押し寄せ始めてしまう。


　それにクラスの女生徒たちがきゃーと悲鳴を上げ始める。


　遥がまっ青な顔して、どうしよ、どうしよと言い始める。


　そしてそれに大兎は、


「やべぇ」


　とうめくように言って、慌てて立ち上がった。


　なんかもう、ほんとにちょっと緊きん急きゆう事態だった。


　まさか本当に学校の中に入ってくるとは思ってなくて悠ゆう長ちように構えていたのだが、いま、暴走族たちは、学校の中に入ろうとしていて。


　バットとナイフを振り回して、学校の中に入ろうとしていて。


　この、宮阪高校に。


「…………」


《軍》と、そして化け物揃ぞろいの生徒会が管理する宮阪高校に暴走族が入ろうとしていて。


　そしてそれに、大兎は震ふるえた。


　たとえば彼以外の、他の生徒会委員にあの暴走族たちが出会ってしまい、バットやらナイフやらを突つき付けたときに起きそうな出来事を頭に思おもい浮うかべて、彼は震えた。


　そのときに起きるのはおそらく、大量虐ぎやく殺さつだった。


　暴走族が、皆みな殺ごろし。


　そもそもこの学校の生徒会には、大兎と月光と、あと最近書記として入った碧あお水み泉いずみという名前の女をのぞけば、人間がいないのだ。他は人間が死んでもなんとも思わないような奴らばっかりで、もしもその生徒会委員にあの暴走族たちが襲いかかったりした日には、


「あ～、やばい、すげぇやばい。死人がでるぞおい。えと、ちょ、ちょっと遥、俺、いってくる」


　それに遥が不安そうな顔で、


「え？　どこに？」


　と、言う。だがそれを説明するわけにはいかなかった。暴走族たちを生徒会委員に殺されないよう助けてくる、なんてことは言えないし、武器を振り回してる不良たちを止めにいく、なんて言ったら、もっと引き止められてしまうだろう。


　だから彼は、


「と、トイレ。俺、あの、おしっこ我が慢まんしてて」


　と、言った。


　するとそれに遥は少しだけ顔を赤らめて、


「あ、あ、そか」


「そう。すぐ戻もどるから、ええと、遥は教室から出ないで。戻ったら一いつ緒しよに逃にげよう」


　と、言う。


　それに遥はうなずく。


「わかった」


「じゃあいってくるわ」


　と、大兎は駆かけだした。


　するとその大兎に反応して、自分も自分もと他の生徒たちが逃げだそうとするので、それを彼は振ふり返かえって、


「いやいやいや、俺、逃げるわけじゃないから！　トイレ！　ってか、ここ三階だぞ？　暴走族どもはまだこないって！」


　と、言う。


　それから不良の庭野のほうを見て、


「んで、もしも暴走族がきちゃったら、庭野！　おまえの担当な！　俺が戻るまで、相手しててくれ！」


　なんて言うと、それに庭野がこちらをにらみ、


「おまえが戻ったってどうにもできねぇだろ！」


「ああ、そりゃそうかもだけど……でも、他の生徒に相手させるわけにゃいかねーだろ？　だから、頼たのむよ。俺も一緒にやるからさ」


　と言うと、庭野の表情が一いつ瞬しゆん、恐きよう怖ふに歪ゆがむ。当然だろう。不良たちの間じゃ有名な、極ワルの暴走族が押しよせてきてるのだ。その相手をしろと言われて、恐こわがらない奴なんて、いるはずがない。


　だがしかし、彼はクラスで震えてる他の女子たちの顔を見回して、意を決したように、


「わかった」


　と、言った。


　おまけに他の男子生徒たちも、


「俺たちもがんばるよ」


　とか言いだして。


　それに大兎は、微笑ほほえむ。いつも思うが、このクラスはなぜかいい奴らばっかりなのだ。


　まあ、自分が止めるから今回は暴走族どもはここにはこないだろうが──


「あ～、じゃあ、もう俺、びびっておしっこ漏もれそうだから、いってくる」


　と言って、彼は教室を飛びだす。


　後ろから気を付けろよとか言われるが、それにあいよと答えて、彼は廊ろう下かを走る。階段を降りる。


　とにかく急ぐ必要があった。


　じゃなきゃ暴走族どもが──あの自分たちが宮阪町最強とか勘かん違ちがいしてそうな馬ば鹿かどもが、皆殺しになるかもしれないのだ。




[image: ]





　それに、


「な～んで俺が暴走族救いにいかなきゃなんねぇんだよめんどくせぇなぁ！」


　と、彼はうめきながら、走った。





　　　　◆





　再び場所は移って、一階。


　校庭を抜ぬけて、校舎に入ってすぐのところにある下足室。


　そこに、


「ふんふふーん[image: ]　ふふふーん[image: ]」


　なんて鼻はな唄うたを歌いながら、沙さ糸いとヒメアは独り、ふらふらしていた。


　宮阪のセーラー服を着た、十五、六歳の少女。


　日本人にはありえない──というか、人間には絶対にありえない、光の加減によってその色を変える、薄桃ラベンダー色の長い髪かみ。毛穴一つない純白の肌はだ。つんと高い鼻に、ピンクの唇くちびる。華きや奢しやな細い体。


　吊つり気味の、悪戯いたずらっぽい真紅の瞳ひとみ。


　もう、人間離ばなれした、信じられないほど美しい少女が、鼻唄を歌いながらへらへらと笑っている。そのまま嬉うれしそうに、『一年三組・鉄大兎』、と書かれた靴くつ箱ばこを開く。


「ここが大兎の靴箱かぁ～[image: ]」


　なんてことを独り呟つぶやく。


　靴箱には体育とかいう授業で使う運動履ばきが入っていて、それを大兎が履いていると思うとなんか、こう、ちょっと、


「えへへ[image: ]」


　とまた、彼女は独り笑う。靴箱から取り出してにおいでもかごうかなぁと思うが、さすがにそんなことすると大兎に嫌きらわれちゃうかなぁとか思い、早く大兎のにおいがかぎたいなぁ、授業早く終わらないかなぁなんてことを思う。


　するとそこで背後から、


「オラぁあああ、倉崎ぶっ殺せ！」


「ウラ高なめるとどうなるか、教えてやれぇ！」


　なんて人間どもの声が聞こえてくるが、まあ、人間なんてどうでもいいので、彼女は無視する。


　いま彼女にとっての一番の問題は、大兎の靴を靴箱から取り出そうかな、いやいやでも、さすがにそれは変態過ぎるかなぁ？　なんてことでもう、一いつ杯ぱいだった。


　するとそこで、


「うお、なんだあの女」


「うわうわ、なんだよあいつ……すげぇ美人じゃね？」


「外人か？」


「外人だからってあんな綺き麗れいだったりするか？」


「ちょ、ヤバくね？　あの女ヤバくね？」


「ちょ、あのさ、やっちまわね？」


「うおおおおお、おまえ、おまえ、悪だなぁ！」


「じゃあおまえやんねぇのかよ」


「やるけどさぁ！」


「ちょっとヒロシ！　なに鼻の下伸のばしてんのよぉ」


「うるせぇ薬中が」


「なによヒロシだってシンナーやってるでしょー！」


　と、なにやら周囲が騒さわがしいが、しかしやはり、ヒメアは気にしない。


　人間どもはたいてい、くだらないことで騒がしいのだ。それよりもいまは、靴をどうするかが大事だった。


　いま、まだ学校は始まったばかりで、六時間目まで大兎は授業とかいうのに出なくてはならないのだ。もう、途と方ほうに暮れてしまいそうなほど何時間も、待たなければならないのだ。だからそれまでは大兎に引っ付くことができなくて、


「……うう、そんな長く我慢、できないよねぇ」


　とか、彼女は呟く。


　でもでも、靴はなぁ。どうしようかなぁ。っていうか、大兎のことでこうやって悩なやむのは幸せだなぁ。


　なんて、独り思ってまた、えへへと笑う。


「おい女、こっち向けよ」


　どうしようかなぁ。と、とりあえず靴箱からは、出してみようかな。


「おい、シカトこいてんじゃねぇよ！」


　あれ、なんだろあれ。靴の横に手紙みたいなのが入ってるけど。


「おいって！　びびんなくても俺ら優しくしてやるからさぁ！」


「やらしくの間ま違ちがいだろう！　うひひ」


「ば～か、びびらしてどうすんだよ。最初は優しく、優しくだよ、うひひひ」


　ええと、なになに。『鉄大兎様、ずっとあなたのことが好きで……』って、これ、ラブレターじゃない！　え、噓うそ？　誰だれ？　遥ちゃんとかいうの以外にも、他にもライバルがいるの？


「とりあえず、こっち向けって。俺らと付き合っときゃ、悪いようにはならないからさ」


　と、人間が後ろから迫せまってくるのを感じる。その人間が彼女の肩かたをつかもうとするが、それに彼女は一歩下がり、振り返る。


　そして真紅の瞳を鋭するどく細め、人間どもを見る。


　すると人間どもが言う。


「うわー、怒おこった顔もかわいー」


「でもそんなにらんでもどうにもなんねぇよ。俺らの仲間にゃ政治家の息子むすこもいるから、警察もしばらくこねーしな」


「まあま、怒らず楽しくやろうぜ？　暴れなきゃそっちも気持ちよ……」


　が、その言葉を遮さえぎって、


「黙だまれ人間。いま、私は急激に機き嫌げんが悪くなってるから、これ以上うるさくすると、消しちゃうよ」


　ヒメアはそう言って、手に持っていたどこぞの誰かのラブレターに、人差し指で呪じゆ文もんを描えがく。すると彼女の指先から生みだされた光によって、ラブレターに文字が書かれていく。そしてその文字を書き終わると、


「この手紙の送り主の一族郎ろう党とう、すべてを呪……」


「ってちょっと待ったぁあああああ！」


　と、後ろから男の声があがる。


　それはよく知ってる声。


　大好きな声。


「大兎!?」


　と、彼女が振ふり向むくと、そこには慌あわてた顔の大兎がいて、その彼がラブレターを持っていたヒメアの腕うでをつかんでくる。


　でも腕をつかまれるだけじゃ足りないので、そのまま彼女は、彼の胸に抱だきつく。


　するとそれに大兎は困ったような顔で、


「いやそーいうことじゃなくてね」


「まだ授業中なのに、会いにきてくれたのー？」


「あ～、ええと、そうじゃないけど」


「違ちがうの？」


「いや、ああ、じゃあそういうことでもいいけどさ……ってかヒメア、いま、この手紙の送り主になんかしようとしてなかった？」


　なんて質問に、彼女は手紙を持つ手をぱちんっと鳴らす。するとその手紙がぼっと白い火で燃えて、消える。そして大兎に抱きついたまま彼の顔を見上げ、


「してないよ[image: ]」


　と、言う。


　するとそれに大兎はこちらを見下ろし、


「噓つけ」


「うん。噓」


「だめじゃん」


「あは[image: ]」


　と、彼女は笑った。それからまた、ぎゅっと大兎に抱きついて、


「大好き[image: ]」


　と、言う。


　すると大兎はまた、困ったような顔になり、そしてその困ったような彼の顔が、彼女は好きだった。それどころか胸の中がいっぱいで倒たおれてしまいそうになるほどに、彼のすべてが好きだった。


　なのに背後から、


「なんだよてめぇ」


「彼氏か？」


「状じよう況きようわかってんのかよ、コラァ」


「女おいて消えろや。空気読めやタコが」


「ひゃひゃひゃ、こいつびびってなにも言えねぇでやんの～、ダサぁ」


　とか、耳障りな音が聞こえてくる。


　愚おろかな人間どもが、よりにもよって大兎をダサいとか、タコとか、言ったのだ。


　それに彼女はにっこりと微笑ほほえんで大兎のほうを見つめたまま、右手だけを後ろの人間どものほうへと向けようとして、


「…………」


　しかし、その腕も大兎にぎゅっとつかまれてしまう。


「だ～から、それを止めにきたんだって！　いまヒメア、こいつらのこと殺そうとしたろ？」


「うん」


「いや、あっさりうんって言われてもなぁ……あの、人間殺しちゃだめだって」


「どうして？　大兎のことけなして生きてられると思ってるほうが馬ば鹿かよ」


「ああ～っと、ん～っと、ちょっとそのへんちゃんと話しあわないといけないと思うけど、ああ～、いまはいいや。こいつらの相手は俺がするから、ヒメアはちょっと生徒会室に戻もどっててくれるかな？」


　なんて言ってくるので、それに彼女はまた大兎に抱きつき、


「やだ。離はなれない」


　と、言う。


「ちょっとだけだから。あの、すぐ俺も生徒会室いくから」


「やだ」


「んと、生徒会室戻ってくれたら、今日はもう学校サボって、ずっと一いつ緒しよにいてあげるから」


「え[image: ]」


「戻ってくれる？」


「ほんとに一緒にいてくれるの？」


「いるいるいるから」


「じゃあ、いいよ。我が慢まんして生徒会室で待ってる」


「よかった」


「待ってるからね！」


「うん」


「絶対だからね！」


「わかったわかった」


　と、約束してくれたので、彼女は渋しぶ々しぶ、彼の胸から離れた。そして彼の頰ほおに触ふれ、そしてそのまままた抱きつきたくなるのをぐっと我慢して、


「じゃあ……じゃあいくね！」


　と、言った。そして生徒会室へと向かおうとする。


　すると背後では人間が、


「ざっけんじゃねぇぞてめぇら。そう簡単にいかせるわけねぇだろうがよ！」


　それに続いて大兎がかわいい声で、


「いやいやいや、あの、とりあえず話しあお……」


　と、言いかけたのを人間が遮って、


「黙れよボケがぁ！　宮阪のアマちゃんが、俺らに逆らってどうなるかわかってんのか、ああ!?」


　なんて言うので、それにヒメアも振り返り、


「ん～？　いまあんた、大兎のことをボケって……」




[image: ]





「あああああ、ヒメア、いいから！　生徒会室戻って。大だい丈じよう夫ぶだから」


「でも」


「いってくんないと今日は授業でるよ」


「ええええ～」


「はい、回れ右。まっすぐ生徒会室いって～」


「ううう……はい」


　と、ヒメアはうなずく。


　そして我慢して、彼女はその場をあとにした。





　　　　◆





　そして再び、下足室。


　目の前に十数人の人相の悪い、ヤ○ザ候補生な暴走族のみなさま方がいて。


「あ～、まあ、なんだろ。とりあえずみなさん、帰ってくれませんか？」


　と、大兎が言ってみると、金きん髪ぱつの男が、


「んぁ？　んだ、コラぁ！」


　と、言った。他の奴やつらも同じような口調で怒ど鳴なってきた。


　もう、なにやら頭の血管が切れちゃいそうなほどお怒いかりのご様子で、


「……命助けてやったのに怒鳴られるのも、なんだかなぁ」


　と、大兎はうめくように言った。


　だがまあ、とりあえずはこいつらにお帰り願わないとまずいわけで。


　おそらく一番あっさりこいつらを殺しちゃいそうだったヒメアをなんとか生徒会室に戻らせたので、あとはこいつらが他の生徒に暴力を振るったり、《軍》の方々が怒ってこいつらを始末しちゃおう、なんて決断をする前に、彼らにお帰りいただく必要があった。


　なので、


「ええと、ちょっと話を……」


「てめぇと話すことなんて、ねぇんだよ！」


　と、一人がバットを振り上げた。そしてそれをこちらに振るってくる。


　それに大兎は、


「…………」


　目を細めて、そのバットを見る。正直、そのバットは遅おそい。というか、毎日この学校や異世界で化け物どもと戦い続けてるうちに、彼もだんだん強くなってしまって、はっきり言って人間の動きなんかはほとんど、止まって見えるほどだった。


　なのでそのバットが自分の、顔面を殴なぐろうとしてるのがわかる。あんなんで顔を殴ったらほんと、大変なことになっちゃうだろうに、それを躊ちゆう躇ちよせず出来てしまうこいつらは、本当にワルなんだなぁと思う。不良の庭野があんなにびびる理由も、わかった。


　だがまあ、しかししょせんはそれも、人間レベルでの話だ。


「…………」


　大兎はそのバットを、自分の顔に当たる前につかむ。バットが思いっきりぶつかった彼の手はあっさり骨が折れるが、しかし彼の、ヒメアからもらった七回死なない限り一いつ瞬しゆんで傷が再生してしまって死ねない、という特とく殊しゆな能力のせいで、骨はあっさり再生する。


　骨が戻ったところでバットをギュッと握にぎり、相手から奪うばう。それにバットを振るった男は、


「うわ」


　と、驚おどろいた顔をするが、それに大兎はバットを床ゆかに放って、


「あの、だからさ、バットとか振り回さずに、落ちついて話そうぜ？　俺のほうは喧けん嘩かするつもりはな……」


「調子くれてんじゃねぇぞコラぁ！」


「顔面メタメタにしてやらぁ！」


　と、今度は飛びだしナイフを持った二人組が襲おそいかかってくる。


　それに大兎は小さくはぁっとため息をつく。殴って止めるか、それともこの際、ナイフに自分から刺さされて死んだふりをすればびびって逃にげてくれるかな？　なんてことを思う。


　もしくはこいつら全員、ここで死なない程度にぼこぼこにしちゃう？


　はっきり言って、それも楽勝だった。


　それだけ彼はもう、この学校の生徒会の奴らと付き合ってるうちに、強くなってしまっていた。


　その、いくつかの選せん択たく肢しのうちの一つを頭の中で選び、


「……仕方ない。やるか」


　と、彼が拳こぶしを握りしめたところで──


　ファンファンファンファンファン！


　と、学校の外、校庭の向こうから、パトカーのサイレンが近付いてくるような音が聞こえてきた。それも一台じゃない。何十台ものパトカーのサイレンの音。


　それにナイフを突つきだそうとしていた男二人の動きが止まる。慌あわててナイフを懐ふところに隠かくす。バットやらナイフやらを持って他人の学校に襲いかかってきておいて、いまさら武器を隠してもしょうがないだろ、とも思うのだが、しかし彼らは血相を変えてお互たがいの顔を見あわせ、


「おいどういうことだよ！」


「ケンジの親父おやじに頼たのんで、警察は動かないようにしてあったんじゃねぇのかよ！」


　なんてことを言いあい始めて。


　いまの発言で、なんでこいつらが平然と武器を振ふり回して学校に入ってこられたのかが、わかった。どうやらこいつらには、警察に圧力をかけられるような仲間がいるらしかった。


　しかしだからといって、なんの意味もなく警察に圧力をかけたりはしないだろう。警察だって馬鹿じゃない。もしも暴走族が暴れるのを黙もく認にんしていた、なんてことがバレれば、あとで大問題になってしまう。だが今回、そのリスクを冒おかして暴走族どもは、この学校に襲しゆう撃げきをかけてきた。それはつまり、警察や、それに浦うら田た高校、暴走族、そのバックについているヤ○ザや、政治家なんかまで巻き込んだとんでもなく大きな話が今回の事態には絡からんでそうで。


　そしてそれに、大兎は最初、こいつらが叫さけんでいた言葉を思いだした。


『クラァ！　倉崎出てこいやぁ！』


『ウラ高に調子くれといて、無事すむってんじゃねぇだろうなぁ！』


　なんてことをこいつらは言っていたのだが、つまりはその、倉崎とかいうのがなにかとんでもない問題を起こして、その報復にきた、ということらしかった。


　それがいったいなんなのか、それは結構気になるところだが──


「ま、警察がきちゃったから、あとは警察がやるか」


　と、大兎も少し背せ伸のびをして、慌てふためいてる暴走族たちの向こうからくる、パトカーの群れへと目を向けた。


　するともう、パトカーは学校の、校庭へ入ってこようとしているようだった。きているのはパトカーだけじゃない。白バイも何台もきている。


　そしてその先頭を、白くないバイクが先導するように走っていて、それを大兎は、見る。


「…………」


　どうやらそのバイクに乗っているのは、宮阪高校の、黒い詰つめ襟えりの制服を着た男のようだった。その男が、あきらかにスピード違い反はんな速さで爆ばく走そうしていて。


　そしてその先頭の男に向かって後ろのパトカーが、


『いい加減に止まれぇ！　もうおまえは完全に包囲されてるぞ！』


『ガキが調子に乗って街中バイクで走りまわりやがって、そんなことが許されると思ってんのかぁ！』


『ナンバーからおまえの住所もわかってんだぞ！　上うえ田だ二じ朗ろう！　もう逃げられないぞ！』


　なんて、警察が怒鳴る。


　そしてそれに、大兎の目の前にいた、天まで届きそうなほど高く髪かみの毛けを逆立てた男が、


「な、なんでポリ公が俺の名前呼んでんだよ!?　あ、あの野や郎ろう、俺のバイクでいったいなにやりやがった!?」


　と、叫んだ。


　するとその、パトカーと白バイ数十台に追いかけられていた黒い制服を着た男が、バイクに乗ったまま学校の階段をあがり、下足室の、暴走族たちの群れへと飛び込んでくる。


　それに暴走族たちはぎゃああああと叫びながら周囲に散らばる。


　その光景に、


「ああもう、めんどくせ」


　と、大兎はうめくように言った。


　そしてバイクに乗っている男を見る。いつになく気分良さそうな表情の俺様生徒会長様が、バイクで下足室に入ってきて。


　大兎の目の前で、さらにぐいっとアクセルを吹ふかす。


「は？　おまえなにやって……」


　が、言葉はそこまで。


　月光は嬉うれしそうな顔のまま、


「死ね雑ざ魚こが」


　と、言う。バイクがブオオオンとエンジンを轟とどろかせ、大兎に襲いかかる。よけようとするが、間に合わない。バイクのタイヤが彼の体にあたり、体の中の大切な場所がいろいろとグシャッと潰つぶれるのがわかる。おそらくは、即そく死しだ。即死だが、まあ、彼はやはり特殊体質のためすぐに生き返って月光の馬ば鹿かを怒鳴り付けようとする。


　が、その彼の口を、バイクを止め、いつの間にやら降りていた月光が革かわ靴ぐつで塞ふさぐ。必死で口を開こうとするが、本当に思いっきり踏ふみ付けてきていて、開けない。


　そしてそれを月光は確認してから、言った。楽しげに笑いながら、


「お……おまえらいったい、なにをしたんだぁ～！　うちの、うちの生徒会委員を殺すなんて……この日本で人を殺して、自由でいられると思ってるのか～！」


　なんてことを、完全なる棒読み口調で言う。


　それに金髪男が、


「お、おまえが殺したんだろうが！」


　と怒鳴るが、それに月光は笑い、校庭のほうを指差す。すると校庭ではスピーカーから、


『上田二朗！　もう観念して出てこい！』


　なんて叫んでいて、それに月光が言う。


「あれぇ、おかしいなぁ。俺は上田二朗じゃないんだが、上田二朗はいるか？」


　するとそれに、髪を逆立てた男が顔面を蒼そう白はくにして、


「う、噓うそだろ……お、俺じゃねぇぞ。俺なんもやってねぇぞ……みんなも、みんなも見てたよな？」


　と、言うが、さらに月光は続ける。


「浦田高校のクズどもの言い分を、警察が信じると思うか？」


「…………」


「ちなみに俺はこの学校の生徒会長だ。おまけに成績優ゆう秀しゆう、スポーツ万能の天才だ」


「…………」


「さあ、クズと天才──警察はどちらを信じるかなぁ？　試してみるのが楽しみだなぁ」


　なんて楽しげにしゃべって、それに暴走族のメンバーたちが、もう、がくがくと震ふるえ始める。


　いままで見たこともない『悪』を目の当たりにして、がくがく震え始める。


　そして髪を逆立てた男が、震えながら言う。


「な、なんでこんなことをするんだ……」


　するとそれに、あっさり月光は答える。


「寝ね不ぶ足そくで機き嫌げんが悪いからだ」


「…………」


「あとコーラ不足だな」


「…………」


　と、もう、たったそれだけの理由で人まで轢ひき殺ころして暴走族を罠わなにはめてみせた月光を、悪あく魔までも見るような目で不良たちは見つめた。


　月光が言う。


「だが俺も悪魔じゃない。本物の悪魔はいま、漫まん画がを買いにいってるからな。だから、キリストよりもお優しい俺様が、おまえらが殺人犯にならなくてすむよう手配してやってもいい」


　と、言う。


　それに髪を逆立てた男が、藁わらにもすがるような顔で、


「そ、そんなことができるのか……？」


　それに月光はうなずいた。


「俺は警察にも顔がきくからな。今回のこの、殺人の捜査を邪じや魔ますることができる。その間に俺がこいつの死体を隠そう。そうじゃなくてもこいつは友達のいない、嫌きらわれ者ものだったからな。消えたところで誰だれも捜さがさないだろう。どうだ？　俺にそれを頼みたいか？」


　という言葉に、誰が友達のいない嫌われ者だって？　と、大兎が言おうとするが、月光はさらに足で口を潰してくる。


　ぐりぐりと潰してくる。


　そしてそれを──


　死体の顔面を踏み付け続ける悪魔の姿を暴走族たちは震えながら見つめて、言う。


「ほ、ほんとにポリ公にばれずにそんなことが……」


　するとそれに、月光はうなずく。


「可能だ。俺に不可能はない。この方法で俺はすでに百億人殺しているしな」


　と、いう言葉にまた、暴走族たちがガタガタ震える。


　それに大兎は、いやいや人間は百億もいないから──という突っこみを入れたかったが、やはり口をぐりぐりと塞がれているので、しゃべれない。


　というか誰か突っこめよとも思うが、どうやら彼らは、世界の人口がどれくらいか知らなそうな顔で震えていた。


　そのまま、月光が続ける。


「だが、この事件を隠いんぺいしてやる代わりに、おまえらは今後、一生俺の奴ど隷れいだ。それでもいいか？」


「……そ、それは……」


「よしわかった。おまえらは集団でまじめな生徒会委員をリンチし、あげくにバイクで轢き殺した殺人犯として……」


「ちょ、ちょっと待ってくれ！　わ、わかった！　おまえの言いなりになるから……」


「よし。ならもう消えろ。おまえらをこき使いたいときは、あとで連れん絡らくする。ああ、上田二朗は警察に出頭しろ。信号無視、ノーヘル、スピード違反だ」


「お、俺そんなこと……」


「殺人とどっちがいい？」


「あう」


「さあもう消えろ。目障りだ。馬ば鹿か菌きんがうつるだろうが」


「うううう」


　と、不良たちが、肩かたを落として下足室から去っていく。


　そしてそれを、月光が見つめる。


　大兎も口を足で塞がれたまま見つめる。


　そのまま不良たちが全員、学校から出ていったのを確認してから、大兎は月光の足をどけて、


「痛ぇよ」


　というと、月光はそれに、はっと笑った。そのままポケットに入れていたらしいコーラを取り出し、開ける。それを飲む。そしてもう片方のポケットからコーラを取り出し、


「飲むか？」


　と言ってくるので、


「あ、うん」


　と、大兎は答える。


　すると月光がコーラを放ってくるので、それを受けとる。開けて、飲む。冷たい炭酸が喉のどを刺し激げきして、


「んぁ～、疲つかれた」


　と、思わず大兎は呟つぶやいた。
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　それから立ち上がり、制服についた埃ほこりをぽんぽん払はらう。そして月光のほうを向き、


「で、なんであいつら、この学校を襲おそってきたか知ってる？」


　と、聞く。するとそれに月光は答える。


「知るか」


「だよね～。ちなみに倉崎っての捜してたらしいよ」


「倉崎？」


「そう」


「誰だそれは？」


「さてね。調べてみる？」


　そう聞くと、月光は肩をすくめ、


「どうせ雑魚だろう。必要ない」


　と、それだけ言って、月光は踵きびすを返し、学校から出ていこうとする。


　それに大兎は、


「おまえ、なにしに戻もどってきたのよ？」


　そう聞くと、月光はこちらを振ふり向むき、


「ちょっとおまえを轢きにな」


「死ね」


「はは。じゃあ俺はもういくぞ。バイクを買ってくる」


「あ、はまったんだ。そんなおもしろい？」


　と、大兎が聞くと月光が真顔で言ってくる。


「うちの学校はバイク通学は禁止だ」


「俺は乗んねぇよ、ってああもういいや。いけよ」


　そう大兎が言うと、月光はうなずいて、再びこちらに背を向けて去っていく。


　そして暴走族がいなくなり、俺様生徒会長もいなくなってしまって急に静かになった下足室で彼はしばらく独り、ぼんやりと佇たたずんだあと、


「…………」


　ポケットからケータイを取り出した。そしてアドレス帳の、生徒会書記・碧水泉──という名前を選んで電話をかける。プルルルと数回コールがあったあと、


『はーい、泉ちゃんですよー、なにかな大兎君』


　という返事があり、さらにその後ろから、


『え？　大兎？　なんであんたに大兎から電話があるの？　大兎～、私言われたとおり、ここで待ってるよ～』


　なんてヒメアの声が聞こえてくるが、まあ、とりあえずそれはおいといて、彼は聞いた。


「あのさ、ちょっと調べて欲しいことがあんだけど」


　するとそれに泉が言う。


『ああ～、あれでしょ？　ファイアードッグな人たちが言ってた、倉崎ってのが誰か知りたいんでしょ？』


「おお、なんでわかるの」


『泉ちゃんは天才だからでーす』


「月光に期末試験で勝つしね」


『ほっほっほ』


「んじゃ、倉崎のこと知ってんの？」


　するとそれに、泉が知ってるよ～と、言う。


　それに大兎が、


「誰なの？」


　と聞くと、泉が教えてくれた。


『猿さる山やま組が、浦田高校の体育倉庫にコカインを隠かくしててね、でもそれが三日前に盗ぬすまれて、ロシアンマフィアに売られちゃった～って事件があったのよ』


「って、やっぱ今回の、すげぇ事件だったのな……んじゃそれやったのが倉崎？」


『そう。というか、もし誰かに見つかったらクロガネタイトって名乗るよう、月光君に言われてたはずの美み雷らいちゃんが、あたしはクラサキ隊だぞー！　とか間ま違ちがった名前を叫さけびながら飛びだしていってね、で、コカイン盗んできたせいで今回の問題が起こったんだと思う』


「…………」


『美雷ちゃん、鉄君の名前覚えてないしねぇ。不死身君って呼ぶもんね』


「…………」


『名前、間違えられててよかったねぇ。いまごろ鉄君、コンクリ詰づめで海の底だったかもしれないもんねぇ』


「ってか、なんでおまえはその話知ってんの？」


『ん？　そりゃ、目の前で月光君がやれーって命じてるの見たからだけど』


「はぁ？　いや、そこは止めなさいよ」


『なんで？　おもしろいじゃん』


「おもしろくねぇえええええ、ってね、怒ど鳴なるのもまあ、なんかいろいろいつものこと過ぎるからめんどくさいけどね」


『でしょう？　人生楽しまなきゃね』


「なんかその発言の使いどころは、間違ってる気がする」


『そう？』


「うん」


『どーでもいいけどね』


「いやいいけどさぁ、ああまあ、じゃあそっちいくからヒメアにそう言っといて」


『ほいほーい』


　と、泉が通話を切る。それに大兎もポケットにケータイを戻し、それから大きくため息をついて、


「……ああ、なんかまだ、朝のホームルームも終わってねぇのに、すげぇ疲れたなぁ」


　なんて言って、踵を返そうとする。


　それからふと、足を止め、下足室の中央に倒たおれているさっき月光がぶっ飛ばしていたバイクへと、目を向ける。


　そのバイクに乗ってなんか、信号とか、ルールとか、いろいろなものを吹ふっ飛とばして走れたら気持ちいいだろうなぁ、なんてことを考えるが、しかし、自分は免めん許きよを持ってないので乗れないなぁ、


「とか考えちゃう俺はやっぱ、小市民だなぁ。とりま、原付きの免許でも取ろうかな」


　なんて言いながらも、ちょっとだけ。


　ほんのちょっとだけバイクにまたがってみようかな、と思い、倒れているバイクを起こしたところで、


「く、鉄、おまえ！　おまえ、暴走族の仲間だったのか！」


　なんて声があがった。


　その声のほうを見るとそこには、担任の狩野が神経質そうな眼鏡めがねを光らせていて、それに大兎は慌あわてて、


「違ちがいます違いま……」


「なにが違うんだおまえ！　そもそもこの学校はバイク通学は禁止なんだぞ！」


「いや知ってるけど……ええと、あの、ほんと、俺のバイクじゃないんですって。俺免許も持ってな……」


「無免で乗ってるのかぁっ!?」


「えええ？　あ～、ちょ、もう……どうでもいいや……」


　と、彼は面めん倒どうになって言い訳をやめた。それから小声で、


「やっぱ小市民にはバイクは向かな……」


　が、そこで狩野に耳を引っ張られ、


「職員室にきなさい！」


　なんて言われる。


「痛たたたた、痛い痛い、先生痛いって……」


　と、悲鳴をあげながら、彼は心の中で誓ちかった。


　とりあえずあとで、月光の奴やつの足にコンクリをつけて海に沈しずめようと、そう誓った。




ケース１：終了
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　部屋で声が響ひびいている。


「あん、あんあーん」


　少女の声だ。


　セーラー服を着たかわいらしい少女が、


「あんあんあーん」


　と喘あえいでいる。


　さらに少女は叫ぶ。


　大きな声で、


「とっても大好き～」


　テレビの前で、そんなことを叫ぶ。


　そしてそのまま目をぎゅっとつぶり、感情がこもった顔で、


「どらえー○んー♪」


　と、夕方から四回も連続で流し続けているアニメＤＶＤの主題歌を歌いまくっている途と中ちゆうで、月げつ光こうは言った。


「やかましい」


　そのままテレビのリモコンを操作する。


　チャンネルを変え、青白い顔をしたタヌキが活かつ躍やくするアニメから、ニュース番組に変える。するとテレビではアメリカのタンカーがまた石油を海に垂れ流しただのなんだのやっていて、月光はそれに、


「ふむ」


　とうなずく。


　ちなみに月光がいまいるのは、自宅だった。


　どこにでもある、ごく普ふ通つうの一戸建て。


　そこにいま、月光は美み雷らいと二人きりで住んでいる。


　他の家族はいない。


　いや、かつてこの家にも家族と呼べるものはいた。


　父親と、母親。それに弟だ。だがある日、月光が学校から自宅に帰ってくると、弟が悪あく魔まを呼び出し、両親を生いけ贄にえに捧ささげていた。そして弟も消えてしまった。


　それ以来、彼は家族というものを知らない。もう九年も前の話だ。そしていまは、どういうわけか知らぬ間にこの家に住み着いてしまった童顔悪魔娘むすめとの二人暮らしをしていて。


　その、童顔悪魔がテレビの横で口を大きく開き、衝しよう撃げきの顔で、


「ど……どらちゃんが……」


　と言った。


　どらちゃんというのは、青白い顔をしたタヌキのキャラ名らしい。


　だがそれを無視して月光はキッチンへと向かう。冷蔵庫の中からコーラを一本取り出し、リビングへ戻もどる。


　するとテレビではまた、青白タヌキが部屋で昼ひる寝ねをしている映像に戻され、そのテレビの前に陣じんどって、美雷がニコニコ顔でアニメを見ている。


　その光景に月光はため息をつき、ソファに座った。そして彼もテレビを見る。もうどういう展開になるのか暗記してしまうほど何度も流されたそのアニメを、彼はぼんやり見つめながらコーラを飲む。


　炭酸が喉のどを通り、


「ふぅ」


　と小さく一息つく。


　そして目線を動かしてリモコンを捜す。しかしリモコンが見当たらないので、聞いた。


「美雷」


　すると美雷はアニメにくぎ付けで、振ふり返かえらないまま、応える。


「なにー？」


「リモコンはどこだ？」


　するとそれに彼女は急に悪戯いたずらっぽい顔で振り返り、


「ゲッコーいじわるだから隠かくしたもんねー！」


　と、言う。


　舌をだして、べーっとする。


　その、振り返った拍ひよう子しに彼女のスカートが少しめくれ、細い足と、その足に下した敷じきにされたリモコンの頭が出てくる。


「…………」


　その美雷の足とリモコンを月光は見下ろし、彼はもう一口コーラを飲む。テレビではタヌキがなにやら秘密の道具をポケットから出しているが、すでに四回も見せられているので、秘密でもなんでもない。


　なのに美雷が言う。


　不思議そうな顔で、


「ねねねねゲッコー、このドラちゃんのポケット、どうなってるんだろねぇー」


「知るか」


「このポケット欲しいよねー！」


「……うん？　まあ、確かにその不思議ポケットは欲しいが……とにかく美雷」


「んー？」


「テレビに近すぎだ。俺はいつもなんと言ってる？」


　と、月光が言った瞬しゆん間かん、美雷がしまった！　というような顔になった。


「て、テレビは離はなれて見ないと、目が悪くなるんだった！」


「そうだ。で、いまおまえはどうしてる？」


「ち、近くで見てる……」


「となると明日あしたのおやつは当然……」


　刹せつ那な、美雷が慌てて立ち上がり、


「んと、んと、あたしいま、ちょうどテレビから離れようと思ってたんだよねー！　近くで見ちゃだめだなーってあたしも思ってたんだよねー！」


　などとしらじらしく言いながら、こちらのソファへと移動してこようとする。


　それに月光は、床ゆかを指さして言った。


「おい美雷」


「う？」


「こっちにくるのはいいが、リモコンを忘れるな」


「あ、あ、うん」


　と、彼女はリモコンを拾う。そのままこちらにやってきて、彼が座っているソファの隙すき間まに、ちょこんと座る。


「これでいいー？」


　と聞いてくるので、


「ああ」


　と月光はうなずく。


　すると美雷は満足気ににっこり笑い、再びアニメが流れているテレビのほうへと目を向ける。


　その彼女に月光は言う。


「おい美雷」


「ん？」


「ちょっとリモコンを貸せ」


「へ？　あ、うん」


　と彼女はアニメを見つめたまま、こちらにリモコンを渡わたしてくる。


　そのリモコンを受けとり、月光は再び、ニュースのチャンネルへと番組を変える。


　瞬間美雷が、


「あああああああ!?」


　と、衝撃の声をあげるが、月光はうるさげに耳を押さえて、


「大声出すな」


　と顔をしかめる。


　すると美雷は横で、抗こう議ぎするように両手を振りながら、


「でも、でも、ＤＶＤの返へん却きやく日明日なんだよ！　だから今日いっぱい見ないと……」


「四回も見れば十分だろうが」


「でもゲッコーなかなかお小こ遣づかいくれないから、たまにしか借りれないから」


「だから？」


「だからいっぱい見ないとだめなんだもん！」


「へぇ」


　と、月光は言う。


　そのままニュースを見続ける。


　その横で美雷が、


「ねねねね、ゲッコー」


「なんだ？」


「アニメ見……」


「だめだ」


「ねねねねね、ゲッコー」


「なんだ？」


「アニ……」


「だめだ」


「ね」


「だめだ」


「ううううううううううう」


　と、美雷が泣きそうな顔で横でうめく。


　するとそこで、テレビのニュースが終わる。そのニュースの次は、なにやらアニメが放映されるらしく、『みんな見てねー』などとキャラクターが言って、美雷の顔がぱっと明るくなる。


「やった！　ねねねねゲッコー、それゆけパンパンマンが始まるよ！　これね、これ、すっごいおもしろ……」


　しかしそこで、月光はチャンネルを変えた。


　その、瞬間、


「うわーん！」


　美雷がソファを立ち上がり、部屋を飛びだしていった。彼女はそのままリビングを出て、廊ろう下かを抜ぬけ、玄げん関かんから外へ出ていってしまう。


　その彼女の後ろ姿を月光は見つめ、それからまた、テレビへと目を戻す。


　するとまた、別のニュース番組が始まっている。別にニュース番組もおもしろくはないが、すでに四回も見せられたアニメをまた見るよりはいいだろう。


　そのまましばらく、彼は独りニュースを見ている。


　ふと、壁かべ掛かけ時計へと目をあげる。


　時刻は夜、七時五分。


　もう外は暗い時間だ。


　こんな時間に家を飛びだしたところで、あの馬ば鹿か悪あく魔まには行く当てもなくてすぐに帰ってくるだろうが、しかし、一いつ瞬しゆんだけ目線を玄関のほうへと向ける。


　するとそこで、


「……ねねね、ゲッコー、心配したー？」


　なんて声が、玄関から響ひびいてくる。


　廊下の向こうにある玄関の扉とびらが少しだけ開いているのが見え、その隙間から美雷がこちらを覗のぞいている。


　そしてそれに月光は、


「…………」


　応えない。


「ねねねねねゲッコー、あたしが家出すると思ったー？」


「…………」


「ねねねねねね」


　と、彼女は再び家の中に入ってくる。


　廊下を抜け、リビングまでやってくる。そしてそのまま再びソファの、月光の横にちょこんと座る。


　それに月光は言う。


「……家出は？」


　すると美雷が頰ほおを膨ふくらませて応える。


「お外暗いもーん」


「ガキか」


「ガキくない！」


「ふぅん」


　と、月光はうなずく。コーラを飲む。そのままニュースを見続ける。七時のニュースは、六時のニュースとまったく同じものが流れており、またもアメリカが石油を海に垂れ流したという内容を伝えている。


　美雷が言う。


「ゲッコーも同じのばっかり見てるじゃーん」


　それに彼は笑い、言った。


「はっ。まったくだな」


「こんなのよりアニメ見ようよアニメ」


　それに月光は仕方ないとばかりにうなずき、リモコンを美雷に渡す。


　すると美雷は目を輝かがやかせて、


「見ていいの!?」


「好きにしろ。俺は風ふ呂ろに入る」


　と、立ち上がる。そのままリビングを出て、風呂場へと向かう。背後ではパンパンマンのパンパンな顔がどうのこうのとまったくもって意味不明な内容に美雷が大興奮している。


　風呂場の扉を開くと、中はひどく散らかっていた。


　アヒルの人形に、水みず鉄でつ砲ぽう、水風船、空のペットボトル。それらが、昨日から抜かれていない湯ゆ舟ぶねにぷかぷか浮うかんでいて。
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「…………」


　それを月光は見つめる。


　続いて頭の中で一瞬、この散乱した状じよう況きようをどう改善しようか、と、考える。


　まず馬ば鹿かが散らかしたおもちゃの山をごみ箱に捨て、湯舟の水を抜いてから掃そう除じして、そして風呂に湯を溜ためる──と、手順を頭に浮かべてから、


「なぜ俺がそんなことをしなきゃならない？」


　と、ひどく真っ当な意見がその手順の上に浮かんでくる。


　そのまま彼は振ふり返かえり、


「美雷」


　と言う。


　すると美雷が応える。


「ぱーんぱーん、まーん！」


「美雷」


「ゲッコー、ゲッコー、いますっごいおもしろ……」


「美雷！」


　と、少し強めに彼女の名前を呼ぶと、


「あう？」


　という返事がある。そのまま彼女はパタパタと廊下を駆かけてきて、


「ど、どしたのゲッコー？」


　と聞いてくるので、月光は無言で風呂場のほうを指差す。


　それに美雷は風呂場を見る。急に顔を青くして、


「え、えと、パンパンマン見たら片付けようと思っててね、ほんとだよ？　ほんとに片付けようと……」


「もういい。俺は疲つかれた」


「あのあの」


「今日は銭湯いくぞ」


　と、言う。そしてポケットから、二枚のチケットを取り出す。それは今日、商店街で買いものしたときに貰もらった、銭湯の無料チケットだった。そのチケットを確認し、再びポケットに戻もどす。


　するとそれに、美雷は首をかしげる。


「セントウ？　セントウってなに？」


「でかい風呂だ」


「デカイフロ？　って、おっきいお風呂ってこと？」


　それを無視して、月光は言う。


「いいから準備しろ」


「おっきいお風呂！　おっきいお風呂～！　でもでも、なに用意すればいいかな？」


「着き替がえ、タオル、石けん、歯ブラシだ」


「水鉄砲は……」


「持ってきたら殺す」


「でも……」


「殺す」


「はーい！」


　と、美雷は洗面所をどたばたと出ていき、自分の部屋へと向かう。あの部屋もまるで掃除がされてなくてうんざりするのだが、まあ、それをいま考えるのはやめよう、と月光は思う。


　そのまま洗面所の引き出しからタオルを取る。石けんを用意し、歯ブラシも取る。あとは自分の部屋にいって服を用意すればいいのだが、そこで、


「用意できたー！」


　と美雷が言う。


　歯ブラシもタオルもこの浴室にあるから用意できているはずがないのだが、自信満々でカバンになにかを詰つめこんで、にこにここちらを見ている馬鹿の顔を見つめ、


「…………」


　月光はため息をつく。


　それから美雷の分のタオルと、歯ブラシと、石けんを用意し、洗面所を出る。


「下着と着替えは？」


　美雷に聞くと、彼女は、


「と、取ってくる！」


　と部屋に戻る。


　ならいったい、おまえはなんの用意をしたんだ？　と聞きたくなるが、しかし彼は無言で首を振っただけで、二階の自室へと向かう。そしてスウェットのパンツとＴシャツ、ジャージ、それに下着をカバンに詰めて、一階へ戻る。


　すると今度こそ準備万ばん端たんという顔で美雷が待っていて、月光は言った。


「では、いくか」


「うん！」


「家中の電気を消してこい」


「ほいほーい！」


　と、美雷が電気を消して回って戻ってくる。


　その間に月光は外に出る。


　空はもう暗い。


　外灯の明かりに照らされた道には、帰宅途中の勤め人たちの姿がちらほら見える。


　その勤め人たちの流れに逆らうように、月光は銭湯へと向かう。


　その背後から、


「おいてくなぁあああああ！」


　と美雷が必死の顔で追い付いてきて、横に並ぶ。彼女の手にはいつの間にか、風ふ呂ろ桶おけと、その桶に山盛りの、アヒル、水鉄砲、水風船。荷物を詰めていたはずの鞄かばんはない。


　それを月光は、うんざりしたような表情で見つめ、それから桶を思いっきり蹴けり飛ばす。


　すると桶ごとひっくり返って、


「わー!?」


　と美雷が叫さけぶ。


　必死におもちゃを拾う。


　そのまま再び月光にならんで、まるで反省の色がない顔で、こちらをのぞきこむように見上げ、


「ねねねね」


「…………」


「セントーってどこにあるの？」


「…………」


「ねねねねねゲッコー」


「…………」


「セントー楽しみだねー！」


　という言葉に、月光は美雷のほうを見てから、


「……だが約束を守らずにおもちゃを持ってきたおまえは、銭湯で死ぬがな」


「ええええええええええ!?」


　そうして二人は、銭湯へと向かった。




放課後ノート二冊目へ続く──
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　まあどこの学校にも七不思議だとか学校の怪かい談だん、みたいなのはあるもので。


　この宮みや阪さか高校にも、『学校の七怪談』なるものがある。で、今回はどういうわけか生徒会によってその『学校の七怪談』を調査する、なんてことになったのだが。










　　　　『学校の七怪談』退治、その一と二について。









「…………」


　静まり返った暗い夜の学校。


　その学校の中に、鉄くろがね大たい兎とはいた。


　少し茶色がかった髪かみに、ちょっとだけ吊つり気味の強気な瞳ひとみ。中学までやっていた空手でそこそこに鍛きたえられた細身に、夏服の半はん袖そでのワイシャツ。しかし薄うす手での夏服でも今日は、


「暑あち～なぁ」


　と、彼はうめくように言った。


　夏休みを目前にした七月の夜は、じっとりと暑い。というか、


「…………」


　と、大兎は横を見る。


　するとそこには一人の美少女がいる。


　宮阪高校のセーラー服に、赤いプリーツスカート。暗い学校の廊ろう下かででさえ、きらきらと七色に輝かがやく薄桃ラベンダー色の長い髪に、純白の肌はだ。つんと上を向いた鼻に、ピンクの唇くちびる。悪戯いたずらっぽく笑う真紅の瞳。


　もう、とても普ふ通つうの人間には見えないほどかわいい彼女は、実際に『人間』ではない。


《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と呼ばれる、その手の組織にとっては超ちよう有名な魔ま神じんの一人で、この少女に『毒まじゆつ』を注ぎ込まれてしまったことによって大兎は十五分間に七回殺されないと死なない、などという特とく殊しゆ体質に突とつ然ぜんなってしまいました～、とか、もう『学校の七怪談』どころの騒さわぎじゃない超怪かい談だん話ばなしがすぐ目の前にあるので、なんか夜の学校とかも最近は全然怖こわくなくなってしまっていた。なのでいま、彼にとっての一番大きな問題は『学校の七怪談』なんかではなく、


「……ねぇヒメア」


　と、美少女の名前を呼ぶ。するとヒメアがこちらを嬉うれしそうに見上げて言う。


「なに～？」


「あの、あんまくっつかれるとさ」


「うん」


「ええと、その、今日はちょっと暑いっていうか」


　するとそれに、ヒメアが眉まゆをひょいっとあげる。それから大兎の腕うでを見て、


「あ、そういえば大兎、汗あせかいてるね」


「いま夏だしさぁ」


「でも放さな～い」


「えええ」


「でも涼すずしくしたげる」


　なんて言って、ヒメアがなにかを呟つぶやく。大兎には理解できない言葉を呟く。するとそれで、あっさり魔ま法ほうが発動する。彼女の周囲にうっすらと青い光が浮うき上がり、急速に彼女の体が冷たくなっていく。


「って、これなに？」


　そう聞くと、彼女は笑って言う。


「体温下げる魔法」


「でもヒメア、氷みたいだよ？　そんな体温下げて大だい丈じよう夫ぶなの？」


　と聞くが、彼女はあっさりうなずいて、


「体温とか全然関係ないよ～。いっつも大兎が触さわって気持ちいいかな、っていうくらいの温度に調整してるし」


「そうなの？」


「うん。どう？　冷たいほうが今日は気持ちいい？」


「うん」


　とうなずくと、彼女はまた嬉しそうに笑う。さらに強く抱だきついてきて、


「じゃあこの体温でいるね！」


　とか、言う。


　そんな、体温を自由に調整できるようなかわいらしい魔神の姿を見つめ、それから、


「ヒメア見てから、『学校の七怪談』とか言われてもなぁ」


　なんて言いながら、彼は廊下を歩く。そして音楽室のほうへと向かう。なんでも我らが生徒会長様に言わせるとこの、『学校の七怪談』調査はかなり大事な仕事なのだという。


　大半は生徒の妄もう想そうが生みだしたデマだが、たまに本当のことが噂うわさになっていることがあり、そしてその本当のことは、生徒会が処理するべき事件なことが多いのだという。


　で、今日もその『学校の七怪談』の一つ──音楽室のピアノが夜中、勝手に鳴り始める、などという、もう本当にありがちすぎる噂の真相をヒメアと二人で調査しにきたのだが。


「今日はピアノ、鳴るかね」


　と大兎が言うと、ヒメアが答える。


「どっちでもいいよ～。それより二人で夜中にこそこそ学校にいるのって、楽しいね」


「ん～と」


「ねねね、このまま学校の外でちゃおか」


「いやそれはだめだって。ヒメアはいろんなとこから狙ねらわれてんだから、学校から出るのは危ないって何度も月げつ光こうに言われ……」


　が、そんなことを大兎が言ってる途と中ちゆうで突然、ポーンと、音がした。それは大兎が歩いている廊下の、向こう。音楽室があるあたりで鳴って。それに大兎は少し、緊きん張ちようする。


「……いま、音がしたよな？」


　と言うと、それにヒメアがうなずく。


「月光の言ってることなんて別にいいじゃん。外でよーよー」


「ってそっちの話じゃなくてさ。あの、いま向こうからピアノの音が……」


　が、そこでさらに、ポロローンとピアノが演奏され始める。それに大兎は、


「うおうおうお、噂、まじなのかよ」


　と、言う。


　するとヒメアも廊下の向こうを見て、


「あ、ほんとだ。ピアノの音するね」


「ヒメアにも聞こえる？」


「うん」


「じゃあ、じゃああれか。ほんとに鳴ってるのか。となると幽ゆう霊れいでもいんのかな」


　と、大兎は言ってから、少し怖くなってくる。というか、夜中の暗い学校で幽霊なんかに出くわしたら、そりゃ怖くないはずないのだが。


　しかしそれにヒメアがあっさり、


「私、人間の霊れい魂こんを根元から消し飛ばす魔法知ってるから、大丈夫だよ？」


　なんてことを言ってきて。なんか幽霊よりも全然怖い発言をさらっとしてきて、大兎は彼女の顔を、見る。じーっと見る。そして、


「……いや、うん。それはそれで安心だけどさ、ええと、なんかせっかくの幽霊モードが台なしだなぁ」


　と、苦笑しながら言った。それからまた、歩きだす。ピアノが鳴なり響ひびく音楽室へ向かう。するとヒメアが嬉しそうに、


「あ、でもピアノが鳴り始めて、ぐっとデートっぽくなったね」


「ってだから全然怖くなくなっちゃうから」


　と笑いながら、大兎は進む。


　そのまま音楽室に到とう着ちやくする。扉とびらを開くと中には生徒用の机と、黒板と、そして黒板の前に大きなピアノがおいてある。


　そのピアノの前に、うっすらと人の影かげのようなものが見える。その影がゆらゆらと揺ゆれると、そのたびにピアノの音が鳴り響いて。


　それに大兎は、


「あれ、幽霊かな？」


　と、きくと、ヒメアがうなずく。


「霊だねぇ」


「俺、幽霊見るの初めてなんだけど」


「え？　そうなの？　でもあれ人間の霊だよ？　大兎人間なのに、見たことないの？」


「って、そこが驚おどろくポイントなんだ。んと、人間は幽霊、あんま見えないんだよ」


「へぇ～。そうなんだぁ。じゃあ見れてよかったね！」


「う～ん」


「じゃあ幽霊も見たことだし、外でよ。もう私、毎日学校ばっかりで飽あきちゃったよ～」


　なんてことを言うヒメアに、いやだから学校から出たらだめなんだって、と、もう一度大兎が説明しようとしたところで。


【あ、あああ、ああああ、あああああ】


　と、ピアノの前の人ひと影かげが不気味な声を上げた。そしてこちらを見る。そこで大兎にもその人影がどんな姿をしていたのかがわかる。


　その人影は、セーラー服を着ていた。おそらくこの学校──宮阪高校のセーラー服だろう。その服がぼろぼろに破れている。そして顔も、ところどころ皮ひ膚ふが裂さけて、中の骨が見えてきてしまっている。はっきりいって、ものすごく怖い。一人でこの霊と出くわしていたら、化け物に見慣れてきている大兎ですら、悲鳴を上げてしまいそうなほどに怖い。


　その怖い霊が、【あああ、ああああ】と言いながらこちらに近付いてこようとして。


　それに大兎は少しだけ慌あわてて、ちょっとこれ、まずくねぇ？　と、言おうとした。突とつ如じよ怖ろしい幽霊と対決！　みたいな展開に、発展しようとした──が、なぜかそこで突然。


「おい馬ば鹿かと馬鹿女！　そいつを止めろ！」


　なんて声が背後で上がった。それはこの学校の俺様生徒会長、紅くれない月光君の声で。


　大兎は振ふり返かえって言う。


「だ～れが馬鹿だって？」


　続いてヒメアも振り返って言う。


「へぇ……私を馬鹿呼ばわりして、人間ごときが生きてられると思うの？」


　しかしその、振り返った先の廊下に、月光の姿はなかった。というか、もしかしたら廊下の向こう側には月光がいるのかもしれないが、しかし、その向こう側を見ることができなかった。なぜなら廊下と同じぐらいの大きさの、異常に巨きよ大だいな虎とらのような生き物が真っ直ぐこちらへ向けて走ってきていて。


　それに大兎は、


「え……」


　と、言う。


　続いてヒメアが、


「まずい」


　と言って、後方へと下がり始める。


　だが大兎は間に合わない。虎が、大兎の体よりも大きい前足を振り上げる。すると巨大な肉球と、その先に鋭するどく伸のびた爪つめが見える。


　その爪が大兎の体を切きり裂き、そのまま吹ふっ飛とばす。


「………………」


　ぎゃああああという悲鳴を上げようとするが、その声は上がらない。というか首が体から離はなれてしまって、そのまま幽霊がいる音楽室の中に、首と胴どう体たい、別々に飛んでしまう。


　しかしその、吹っ飛んでる途中で大兎はヒメアに貰もらった再生の能力によって復活する。動けるようになった胴体で床ゆかに着地し、さらに宙を舞まっている自分の首をキャッチする。そしてそのまま首を自分の体に押し付けると、ぎゅぎゅっと奇き妙みような音が鳴ってあっさりその首が体に接合される。それを確認して、


「よし」


　と大兎が言うと、その横にいたぼろぼろのセーラー服を着た幽霊がこちらを驚いたような顔で見あげて、


【きゃあああああ化け物おおおおおおお】


　と叫さけんで、部屋の隅すみに逃にげてがくがく震ふるえ始めてしまい、それに大兎は、


「……ええと、ああと、まあ、いいけどさ」


　と呟いたところで、音楽室の入口に一人の男が現れる。


　漆しつ黒こくの髪かみに、人を見下したような冷たい瞳ひとみ。クソ暑いのになぜか冬服のままの詰つめ襟えりの制服を首までしめ、腰こしのベルトにはフェンシングの剣けんのようなものを吊つり下さげている──という生徒会長の姿がそこにはあった。


　その生徒会長、紅月光君が言う。


「止めろと言ったろうが」


「いやさすがに無理でしょ」


「使えないクズめ」


「ぶっ飛ばすよおまえ？」


「まあいい。音楽室の噂のほうはどうだ」


　という質問に、


「いや、どうって言われても……」


　と大兎は部屋の隅で、体育座りして震えている少女を指差す。


　するとその少女を月光も見て、


「ふむ。雑ざ魚こなら問題ない」


「幽霊が問題ない世界もどうかと思うけど」


「とりあえずそいつは後まわしだ。給食室からリルーデが出てきたからな。あいつの毛皮は高く売れる。退治するぞ」


「ってどんな学校だよここは」


　するとそれに月光は笑みを浮うかべる。腰から剣を引ひき抜ぬき、


「雑魚は生き残れない学校だ」


　そう言ってから、その剣を部屋の隅で震えている少女へと向ける。そして言う。


「さあ雑魚、さっさと成仏しろ。手間を取らすな。素直に成仏しないなら、殺すぞ」


【あうあう、で、でも私、成仏の仕方がわかんな……】


「なら死ね」


【えええ、ちょ、だ、誰だれか助けてぇえええ】


　という悲鳴を上げる幽霊。


　鬱うつ陶とうしげに剣を振りあげる生徒会長。


　それを大兎はもう、あきれたように見つめ、


「これ、止めるべきなのかどうなのかすらわかんねーんだけど。ってか幽霊って、死ぬの？　どうなの？」


　とそこで、廊ろう下かの向こう側へ逃げていったヒメアの声がした。


「ねえね、このリルーデ、どうするの～？　逃げようとしてるん……あ、逃げた」


　という声と同時に、窓ガラスがガチャンと割れる音がした。そのままダンプカーくらいありそうな巨大な虎が、ぴょーんと校庭へ飛びだしていくのが、窓から見える。それに、


「逃がすか」


　と月光は言って、幽霊から剣を引く。そして背後を振り返る。


「美み雷らい、リルーデが校庭に出た。追え」


　と、もう一人の生徒会委員に命じる。


　すると暗い廊下から、一人の少女が出てくる。やはり宮阪高校のセーラー服を着た、少女だ。なぜか強気そうに見える真ん丸たれ目に、長いポニーテール。背が低くて童顔という姿の彼女は、小学生か、いっても中学生くらいに見えるが、実際の年ねん齢れいも十四歳だった。


　十四歳の、雷の悪あく魔ま──安あん藤どう美雷。


　その美雷が部屋に入ってきて、


「ほいほい、トラさんを追うの？」


「そうだ。あいつを学校の外に出すわけにはいかない」


「おっけー。あ、でもこのままの姿じゃさすがのあたしもトラさんはやっつけられな……」


「わかってる」


　と、月光は言って、美雷の頭をつかむ。その額にキスする。するとその瞬しゆん間かん、美雷にかけられていた封ふう印いんが解け、ポニーテールを留めていたゴムが弾はじけ飛ぶ。髪の毛が金色に変わる。そしてその髪がまるで稲いな妻ずまのように周囲を舞まい飛び、


「イエーイ、封印解けました～！」


　と、美雷は嬉うれしそうに両手をあげる。跳はねる。跳ねただけで天てん井じように頭があたりそうになるがそこでくるっと回転して、その天井を蹴ける。蹴って床に戻もどってきて着地。そのまま月光の顔を見上げ、


「どうどうこのすごいジャンプ力！」


　と目を輝かがやかせる美雷の顔面を、月光はぐいっと靴くつで足あし蹴げにして、


「いいから早くいけ」


「ええ～、褒ほめてよ～」


「虎を退治したら褒めてやる」


「お小こ遣づかいは？」


「さっき前借りしたばかりだろうが！」


「うう～、だって欲しい漫まん画ががあったんだも～ん」


　と言いながら、美雷は顔から足をどける。


「んじゃいってきまぁす!!」


　走りだす。窓をぶち破って外へ飛びだす。ちなみにいま大兎たちがいるこの音楽室は学校の四階なので、あんな勢いで外に飛びだしたら人間なら間ま違ちがいなく大おお怪け我がのはずだが、美雷はそのままあっさり校庭に着地する。必死に逃げる虎に追いつく。こら逃げるな～と言う。友達になろう～とか言う。そして最後に、あたしの話を聞けぇええええと叫んで後ろから飛びげりをして、虎が吹っ飛んで、倒たおれる。美雷がこちらを振り向むき、やったよー！　と言って、それに月光がうなずく。


「よし。雑魚のわりにはよくやった。いまそっちへいく」


　そしてそのまま月光は音楽室を出ていき、部屋には大兎と、幽ゆう霊れいの少女だけになる。


　それに。


　その、もろもろの光景に、少女が、


【……な、なんなのよこの学校は……化け物ばっかりじゃないの……】


　なんて言うので大兎は苦笑して、


「同感」


　と応えると、彼女はこっちをにらんで言った。


【あんたも化け物でしょうが！】


「ああまあ、そうなんだけど……いや、元は人間なんだよ？」


【絶対に信じない！】


「ええと、別に信じなくてもいいけどさぁ、んで、これからどうすんの？　ただの幽霊じゃこの学校、きっと居い心地ごこち悪いぜ？」


　すると少女はそれに、急に弱気な顔になり、


【でも私、成仏の仕方とかほんと、わかんないし。それどころかなんで自分がここにいるかも……】


　なんて言って、しくしく泣き始めてしまって。それに大兎は、困ったような顔になる。ええと、じゃあ、なんかうまく成仏できる方法を一いつ緒しよに見つけよっか、と言おうとする。


　しかしそこで、


「大兎～、戻ったよ～[image: ]」


　と、音楽室にヒメアが戻ってきて、こちらを見る。しくしくと泣いてる幽霊の少女と、大兎の姿を見つめ、真紅の瞳を少しだけ細め、楽しげに微笑ほほえむ。そして、一言。


「浮うわ気き禁止」


　そのまま彼女は手を前に出す。なにかを小さく呟つぶやく。するとその手から光が生まれ、その光が幽霊の少女にぶつかる。


　少女がそれに、


【あ、あれ、あ……】


　と言ったときにはもう、彼女の姿は消えていた。


「っておまえ、殺したの!?」


　と大兎が叫ぶと、ヒメアは不思議そうな顔で首をかしげ、


「死んでたよ？」


「いやそーじゃなくて、ああっと、い、いまの魔ま法ほう、なに？」


「魂たましいと属地の繫つながりを、切ったの。たぶん成仏したと思う」


「ほ、ほんとに？」


「たぶんねぇ。もしくは繫がりが切れただけでふらふら彷徨さまよってるかもしれないけど、でもどちらにせよ大兎に近づく女の子はきらーい」


　なんてことを言う。そのまま嬉しそうに駆かけ寄よってきて、再び腕うでに抱だきつく。


「ねねね、暑くない？　また体温下げてあげよっか？」


　とか言う。それに大兎は彼女の綺き麗れいな顔を見つめてため息をつき、それから窓の外を見る。すると校庭には性格が化け物としか思えない俺様生徒会長と、わーわーうるさい雷の悪魔がいる。さらにいま、彼の腕の中には魔ま神じんと怖おそれられる《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》がいて、おまけに自分は首を飛ばされても死なない不死身人間ときている。それに、


「……ほんと化け物ばっかだなぁ」


　と苦笑するように言うと、窓の外でこんな声がした。


【あ、あれぇ、学校から離はなれられる!?】


　その声のほうを見ると、さっきの幽霊少女が窓の外の宙空をふわふわ浮いていて。


【や、やった、これで私は自由だ。私をイジメて自殺に追いやった奴やつらに復ふく讐しゆうにいける！　復讐にいけるぞおおおおおおお！】


　と、もの凄すごく迷めい惑わくそうなことを叫んで飛び去っていこうとして。それに大兎は、


「ああちょっと、やっぱおまえ、出ていっちゃだめ」


　と、言いかけたところでヒメアがその彼の口を押さえて、


「だから浮気はダメだって～」


「いや浮気じゃなくてね」


「さあもう邪じや魔ま者ものもいなくなったことだし、デートいこうよデート。あ、それとも私の部屋くる？」


「ちょ……」


「なんかやっぱ、夜の学校で二人きりって、楽しいよねぇ」


　なんて会話をしてる間に、幽霊の少女はいなくなってしまう。たぶんもう、いまから追いかけても間に合わないだろう。


　それに大兎は。


「…………」


　彼は、


「…………ああ、まあいいか」


　とりあえずいろいろあきらめた。


　するとそこでケータイが鳴る。それに大兎はポケットからケータイを取り出す。開く。ケータイの画面には、ムカツクバカ紅月光と書かれていて、大兎は受話ボタンを押す。


「なによ？」


　と聞くと、ケータイの向こう側から月光が言う。


『今日はもう撤てつ収しゆうだ。『七怪かい談だん』のうち、二つ解決したしな』


「いや、こっちは全然解決したどころか悪化したぽかったんだけど……ってかその虎とらも『七怪談』の一つだったの？」


『うむ』


「どんな怪談？」


『誰も食べていないはずの給食室のパンが、毎日一つずつ減るんだ』


「…………ほう。ええと、つまりはそのパンを、虎がこっそり食べてたと？」


『そうだ』


「毎日、パンをたった一個？」


『うむ』


「それってその、なんだろ。そんなに問題あることかな？」


　と大兎が聞くと、当然だろうとばかりに月光は言った。


『おおありだ。こいつは給食費を払はらっていないんだぞ？』


「……いや、ええと」


『だから毛皮を剝はいで売り払ってやる。大おお儲もうけだな』


「ん～」


『ではもう話は終わりだ。おまえは帰れ。残りの五怪談については、明日あした対処する』


　と、月光は勝手に言いたいことだけ言って、通話を切った。それに大兎はその通話先を失ったケータイを見つめ、それから校庭のほうへと目を向ける。するとそこではもう、毛皮を剝がれて一回り小さくなってしまった虎が正座させられており、月光がその虎に向かってなにやら説教っぽいことをしているが、それは聞こえない。だが、まあ、


「毛皮剝がれても死なないなら、いいか」


　と大兎は適当に納得してから、ヒメアのほうを見て言った。


「んじゃ俺、そろそろ帰るよ」


　するとあきらかに不満そうな顔で彼女は、


「ええ～」


　と言う。それに大兎は笑う。


「ほら、もう結構時間、遅おそいし。明日も会えるしさ」


「でも」


「でも禁止～」


　が、彼女はでも、と続ける。


「でも夜の学校で一人残されるのは、怖こわいよ～。お化けでるかも知れないし」


　なんてことを言って。それに大兎はヒメアのほっぺを両手で引っ張り、


「それはどの口が言ってるのかな？　あ、お化け側がヒメアを恐こわがるって話？」


　すると頰ほおを引っ張られたままのヒメアが微笑み、


「あは[image: ]」


　と言う。


「ったくもう。んじゃ、まじで帰るよ」


「うん」


「じゃ、また明日ね」


「明日明日～」


　と、ヒメアと離れる。


　それから教室の時計を見る。すると時刻はもう、夜中の三時を回っている。これから帰って、寝ねて、で、朝八時に起きるとか、


「絶対無理だぜおい」


　とうめくように言いながら、彼は帰路についた。










　　　　『学校の七怪談』退治、その三について。









「ねぇ大兎、大だい丈じよう夫ぶ？　顔まっ青だよ」


　と聞かれるぐらい、その日は体調が悪かった。


　まだ早朝の、ホームルーム。


　その日も気温が高くて暑かったのだが、妙みように寒けがして、こりゃ風か邪ぜかな、という症しよう状じようが全身に出ていた。それに隣となりの席に座っている、幼おさな馴な染じみの遥はるかが心配げに言ってくる。


「ちょっと大兎、保健室いったほうがいいって」


　その言葉に大兎は彼女のほうを見る。


　綺麗な黒くろ髪かみのミディアムに、優しそうな顔。チェック柄がらのプリーツスカートにセーラー服を着た彼女は、


「絶対熱とかあるって」


　と、こちらの額に手を伸のばしてくる。しかし彼のおでこに触ふれるなり、


「冷たっ」


　と、言う。


「大兎、すっごい体温低いよ」


　と、驚おどろくように言う。


　それに彼は彼女のほうを見て、


「いや実は、今朝アイス食べすぎて」


「だめじゃ～ん！」


「だよねぇ」


「もう早く保健室にいったほうが……」


　が、それを遮さえぎって、大兎は言った。


「いやいやあの、辛つらくなったらまじで帰るから、心配しないで」


「心配するよ～」


「大丈夫だから」


　ってか、原因はもう、わかってるから、と、彼はその、遥の優しげな顔の、上に浮うかんでいるもう一つの顔を見た。皮ひ膚ふが破れて中の骨がでてきてしまっている顔に、ぼろぼろに破れたセーラー服、という、おどろおどろしいが、しかし、昼間に見るといまいち怖くない姿。その、昨日音楽室にいたはずの少女の幽ゆう霊れいがそこにふわふわ浮かんでいて。


　大兎は小声で言う。


「なんでおまえがここにいんのよ」


　すると申し訳なさげに少女は答える。


【行き場がなかったんです】


「なんで行き場がないんだよ。いじめっ子に復讐にいくとか叫さけんでたじゃねぇか」


　しかしそれに、彼女はますます困ったような顔になり、


【その、死んでた期間が長すぎて、誰だれにいじめられてたのか忘れちゃったみたいで】


「使えねぇえええってか、だからってなんで俺に取とり憑つくわけ？」


【き、昨日の人たちの中では唯ゆい一いつ、まともそうだったから】


「……ああ～、なんかその気持ちはわかるけど……でも取り憑くのやめてくんない？　すげぇ体調悪いんだけど」


【取り憑かないと体がふわふわしちゃってこの場に留まってられないんです】


「じゃあ消えろって」


【えええ、助けてくださいよ～】


　と、すがりつくように少女は大兎の首を絞しめてくる。ぐいぐい絞めてくる。するとだんだん息ができなくなってきて。


「あれ、やば、噓うそ……殺され……」


　とそこで、心臓が、止まる。彼は死ぬ。がくんっと机の上に突つっ伏ぷす。それに遥が、


「ええええ!?　た、大兎大だい丈じよう夫ぶ!?」


　と、悲鳴のような声を上げ、担任の狩かり野のが、


「どうした時雨しぐれ？」


　と言う。それに遥が半泣きで、た、大兎が、大兎が、と言ったところで、大兎の心臓が不死の力によって再び動き始める。どくんっと全身に血液が巡めぐり、


「うおわ」


　と上半身を起こす。


　遥が泣きそうな声で、


「大兎!?」


　と叫ぶので、彼はそちらを向いて、


「あ、ああごめん。実は昨日全然寝てなかったから、意識飛んだ」


　と言うと、彼女は怒おこったような顔になる。


「寝てなかったのにアイスいっぱい食べたの？」


「……んと、ごめん」


「もう早く保健室にいきなさい」


「ええと」


「私もついていってあげるから」


「ああ、いやいや、大丈夫、俺一人でいけるから。んじゃそんなわけで、その、体調悪いんで先生、俺保健室に……」


　すると狩野がうなずく。


「ああもういけ。ほんとにおまえ、顔まっ青だぞ。一人で大丈夫か？」


　と聞かれ、それにうなずく。


「ただのアイスの食い過ぎなんで」


　するとクラスメイトの眼鏡めがねの田中が、


「ゲリピーかぁ？」


　なんて言って、クラス中がどっと笑う。それに大兎はお腹を押さえてみせ、


「そうかも」


　なんて言いながら立ち上がる。


「んじゃ保健室いってくる」


　すると遥はうなずいて、


「なにかあったら」


「ああ、ケータイに連れん絡らくする。ありがとね。んじゃ」


　と、大兎は教室を出る。それから肩かたの横にふわふわ浮いている幽霊の少女をにらみ上げ、


「おっまえは、なにしてくれちゃってんのよ？　ぶっ殺すよ？」


　すると幽霊は慌あわてて、


【すすすす、すみません……なんか私、意外と恨うらみの力が強いみたいで】


「おまけにその恨みを向ける先がわかんないって、まじで迷めい惑わくな幽霊だな」


【すみません。でも怨おん霊りようってそういうものらしいですよ？　近づく者みな呪のろう的な、ほらサダコとかも……】


「開き直んなよ！」


【あう、す、すみません……】


「まあ、いいや。んじゃとりあえず生徒会室に連れてくから、そこで今後どうするか決め……」


　と、言いかけたところで廊ろう下かの向こうから、美雷がやってくる。


　虎とらの背中に乗って。


　嬉うれしそうに美雷が、うっすらとしか毛が生えてなくて一回り小さくなってしまった虎の背中に乗って廊下の向こうからやってきて。


　その美雷が言う。


「おお不死身君、昨日ぶり～」


「ってなんでおまえ、その虎に乗ってんの？」


　するとあっさり美雷が答える。


「仲良くなっちゃった☆」


「……へぇ」


「おまけにこのトラくん、すごいんだよ～。人間には見えなくなる波長に毛皮の色が変えられるんだ」


「ん？　そうなの？　じゃあ他の人間には見えてないってこと？」


「うん」


「でも俺、見えてるぞ？」


　という言葉に、美雷があっさり、


「だって不死身君、人間じゃないじゃん」


　なんて言ってきて。


　人間じゃないじゃんとあっさり言われて、


「……なんか、なんかちょっとショックで体調悪くなってきた」


　と、大兎はうめくように言った。


　すると幽霊の少女が言う。


【ほんとにすみません。私が取り憑いてるばっかりに体調を悪くさせてしまって……】


「ほんとだよ。ってか、虎も幽霊もここにいるんじゃ、全然『七怪かい談だん』解決してねーじゃねぇか」


　と言ったところでまた、ケータイのバイブが揺ゆれた。そのケータイに、出る。するとケータイの向こうから、


『俺だ』


　という声がして、それに大兎は言った。


「あ、月光？　いま俺、ちょっと困ってんだけど。幽霊に取り憑か……」


『おまえの話などどうでもいい』


「言うと思った」


『そんなことより三つ目の怪談がいま、生物室で発動している。潰つぶしてこい』


「うん？　生物室でなにが起きてるって？」


『いいからいけ』


「おまえさぁ、ちょっとまじで友達との会話の仕方とか勉強したほうが……」


『ガチャ』


　と、ケータイが切れる。もうこれ以上ないほどの勝手っぷりで通話が切れる。大兎はその、ケータイを見つめ、


「……まあ、いつもどおりすぎて怒る気にもならんけどね……幽霊に取り憑かれて体調も悪いし」


　なんて言ってから、虎に乗った美雷を見上げる。


「そんなわけで、怪談の三つ目を潰しにいくけど、美雷もいく？」


　すると彼女はうなずいた。


「いいよ～。暇ひまだし！」


「いやおまえにも授業はあるはずなん……」


「さあいくぞトラマル！」


「わおーん」


「ってね、全然聞いてないしね。おまけに虎がわおーんってどうなの？　別にいいの？」


　とかなんとか馬ば鹿かなことを言いながら、大兎は美雷と虎と幽霊と連れ立って、生物室へと向かった。


　すると生物室は、かなりひどいことになっていた。いまはＨＲホームルームの時間で生物室には誰もいないはずなのに、がたんごとんと物音が鳴なり響ひびき、ガラスが割れるような音がする。


　おまけにその生物室の扉とびらを大兎が開くと部屋の中では、大事件が起きている。


　体の右半分が筋肉の標本で、左半分が骨の標本、という姿の人体標本の人形が、部屋の中で暴れ回っていて。


　そいつがこちらを見る。鋭するどい瞳ひとみと、骸がい骨こつの落おち窪くぼんだ穴、その二つの目でこちらを見て、


【キャキャキャキャ、見たな、見たな見たな人間……おまえの体を寄よ越こせ～。俺は人間になりたいん…………】


　と、そこまで言ったところで、人体標本の化け物は、言葉を止めた。そのまま少しだけ呆ぼう然ぜんとしたような顔でこちらを見つめ、


【……あ、あの、なんで虎と幽霊が一いつ緒しよにいるんですか？】


　という言葉に、美雷が応える。


「殴なぐって言うこときかせたんだよ～！　でもっておまえも殴～る！」


【ええええええええええ】


「殴られたくなかったらおとなしくしろ～」


　と、両手をあげる美雷。さらにかぎ爪づめが伸のびた巨きよ大だいな両手をあげるトラマル。


　それに人体標本はがくがくと震ふるえ始め、それからかくーんっと急に動きを止める。


　するとその瞬しゆん間かん、なぜか大兎の右みぎ肩かたあたりに浮うかんでいた少女の幽ゆう霊れいが驚おどろいたように、


【あああっ！　あいつ、あいつ成仏しやがった！　ずるい！　私成仏の仕方わかんないのに！】


　なんて叫さけんで。


　それに大兎は、


「…………」


　彼は、もうなんか、言葉もなかった。










　　　　『学校の七怪談』退治、ちょっと休きゆう憩けい中。









　そこはいつもの生徒会室。


　会議用の長机に、月光が用意したティーセット。それにホワイトボードが置かれてるだけ、というだけのその部屋にはいま、月光しかいなかった。その月光が誰だれかとケータイで会話しているのが、聞こえてくる。


「三つ目の怪談がいま、生物室で発動している。潰してこい」


　とかなんとか、誰かに命令を下していて。


　その姿をヒメアは、廊下からひょいっとのぞきこむ。それから生徒会室に入る。


　するとそのときにはもう、会話は終わったようで、月光がケータイを切る。そのケータイを机に放る。そしてそのまま生徒会室に入ってきたヒメアのほうへ冷たい瞳を向けてくるが、しかしすぐに視線をそらし、机の上の書類へと目を戻もどす。


　それにヒメアは肩をすくめ、


「挨あい拶さつもなし？」


　しかしそれに、月光はやはり顔を上げないまま、言う。


「してほしいのか？」


「別に～。大兎以外の人間と話す趣しゆ味みもないし」


「なら黙だまってろ」


「あはは、口のきき方に気をつけなさいよ、人間」


「……んぁ？　なんだそれは。それは俺に喧けん嘩かを売ってるのか？」


　と言って、月光は顔を上げる。腰こしの剣けんに手を伸ばす。


　その姿にヒメアは笑う。真紅の瞳を細め、妖よう艶えんな笑みを浮かべる。


「……あらあらなによそれ。美雷ちゃんがいなくて、一人で私を殺やれると思ってるの？」


「試してみるか？」


「試したら後こう悔かいすると思うけど……まあいいや。後悔させてあげる。暇だしね」


　と、ヒメアは手をあげようとする。


　それに反応して月光も剣を抜ぬこうとする。


　しかしそこで、奇き妙みようなものがヒメアの目に入る。それは机の上。月光のティーセットの横に置かれた、紙。


　その紙にはもう消えたはずの世界で使われたスロールの呪のろい絵えが描えがかれていて。


「あら」


　と、ヒメアは思わず言ってしまった。


　するとそれに、月光の動きが止まる。ヒメアの視線に気づき、


「……なんだ、おまえはこれを知っているのか？」


　と、抜こうとしていた剣を収める。


　それにヒメアも、一いつ瞬しゆん生まれた緊きん張ちよう感かんをそがれてしまって、手を下ろす。頭の中に展開していた魔ま法ほうの構成を解く。それから月光のほうへと近付き、もう一度紙を見て、


「……ずいぶん昔に噂うわさで聞いた、くらいの知識だけどね。スロールの呪絵でしょ、これ」


　するとそれに、月光はうなずいた。


「そうだ。《軍》がとある組織から最近買いとった。で、その使い方をいま探っているのだが……」


　という言葉でもう、ヒメアにはなぜ、急に月光が『学校の七怪談』の調査を始めるなどと言いだしたのかが、わかってしまった。


　このスロールの呪絵は、『七なな秘ひ呪じゆ』という強力な魔法を生みだすことができる言語なのだが、その魔法を発動するために、七つの謎なぞを解きあかす必要があるとか、ちょっとどういう術式でそうなってるのかいまいちわからない、面めん倒どうな手順が必要なのだ。


　おおまかな手順は、こんな感じ。


　とある区画をあらかじめスロールの呪絵の魔ま力りよくによって汚お染せんする。


　その区画に住む者たちの心の中にある、共通の謎を六つ、解き明かす。


　すると誰も知らない新たな七つ目の謎が突とつ如じよそこに住む者たち全員の胸の内に生まれ、それを解いた者には強大な破は壊かいの力を帯びた『七秘呪』という魔法を使う権利が与あたえられる──なんていう、ほんとうによくわからない複雑な手順で発動する特とく殊しゆな魔法だった。


　ちなみに普ふ通つう、他人の心の中にある共通の謎を六つも見つける、なんてのはかなり難しいはずなのだが、しかし、この学校という場所には誰もが同じような疑問をいくつも、心の中に持っているらしい。なのでいま、


「あんたは必死に『学校の七怪談』の調査をしてるってわけ？」


　とヒメアが聞くと、月光はうなずいた。


「そうだ。で、謎の調査のついでにその、『七怪談』に関わっている化け物どもを殺せば、学校の治安も維い持じされるしな。俺のような天才が動くと、一石で二鳥も三鳥も手に入ってしまう」


　なんて、とても天才には見えない馬鹿発言をする月光の言葉は無視して、ヒメアは続けた。


「つまりはもう、この学校をスロールの呪絵で汚染させてる？」


「ああ」


　という言葉に、ヒメアは言った。


「あなた馬鹿でしょ」


　すると月光はこちらを見て笑みを浮かべ、


「スロールの『七秘呪』は、力を手に入れたがってる馬鹿な魔ま術じゆつ師しを騙だますためのお伽とぎ話ばなしだ、という噂くらい、俺も知ってる」


　と言った。それにヒメアは、


「じゃあなんで」


　と、言いかけたところで、月光は指でぽんっと、机の上の書類に描かれてた複雑に編みこまれた模様をたたく。するとその書類の模様が二か所、強く光り始める。


　そしてその、光の中に、ヒメアが感じたことのない奇妙な力があるのがわかって。


　それに彼女は言った。


「……噓うそ、まさかこれ、本物ってこと？」


　すると月光は笑みを浮かべたまま、言う。


「興味が湧わいたか？」


「……うん。悔くやしいけど」


「なら手伝え。一緒に『七秘呪』を完成させるぞ」


　と言われて、ヒメアはさらに、机に近付く。書類に触ふれる。そして、


「……確かにちょっと、おもしろそうね」


　そう呟つぶやいたところで、さらにもう一つ、光が灯った。そして書類が帯びている魔力がぐっと大きくなる。《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》のヒメアが思わず後退りそうになるほどに、大きくなって。


　月光が、言う。


「……どうやら鉄が、三つ目の『七怪かい談だん』を解決したようだな。三つでこれほどの力……七つすべて揃そろえば──」


　とそう言って、月光はこちらを向く。それにヒメアも彼の顔を見る。そして二人は、ちょっと悪そうな感じの笑みを浮かべて、


「ふ、ふふふふふふふ」


「あは、はははははは」





　同時に、笑った。
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　　　　『学校の七怪談』退治、その四、五、六。









「…………」


　噂はクチコミによって一気に広がってしまっていた。なんでも生徒会委員が鉄てつ拳けん制裁により幽霊をいじめまくっているらしい。言うことを聞かないと、殺されるらしい。


　というのがどうも、学校の幽霊業界の間では有名になってしまったらしく。





　その一。


　体育館にある、全身を映す鏡の前に夜中に立つと、自分の死に際の姿が映る、という噂の鏡に大兎が顔を映した瞬間、


【申しわけありませんでしたぁあああ】


　と叫んで鏡が割れてしまった。





　その二。


　東校舎の四階から五階へと続いていく階段が、夜に登ろうとすると一段多い、十三段になっている──はずだったのだが。


　月光がその階段を一段登ると、その階段が言った。


【ああこれは生徒会長様じゃないですか!?　いやいや、もう、こっから五階まではあっしに任せてください！　エスカレーターばりに自動で上に運ばさせていただきやす！　ですから、ですからなにとぞ命だけは……】


「やかましい」


【ぎゃぁあああああああああああ!?】





　その三。


　三階のトイレの、さらに三番目の個室には母親に殺害されたトイレの花子さんが住んでいて、一人でトイレに入ると襲おそわれてしまう、はずだったのだが。


　美雷がそのトイレに入り、そしてこんな書き置きを手に入れて帰ってきた。


『花子は旅に出ます。捜さないでください』





　と、そんな具合で『学校の七怪談』はその日の、それも午前中のうちにあっさり六つまで解決されてしまった。










　　　　『学校の七怪談』退治、その七について。









「…………」


　月光は、怒おこっていた。非常に怒っていた。その怒りまくった鋭するどい瞳ひとみで長机の上を見る。するとそこには、五つ目の謎を解きあかすまではその力を強くし続けていたスロールの呪絵が描かれていた書類がある。だが六つ目の謎を解きあかしたいま、そこで輝かがやいていた光は、消えてしまっていた。おまけにさっきまで感じられていた魔力のようなものも、まるで感じられなくなってしまっていた。


　いや、まあ、百ひやつ歩ぽ譲ゆずって魔力が感じられなくなったのはいい。光が消えてしまったのもいいだろう。だが、


「なぜ七つ目の謎が現れない！」


　と、月光は怒ど鳴なった。


　そんなはずはないのだ。スロールの呪絵によって汚染された区画の謎を六つ解きあかせば、自動的に七つ目の謎がその区画に住む者たちの心の中に生まれ、そしてその謎を解いた者が神になる、はずなのだ。つまりは、


「なぜ俺が神になっていない！」


　と、月光は怒っていた。そのまま横にいる《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》を見る。生意気な《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》を見る。するとその《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》は、案の定にやにや笑っていて、


「なにを笑っている？」


　と月光が聞くと、サイトヒメアは言った。


「べっつに～。やっぱり生徒会長様も、簡単に騙される下等な人間なんだな～って思っ……」


　が、最後まで言わさずに、月光は剣けんを抜いた。


「おまえを殺す」


　それにヒメアは笑う。


「あは、結局こうなるのね。いいわよ。決着をつけましょう」








　なんていう、喧けん嘩か真っ最中でぎゃーぎゃー叫さけびまくっている生徒会室の光景を廊ろう下かからこそこそ見つめ。


「……ま～たあいつら喧嘩かよ」


　と、大兎は言った。


　それに一いつ緒しよに『七怪談』退治をしていた美雷も横からそれをのぞきこんで、


「あれぇ、なんで喧嘩してるんだろ？」


「いつも通りの理由だろ」


「いつも通りって？」


「いや、誰だれが偉えらいか、とかさ」


　するとそれに、


「あ～！」


　と、美雷は手をぽんっと打つ。


「ほんとに一番えらいのは美雷なのにね！　ママが美雷はほんとにえらい子だね～って言ってたし！」


　なんて嬉うれしそうに言うので、


「だよねぇ～」


　と、大兎は笑った。


「ま、とりあえず喧嘩が終わるまで生徒会室に戻もどるの、やめとこうぜ？　なんか最後はとばっちり受けて痛い目にあわされるの俺らだし」


「痛いの嫌やだもんね～」


「そうそう」


「じゃああたしドクターペッパー買ってこよーっと。不死身君もいく？」


　と聞かれ、大兎は首を振ふる。


「俺、お化けに取とり憑つかれて調子悪いから、保健室いくわ」


「そかー。んじゃねー」


「んじゃな～」


　と大兎は手を振ってから、踵きびすを返す。そのまま廊下を歩きながら、自分の肩かたの上に取り憑いている幽ゆう霊れいの少女を見上げ、


「て～かおまえ、他のお化けはみんな逃にげたのに、ま～だ成仏の方法わかんねーの？」


　と聞くと、少女は申し訳なさそうに言う。


【ううう、すみません。ご迷めい惑わくですよね】


「ほんとにね！　でもまあ、不死身のはずの俺の体でこんだけ調子悪いとなると、他の奴やつに取り憑かせるわけにもいかねーしなぁ。とりあえず、あれか？　坊ぼうさんかなんかのとこいくか？　供養してもらうとか、どうよ？」


　と聞くと、彼女は首を振る。


【いえ私、カトリックだったので】


「いや神父でも牧師でもなんでもいいけどさぁ、こう、専門家に任せたほうがよくね？　うちの生徒会長とかに見つかるとおまえ、剣で切られて消されちゃったりするぜ？」


【うううう】


「まあ、でもいいや。喧嘩が終わったらヒメアに相談してみよ。ヒメアなら他にも成仏させる魔ま法ほうとかも知ってそうだし。それまでは保健室で一ひと寝ね入いり……」


　とそう、言いかけたところで突とつ然ぜん、胸の中に妙みような問とい掛かけが浮うかぶのを感じた。なぜそんなことが起きたのか、それはわからない。ただ急に、それもものすごく不自然な感じでその疑問が、胸の中に浮かびあがってきた。


　おまけにそれは、大兎だけじゃないようだった。肩の上に取り憑いている幽霊の少女も胸を押さえ、


「あ……」


　と、小さく呟つぶやく。


　さらに廊下の向こうのほうにいた女子生徒二人が胸を押さえて、


「あ……」


　と、呟く。そしてそのままその二人が言う。


「い、いまさ、なんか急にすごく気になること思い付いちゃったんだけど」


　なんてことを、言う。


　それにもう一人の女生徒が、


「あ！　あ！　偶ぐう然ぜん。あたしもあたしも。サキが気になったことってなに？」


「え～、ユキが先に言ってよ～」


「やだよー、サキが言いなよ～」


「ええ～、でも～」


　と、横からいいから早く言えよと怒鳴りたくなるような会話が延々繰くり返かえされたあげくに、サキだかユキだかいう名前の女の子が言った。


「……うちの生徒会長ってさ、どうしてこんなクソ暑いのに、冬服着てるんだろ？　暑くないのかな？　もしくは服の中に、なにか人に言えないもの隠かくしてるとか」


「あ、それありえる～!?」


　なんて、もう、ほんとうにひどく、くだらないことを言いだして。しかしそれに、大兎は顔をしかめる。そのまま肩の上の幽霊の少女を見上げて、聞く。


「おまえもそれ、急に気になってたりする？」


　と聞くと、彼女はうなずく。


【はい。でもこれ、ちょっとおかしくないですか？　私この学校の生徒会長のこと、まだほとんど知らないのに……】


　という言葉に、大兎はうなずく。


「あきらかにおかしいな……ってか月光の野や郎ろう、俺らが知らないところで、また妙なことやってんな」


　と、大兎は振り返る。そのまま廊下を戻り、生徒会室のすぐそばまでたどりつく。


　すると部屋の中から、月光がすごい勢いで吹ふっ飛とばされてくる。そのままだと壁かべに体ごとめりこみそうな勢いで吹っ飛んできて、しかしそれを、剣で防ぐ。剣を壁に突つき立たて、


「衝しよう撃げきを消せ、凶剣スペル・エラー」


　と叫ぶ。すると剣が一いつ瞬しゆん黒い光を放ったあと、月光の体が止まる。床ゆかに着地する。


　しかしそれに、さらに部屋からヒメアが飛びだしてきて、手を前に出す。なにか魔法を唱え、それを放つ。


　月光はそれを剣で払はらって、再びヒメアに斬きりかかろうとした──というところで。


　ヒメアがこちらに気づいた。


「あ！　大兎！　ちょ、ちょっと手伝って！　月光の上着を脱ぬがすから！」


　なんてことを言って。どうやらヒメアの胸にも、さっき大兎たちの胸に浮かんだ疑問が浮かんでいるようだった。


　それに月光が鋭くヒメアをにらむ。


「……上着だと？　いったいなんの話だ？　貴様まさか、七つ目の謎なぞについて、なにか知ってるな!?」


　という問いかけに、しかしヒメアは笑みを浮かべるだけで、答えない。ただひょいひょいと後ろに下がり、月光から間合いを取って大兎のところまでやってくると、一人小さく、


「な～るほど。月光の頭にはこの謎、浮かんでこなかったんだ。スロールの呪絵を発動させた術者には『七秘呪』は得られないってわけね……よくできてる」


　なんてことを呟いて。それに大兎は聞く。


「……あの、まったくもって、理解不能な単語だらけなんだけど」


　すると彼女はにへらっと笑って、こちらを見た。


「そんな状じよう況きようをわかってない大兎も好……」


　が、そこで言葉を止めて、大兎の肩の上を見る。幽霊の少女の姿を見る。すると急に冷たい表情になり、


「浮うわ気きする大兎はきらーい」


「ってだからこれ、浮気じゃないから」


　と、困ったように言う大兎を見て、ヒメアはあきらかに意地悪してるような楽しげな顔になって、


「ま、でも大兎に甘えたりいじめたりして遊ぶのはあとにするとして、いまはそれどころじゃないから幽霊のあなた、あなたもちょっと手伝いなさい」


　という言葉に、幽霊が驚おどろく。


【え？　私がですか？】


「あなた以外にどこに幽霊がいるの？」


【そ、それはそうですけど……でも私、なにをすれば……？】


　するとヒメアが月光を指差す。


「あの生徒会長の服を脱がすの。それに成功すればすごい魔法が手に入るから」


　という言葉に大兎は、


「ってそれ、だからどんな仕組みなのよ？　なんか急に俺らも月光の上着のことが気になりだしてたんだけど、いったいヒメアたち、なにやってんの？」


　と聞くと、ヒメアがえへへ～と悪戯いたずらっぽく笑う。


「大兎には内ない緒しよ」


「ええ～」


「なんてうそ～。いまね、月光とレアな魔法の取りあいしてるの。もし手に入れられたら、大兎にあげるね」


「レアな魔法？　ってそりゃ……」


　が、そこで月光が言った。


　彼は詰つめ襟えりの制服の、襟の部分を押さえ、


「……俺の上着を脱がす？　つまりこの上着の中に七つ目の謎があるのか？」


　するとヒメアが言う。


「秘密」


「殺すぞ？」


「どーぞ。でもできるかしら？　こっちは大兎と、あとよくわかんない幽霊までいるのよ？」


　という言葉に、月光は顔を歪ゆがめる。


「……おまえに魔法は渡わたさないぞ、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》」


　と言って、体勢を低くする。そのまま踵を返す。逃げるように走り始める。


　それにヒメアが、


「逃がさな～い！」


　と、言う。走り始める。それにつられて大兎も走り始める。さらにその、大兎に取り憑いてる幽霊も動き始めて、


【あの、あの、それで、私はいったいどうすれば……】


　それにヒメアが言う。


「だから月光の上着を脱がすの！　あ、でも上着の中がどうなってるのかさえわかれば別になんでもいいんだけど……あなたそれできる？」


　と言うとそれに、幽霊の少女が答えた。


【私実体がないので、上着の中にも入れますが】


　するとヒメアが足を止める。嬉しそうに幽霊の少女を見上げ、


「おお～、意外と使える。じゃあ私たちが月光の足を止めるから、その隙すきに……」


　と言うと、幽ゆう霊れいはうなずき、そのまますっと姿を消す。


　するとそのときには廊ろう下かの向こうの月光も足を止めていて。その月光の横にドクターペッパーを飲みながらタイミング悪く美雷が戻もどってきている。それに月光は笑みを浮かべ、


「……少し、状況が変わったな。美雷、戦せん闘とうの準備だ。サイトヒメアと鉄大兎を、殺す」


　という突然の言葉に美雷は目を丸くして、


「ええ～、なんでなんで？　なにが起きたの？」


「クーデターだ」


「くーでたー？　なにそれなにそれ？　バームクーヘンの仲間……」


「やかましい！」


「うう？」


「とにかく俺の言うことを聞け！　まずはおまえの封ふう印いんを解い……」


　が、ヒメアがそれに手を前にさし出して、


「させない！　制止アルト！」


　と、言う。するとそれで月光の動きが止まる。


「大兎、いまのうちに美雷ちゃんの動きを止めて」


　その命令に、


「おっけー」


　と、大兎は走りだす。すると美雷が驚いた顔になり、続いてこちらをにらんで、


「ば、ば、バームクーヘンでゲッコーをいじめるなら、あたしが相手だ～！」


　と両手をあげる。


　その両手をあげて、やるぞーっという顔になっている美雷へと、大兎は真っ直ぐ走る。ちなみにいったいいま、いまいちなんのために自分が頑がん張ばってるのかはわからないのだが、とりあえず走る。すると美雷がこちらを見て。


「やるか不死身君！」


　と言う。拳こぶしを放ってくる。その拳はとんでもない勢いだった。まだ悪あく魔ま本来の力を取とり戻していないとはいえ、人間とはとても思えない勢いの美雷のパンチに、しかし、大兎はさらに拳で応戦する。


「おりゃ」


　と思いっきり殴なぐる。すると美雷の拳に自分の拳があたり、簡単に競り負けてこちらの拳が砕くだける。だが問題ない。大兎の拳はあっさり再生が始まり、元に戻る。戻った手で美雷の腕うでをつかむ。


「放せ～！」


　と怒ど鳴なり、ジャンプして放ってきた蹴けりが大兎の顔をとらえる。首が折れる。一度死ぬ。だがすぐに復活して、彼女の足を払う。地面に押おし倒たおす。


　すると後ろからヒメアが、


「あ、ああ、ダメ！　そんなに女の子とくっついちゃだめ～！」


　なんて言ってくるが、ならどーしろって言うのよと苦笑しながら、美雷を床に押さえる。


　するとそこで、月光の背後に突とつ然ぜん、幽霊の少女が現れた。ずっとやることがなくて、どこにいったらいいのかもわからないでふらふらしていた幽霊の少女が、


【じゃーん】


　と、得意気な顔で現れ、


【では生徒会長の上着の中を探ってまいります】


　という言葉に月光が言う。


「やめろ馬ば鹿かどもが」


　続いてヒメアが嬉うれしそうに言う。


「いけ～！」


　それから美雷が悲ひ愴そうな顔で、


「ゲッコー!?」


　と叫さけび、最後に大兎が、


「えと、なんか、これが緊きん迫ぱくした場面なのかどうかもまだ俺、わかってないんだけど」


　なんてことを言ってる間にも幽霊がすぅっと、月光の中に入り込んでしまう。そのままごそごそ、彼の上着の中を探る。探る。探る。


　そして幽霊の少女が再び姿を現すと、


【秘密の理由が、わかりました】


　なんて言った。


　それにヒメアが聞く。


「で、なんだったの？」


　が、それに幽霊は首を振ふり、なぜか嬉しそうな、それでいて恥はずかしそうな真っ赤な顔で、


【い、いえ、とても私の口からは……でもすごかった[image: ]】


　なんて言いだして、その瞬しゆん間かん、大兎とヒメアと美雷が三人同時に、


『余計気になるから！』


　叫んだ。


　が、そこで突然、異変が起きる。幽霊の少女の体に、異変が起きる。ガクガクと震ふるえ始め、その体に強い光が集まり始める。


　それにヒメアが、


「あ、まずい……」


　と言って、月光にかけた制止の呪のろいを解く。


　すると月光は動けるようになり、こちらをにらむ。それから顔を歪め、幽霊の少女を見ると、


「ああ、くそ。馬鹿どもが馬鹿すぎるから、雑ざ魚こ幽霊に『七秘呪』を奪うばわれた」


　なんていう会話からすると、どうやらヒメアと月光はその、ナナヒジュとかなんとかいう魔ま法ほうを奪いあってるようだった。それに大兎も美雷を放し、後ろにいたヒメアに聞く。


「ナナヒジュって、なに？」


　するとヒメアが答える。


「言い伝えだと、ものすごく強大な破は壊かいを生み出せる魔法って話だけど」


「ってそれ、他の奴やつの手に渡ったらまずいじゃん」


「うん」


「じゃどうすんの？」


　するとその大兎の問いに、月光が答えた。剣けんを真っ直ぐ、光ひかり輝かがやく幽霊少女に向け、


「殺して奪う」


「いやもう彼女、幽霊だから死んでるけど」


「なら死ぬよりもひどい目にあわせてやる」


「っておまえが言うとまじ怖こわいからやめて」


　なんて馬鹿なことを言いあってるうちにも、幽霊の少女の中の光が徐じよ々じよにおさまってくる。だがその中にある力は変わらない。魔法のことがよくわかっていない大兎でさえ、彼女の中に、ヒメアや美雷さえも上回るほどの大きな魔ま力りよくを感じてしまって。


　それに月光が、言う。


「……くそ、思ってたより、遥はるかに強大な力が集まってるな。サイトヒメア」


「うん？」


「一時、休戦だ。この力は必ず俺たちのものにしたい」


　と言うと、ヒメアが笑って、月光を見る。


「俺たちのもの？　自分のものにしたいだけでしょう？」


「……七・三でどうだ？」


「七が私かな？」


「馬鹿な。おまえは三だ」


「あはは、馬鹿はどっちかしら」


「くそ、もう時間がない。六・四」


「もう私帰ろ～っと」


「あああくそ!?　五・五。折半だ」


　するとそれに、ヒメアはうなずく。


「……ま、いいでしょう。これほど力が大きければ、折半でも悪くない。なら力を奪うための呪法を展開するから、その間私を……」


　それに月光はうなずいた。


「守ろう。美雷、鉄、話はそういうことになった。いまから魔法が展開されるまでの間、この魔ま女じよを死守しろ」


　なんていう会話の途と中ちゆうで、幽霊の少女が言う。さっきまでとは明らかに違ちがう、金色に輝く自信に溢あふれる瞳ひとみでこちらを見つめ、


【ち、力を奪う……私から力を奪う？　あは、はは、できるものならやってみなさい。これほどの強大な力を持った私をどうにかできると思っているのなら、やってみるがいい】


　なんて、さっきとはあきらかに声音も違う、性格が悪そうな声になってしまっていて。


　それに月光が言う。


「やってやるさ。その力は雑魚には分不相応だ」


　そう言って剣を構える。だがその構えた剣を見て、幽霊の少女はさらに笑う。


【あは、ははは、なにそれなにそれ、それで私をどうにかできるとでも……？　あなたの存在すらもう、気にする必要もないほどの高みに私は達してしまった……なのに、なのにまだ、力が集まってくる。すごい。すごい。これほどの力があったら、これだけの力があったらもう、誰だれも私を馬鹿にできない……私をいじめた奴らも、出来損ないだって笑ったパパやママも、みんな私のことを馬鹿にできな…………って思ったらあれ、あ、あれぇなんだろこの気持ち……】


　と、そう言ってから幽霊の少女がなぜか、大兎のほうを見る。真っ直ぐこちらを見る。


　そして。


【あの、大兎さん】


「んぁ？　俺？」


【あの、なんか私いま、力を手に入れて自信がついたら急に成仏の方法がわかっちゃいました】


「お？　まじで？　そりゃよかった」


【はい！　これも大兎さんのおかげです】


「いや俺はなんもやってないけどね」


【じゃあ私、もういきますので。いろいろお世話になりました】


「ほいほい、気をつけてな～」


　と、言いかけた大兎に月光が横から、


「気をつけてなじゃなぁああああい！　あの幽ゆう霊れいを成仏させるな！」


「へ？　あ、でも……」


　さらにその後ろからヒメアが、


「ちょ、大兎、引き止めて！　もうちょっとで力を奪う魔法が完成するから！　だからそれまで……」


　しかしそこで、幽霊が言う。


【それではみなさん、このへんで～】


　と、もう仏さまのように穏おだやかな顔になっている少女が、ふわーっと空に向かって消えていって。


　それに月光とヒメアが同時に、


『ああああああああっ!?』


　と叫んで、がっくりと肩かたを落とす。


　そしてそんなこんなで今回の、『学校の七怪かい談だん』退治騒そう動どうは、終わったのだった。










　　　　『学校の七怪談』退治、真相究明篇へん。









　場所は学校、ではなく、月光の自宅。


　部屋で彼は制服の上着を脱ぬぐ。その上着をクローゼットにかかっているハンガーにかける。するとその上着は、どっしりと重い。


　当然だろう。その上着には、対化け物のために、防ぼう弾だん、防呪、防火、防妖と、ありとあらゆる力に対して反発する魔法がかけられた細い鎖くさりの鎧よろいが編みこまれているのだ。さらに銃じゆうやナイフ、護ご符ふなど、化け物と戦うための道具がこれでもかと詰つめこまれている。


　はっきり言って、このクソ暑い夏の最中にこれを着るのは少し、憂ゆう鬱うつな気分になる。


　それでも暑くないフリをして、汗あせ一つかかないスマートな生徒会長を演じるために、彼は人知れず努力している。


　必死に努力している。


　凡ぼん人じんには理解できないほどの努力を、天才というのは重ねているものなのだ。


　そしてその一つが、これ。


　同居している美雷にすらひた隠かくしに隠している秘密が、これだった。


　と、月光は体温を調整している首の後ろから、湿しつ布ぷをはがす。この間薬局で箱買いしてきた、『ひんやり冷シップ・頑がん張ばる受験生用』とかいう名前の、湿布だ。


　はがしたそれをごみ箱に捨て、さらに部屋の隅すみにおいた箱買いされた湿布の箱を蹴けり飛ばしながら、彼は憎にく々にくしげに怒ど鳴なった。


「……くそが、涼すずしいのは最初の五分だけじゃないかっ！」





　彼にとっての我が慢まんの夏は、まだまだ続きそうだった。




ケース２：終了
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　じっと夜を見つめる。


「…………」


　月が出ている夜だ。


　その夜を吊つり気味の、寂さみしげな赤い瞳で見つめて、


「……夜が、長いなぁ～」


　と、ヒメアは呟つぶやいた。


　彼女がいるのは、いつもの生徒会室。


　その窓から、外の景色を眺ながめている。


　時刻は夜七時ごろで、生徒たちはみな、帰ってしまっている。


　いつもならもう少し遅おそくまで人間どもが騒さわがしくしているような気もするのだが、今日は校門が妙みように閉まるのが早かった。


　それに、


「なんでだろ」


　と、呟く。


　そう呟きながら、しかし彼女にとっては人間どもの事情なんてどうでもいい。


　ただ、彼女が気にするのは、この夜の長さだ。


　学校が終わってしまうと大兎が家に帰ってしまい、次に会えるのは夜が明けてからになる。いまが七時前で、次に大兎が登校してくるのはたぶん、明日あしたの朝、八時ごろだろう。


　だから大兎がここに戻もどってくるまでには、


「…………」


　戻ってくるまでには、もう、考えたくないほどの長い時間、独りで寂さびしく、ここでぼんやりしている必要があった。


　だから、


「……大兎がいないと、寂しいなぁ」


　と、彼女は呟く。


　するとそれに、


「そんなに寂しい？」


　なんて、背後から声がする。


　だが、ヒメアはそれを無視する。


　別に、大兎以外の人間と会話しようとは思わないのだ。だからそのまま窓の外を眺めていると、さらに後ろから、


「でも、今日はもう、大兎の奴やつは帰ってこねーよ。だからあいつのことはあきらめて、俺を選ばないか？　ヒメア。俺ならおまえに、絶対そんな寂しそうな顔はさせねー」


　なんてわけのわからない口説き文句を、鬱うつ陶とうしい人間が言ってきて。


　それにヒメアは、少しだけ眉まゆを顰ひそめて振ふり返かえる。


　するとそこには一人の男──ではなく、一人の少女がいた。


　最近この生徒会に書記として加入してきた、碧あお水み泉いずみとかいう名前の少女だ。


　不自然に色素が抜ぬけている金色の髪かみに、棒付きキャンディー。ヒメアと同じ宮みや阪さか高校のセーラー服に、極限まで短くされたスカート。そしてそのスカートの短さをまるで気にせずに、座っている椅い子すを後ろにカタンカタンと傾かたむけているので、スカートの中のパンティが丸見えになってしまっている。


　その、パンティを思わずヒメアが見下ろすと、泉がそれに、


「いやーん[image: ]　ヒメちゃんのえっちぃ」


　とかわざとらしくスカートを押さえて、笑う。


　しかしヒメアはそれにつまらなそうに、


「……どうでもいいけど、大兎の名前を呼び捨てにしないでくれる？」


　と、言う。


　それに泉はまた笑う。


「じゃあ大兎君って言うね」


「名前も呼ばないで」


「あは、他の女の子には、大兎君の名前も呼ばれたくないと？」


「うん」


「ヒメちゃんかっわい～」


「あなたに言われても嬉うれしくない」


「でも大兎君に言われたら？」


「え[image: ]」


「ヒメちゃんかっわいー」


　と、泉はけらけら笑う。それからまた、無む駄だに真しん剣けんな顔を作り、


「でも俺はあきらめねーぜ！　俺なら絶対、おまえにそんな寂しい顔を……」


　が、最後まで聞かずにヒメアは再び窓の外を見る。


　その後ろから、


「ちょっと最後まで聞いてよ～ん」


　と、泉が楽しそうに言う。


　しかしヒメアは無視して、暗い校庭を見つめる。


　時刻は六時五十分くらい。


　いつも思うのだが、大兎がそばにいてくれない時間は、どうしてこんなに流れが遅いのだろう？　大兎と一いつ緒しよにいると、あっという間に時は過ぎてしまうのに。


「……早く大兎に会いたいな～」


「俺じゃだめなのかい？」


「うるさい」


「いやーん」


　と楽しそうな泉のほうへと、ヒメアは再び顔を向ける。


　すると彼女はやはり、へらへらにこにこと楽しそうに笑っていて、ヒメアは不思議そうに聞く。


「なにがそんなに楽しいの？」


「ヒメちゃんと一緒にいられるからかなぁ～」


「私はあなたと一緒にいても楽しくないけど」


「そなの？」


「うん」


「それは残念無念～」


　と、やはり楽しそうに言う。


　それから机の上のポテチをつまみ、食べる。


　それからこちらを見て、


「こんなん食べてたら、全然ダイエットできないねー」


　とか言って、また笑う。


　それにヒメアは首をかしげ、


「ダイエットってなに？」


　と聞くと、泉が目を大きく見開いて、言う。


「あらら、美少女ヒメちゃんはダイエットを御ご存ぞんじない？」


「うん」


「ま、ヒメちゃん細いもんねー。でも人間の女の子は、ポテチとか食べるとお肉がついて太っちゃうのですよ」


　と、泉は自分のお腹の部分をぷにぷにつまむ。といっても、彼女もそれほど肉がついているようには見えないが。


　さらに泉は自分の胸のほうへと手を持っていき、胸をぱんぱんたたきながら、


「だーいじなところにはぜーんぜんお肉がついてくれないくせにねー」


　なんて言う。


　それでヒメアは思いだす。


　少し前、購こう買ばいにいた男子たちが読んでいた雑誌のことだ。


　その雑誌の表紙には胸の大きな女が水着姿で写っていて、それを男子たちは『すっげー巨きよ乳にゆう』とかなんとか、言っていたのだ。


　さらに女子の二人組も、『やっぱ男子っておっぱい星人だよねー』などと言っていて。


　そして、ヒメアは思ったのだ。


　もしかしたら。


「…………」


　もしかしたら大兎も、そうなのかなぁ……なんて。


　なので、見た目の設定を少し、ほんの少し、胸、大きめに変えようかな、どうしようかな、と思っていたところを月光の馬ば鹿かに邪じや魔まされて有う耶や無む耶やになってしまったのだが。


　ヒメアも自分の胸を見下ろし、セーラー服の上から両手で押さえてみる。


「ふむ」


　と、うめく。


　そして、


「やっぱり男の子は、胸が大きいほうがいいのかな？」


　と泉のほうに聞いてみると、それに彼女は答える。


「それって大兎君のこと？」


「うん」


「どーかなー、男の子の趣しゆ味みは千差万別らしいしねー。本人に聞いてみたら？」


「え、そんな、できないよ……」


　とヒメアがうろたえると、泉はまた笑う。


「ヒメちゃん顔真っ赤！　そんだけかわいけりゃ胸の大きさなんて関係なく、大兎君イチコロだよー」
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「そかな？」


「少なくともあたしはイチコロよーん」


　という泉の言葉は無視して、ヒメアは真剣な表情のまま、自分の胸を見下ろし、


「ふむむ」


　と、うめく。


　そのヒメアに泉が言う。


「胸を大きくしたいのなら、このポテチをお食べなさい」


　そのままポテチの袋ふくろを掲かかげてきて、その袋を冷たい瞳ひとみでヒメアは見つめて、言う。


「私は人間の食べものは食べない」


「あれー、でも大兎君に貰もらったやきそばパンは食べてたよね？」


「うん」


「ほんとは食べれないのに、無理して食べてるの？」


　が、それにヒメアは首を振る。


「大兎がくれるものは全部好き」


「でも美お味いしくはない？」


「味はわからないの。人間の食べものは栄養にならないから、大兎がくれたものは、大兎がくれたから美味しいの」


「味がしないのに？」


「大兎がくれたら美味しいの」


　そこで大兎がくれたやきそばパンの味を思いだす。口の中に入れた瞬しゆん間かんに、大兎が、『どう？　美味しいかな？』と少し心配そうな顔をして、それだけでもう、胸がいっぱいに満たされて幸せな気分になる。


　大兎の顔を思いだしただけで幸せな気分になる。


　だから言うのだ。


　美味しいよ、と、言うのだ。


　大兎のそばにいられて、幸せだよ、と答えるのだ。


　だがそれに、泉が不思議そうにこちらを見て、


「じゃあヒメちゃんはいつもなにを食べてるの？」


　と聞いてくるので、ヒメアは答える。


「なにも」


「えー、じゃあどうやって生きてるの？」


「んと、なにもっていうのは、噓うそかな。ほんとはこの世界の中心を侵……」


　と、答えかけて、言葉を止める。


　それから興きよう味み津しん々しんという顔をしている泉のほうを見て、


「……なんで私があなたの質問に答えなきゃいけないの？」


　と言うと、泉が笑う。


「友達じゃーん」


「私はあなたの友達になった覚えはない」


「じゃ、なってよ」


「嫌いや」


「あは、ふられちった。でも俺はあきらめないぜベイベーっつってね～ん」


　などと言いながら、泉はまたポテチをつまむ。


「こんなに美味しいのに、もったいないなぁ」


　なんて言う。


　それをヒメアは不思議そうに見つめてから、聞く。


「ねぇ」


「なになに？」


「もう、今日は学校終わってるのよね？」


「そだよ」


「なんであなたは帰らないの？」


　その問いに、


「不良だから」


「不良？」


「それにヒメちゃんと仲良くなりたかったし」


「私は別に……」


「仲良くならなくてもいい？」


「うん」


「でも、そーんなこと言っていいのかなー？」


　と言いながら、泉がスカートのポケットをまさぐり、


「ジャジャーン」


　と、数枚の小さな紙を取り出す。


　それにヒメアは聞く。


「なにそれ？」


「チケットでーす」


「なんの？」


「商店街の福引きでもらった、銭湯の無料券」


「……セントウ？」


「うんうん」


「セントウってなに？」


「あ、ヒメちゃん銭湯知らないんだ」


「知らない」


「銭湯っていうのは、こう、お風ふ呂ろのない部屋で同どう棲せいしてる貧びん乏ぼうな男女がね、それでも二人だけいれば、怖こわいものはなかった～、みたいなやつだよ？」


　という説明に、ヒメアは言う。


「全然意味がわからないんだけど」


「あれ、神田川って歌知らない？　お母さんが好きなんだー」


「知らない」


「だよねー。古いもん」


　と、彼女は独り笑う。


　それにヒメアは泉を見つめ、


「で、それがなんなの？」


　と聞くと、泉が答える。


「ヒメちゃんお風呂好き？」


「お風呂？」


「うん」


「……お風呂って、あの、お湯が入った容れ物に入ること？」


「そそ」


「入ったことない」


「え────、でも汗あせとかかいたら気持ち悪くない？」


　という問いに、ヒメアは答える。


「汗かかないもん」


「さすが美少女……ってか、じゃあ体についた汚よごれとかは？」


「魔ま法ほうで消せる」


「便利～。でも、じゃ、銭湯興味ないか～」


　泉が残念そうにチケットをパタパタと振ふる。


　どうやらその、セントウというのは、お風呂のことのようで、


「興味ない」


　とヒメアが答えると、泉はこちらを見ないまま笑みを浮うかべて、


「そかそか。ヒメちゃん興味ないか。じゃ、ヒメちゃんじゃなく、大兎君だけ誘さそっていこーっと」


　なんてことを、彼女は言った。


　瞬間、ヒメアは大きく目を見開いて、


「え、それって……」


　と言いかけたところで、にやにや笑っている泉がこちらを見る。


「銭湯っておっきなお風呂でねー、みんなでわいわいいくとこなんだ。だからいまから大兎君とヒメちゃん誘ってみんなで銭湯いこかなーとか思ってたんだけど、ヒメちゃん汗かかないんじゃ仕方ないよねー？」


「…………」


「じゃ、校門も閉まっちゃったことだし、あたしもそろそろ帰るね～。ほいで大兎君と銭湯いこーっと」


　と、泉が立ち上がる。


　生徒会室から去ろうとする。


　それを見て。


「…………」


　それを見て、ヒメアは、慌あわてて言った。


「…………か、かくよ」


「へ？　ごめん、聞こえなかったんだけど、なに？」


　それにヒメアはもう一度言った。もう少しだけ声を大きくして、


「あの……やっぱり私も汗……」


「うん」


「……汗、かくよ」


　すると泉が、どうせそうなるとわかっていたような満面の笑みで、


「だよねー」


　と言う。


「じゃ、一いつ緒しよに銭湯いく？」


　それにヒメアはこくこくうなずく。それから周囲を見回して、


「でも、学校の……結界の外に出たら、大兎に怒おこられないかな？」


　と言うと、泉がチケットをまたぺらぺらと振って、


「チケット五枚あるから、月光ちゃんたちも誘えば大だい丈じよう夫ぶじゃないかなー？」


「そうかな？」


「そうそう。んじゃ、大兎君家ちに一緒にいってみよかー？」


　なんて言葉に、またヒメアはうなずく。


　それから窓の外を見る。


　こんな学校が終わった夜の時間に、大兎の家にいく、というの自体が初めてで、なんというか、引ひっ繰くり返かえってしまいそうなほどに幸せで、楽しい気分になる。


　もう、我が慢まんできなくなって、


「早く、早くいこ」


　と泉を急かすと、彼女は笑って、


「ほいほい待ってねーん」


　と立ち上がる。


　それをヒメアは確認してから、生徒会室の窓を開ける。ひょいっとジャンプすると、魔法の力で彼女の体が浮く。ふわっと窓まど枠わくに乗り、そのまま五階下の校庭へと飛び下りようとして──


「ってたんまー、それあたし無理だから、廊ろう下かからいこ」


　なんて背後から言われて、ヒメアは振り返る。


「でも時間が……」


「時間はたっぷりあるよー」


「早く大兎に会いたいもん」


「すぐ会えるから、廊下からいこ」


「むー」


「むーしない」


　と、泉が生徒会室を出ていく。


　ふてくされた顔になったヒメアも、我慢してその後についていく。


　それから少し、考える。


　いまからいくのは、お風呂なのだという。


　それもそのお風呂は大きくて、みんなでわいわい入るのだという。


　つまり、大兎と一緒に、裸はだかになってお風呂に入るのだ。


　それを彼女は想像して、


「…………」


　急に胸がドキドキして、辛つらくなる。だって、だって裸で一緒にお風呂に入るだなんて、その、なんというか、ええと……


「…………」


　とそこで、彼女は自分の胸を見る。


　セーラー服の下にある、それほど大きくない胸。


　それを見つめ、それからこの間雑誌の表紙に載っていた、胸の大きな女の子の水着写真を思いだす。


　裸になるとなると、もしかしたらこのへんが重要になってくるんじゃないだろうか？　なんてことを思い、


「むむぅ～」


　と、彼女は真しん剣けんに悩なやむ。


　それに泉が言った。


「どしたの？」


「ほっといて」


「えー!?　って、まあいいけどね。とにかく銭湯楽しみだねー」


「むむむぅ～」


「ちなみに言っとくけど、お風呂は男女別だよ？」


「え？」


「別だよ？」


「え？」


　そんなことを言いあいながら、二人は学校を出ていった。




放課後ノート三冊目へ続く──
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「ねーお兄ちゃん」


　という声がした。


　それに大たい兎とは顔を上げる。


　彼がいるのは自分の部屋のベッドの上で、声の主はその扉とびらを開け、こちらを見下ろしてきている。


　妹のユイカだ。


　大兎とは二つ違ちがいの中学二年生。


　Ｔシャツとショートパンツに、大兎と同じ茶色がかった長い髪かみ。風ふ呂ろから出たばかりなのか、その髪は少し濡ぬれていて、それをタオルでわしゃわしゃやりながら彼女はこちらを見下ろしている。


　その妹を大兎は見上げて、


「ノックしろって」


　と言うと、ユイカは肩かたをすくめてから背後を指さし、


「お風呂あいたよ」


「あとで入るよ」


「ってか、まーだ制服脱ぬいでないの？　ずっと制服だと疲つかれちゃうよ？」


　と部屋に入ってきて、それに大兎は顔をしかめる。


「なんで入ってくんだよ」


「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。ベッドの下のエロエロ雑誌には手ぇださないから」


「はぁ？」


「あはは」


　と、勝手に部屋の、机の椅い子すに座る。そのままそこで髪を拭ふきながら、


「んでお兄ちゃん、なに読んでるの？」


　と聞かれ、大兎は自分が手に持っていた本を揺ゆらし、


「これ？」


　と言う。


　ちなみにその本の背表紙には、





　黒くろ魔ま術じゆつ・基き礎そ入門──





　などと書かれている。


　ここのところ魔ま法ほうや魔術を使ってくる敵が多いので、ヒメアを守るためにも少しくらいは魔法の勉強もしてみようかな、と、月げつ光こうから借りてきた本なのだが。


　妹がそれを見る。


　そしてみるみる怪け訝げんな表情に変わり、


「お兄ちゃん、最近そっち系なの？」


　なんて言ってきて、大兎は笑う。


「そっち系ってなによ？」


「友達いない系？」


「いるいる、大丈夫だって」


「ほんとかなぁ」


　と不安そうな顔で大兎が持っていた魔術書を奪うばう。そして中を見る。そのまま中の一節を読みあげる。


「えーとなになに、被ひ呪じゆ詛そ者が内ない后ごうした複式合成の蠱こを──って、これなに語？」


　と顔をあげてくるユイカに、大兎は笑う。


「俺もわかんね」


「こんなの読んでたら暗い奴やつになっちゃうよ～？」


「はは、まあな～。俺もそう思うよ。それ貸してくれた奴、性格暗いしな」


「誰だれ？」


「月光」


「月光様かっこいいじゃん」


「あ？　おまえ月光知ってんの？」


　それにユイカはこくんとうなずく。


「うちの学校でも有名人だよ？　頭脳明めい晰せきスポーツ万能で喧けん嘩かも強いスーパー生徒会長なんでしょ？」


「性格最低だけどな」


「へぇ、人がいいだけが取り得のお兄ちゃんが言うからには、ほんとに性格悪いんだね」


「っておまえ、いちいち言葉にトゲない？」


「え？　褒ほめてるじゃん」


「そうかぁ？」


「そうそう。清せい廉れん潔けつ白ぱく、人じん畜ちく無む害がいな私のお兄ちゃん！」


「だから言葉にトゲない？」


「ないない」


　と、妹は笑う。


　それに大兎は苦笑し、手を差し出す。


「ほれ、もういいからその本返せよ」


　と言うと、本が返ってくる。


　そのまま妹は髪を拭きながら、


「さぁ、ドライヤーしよっかなー」


　とか言って、立ち上がる。


　それに大兎は適当にうなずいて、再び魔術書を読み始める。しかしやはりそれはちんぷんかんぷんで、


「眠て～」


　とか呟つぶやくと、妹が言う。


「寝ねる前にお風呂入るんだよ？」


「ほいよ」


「ちゃんとしないとママに怒おこられるよ？」


「う～ん」


　と、大兎がうめいたところで、突とつ然ぜん、ピンポーンっとインターフォンが鳴った。


　それに一階から、母親の声がする。


「ユイカちゃーん、いまママ手が離せないから、出て～」


　と言う。


　それにユイカが、


「ほーい」


　と言いながら、部屋を出ていく。


　とんとんと階段を駆かけ降おりながら、


「どちらさまですかー」


　なんて声が遠退いていくのが聞こえる。


　それに大兎は部屋にある、壁かべ掛かけ時計を見る。


　時刻は七時五分ほど。


　こんな時間にくるのは、


「宅配かなにかかな？」


　と思う。


　それからユイカの、Ｔシャツとショートパンツの姿を思いだし、その姿で宅配員の前に出るのはどうよ？　と思い、


「あ、ユイカ、やっぱ俺が出てやるから、おまえは髪かみ乾かわかしてこいよ」


　と彼はベッドから出る。


　だがそのときにはもう、ユイカは来客の応対をしてしまったようで、玄げん関かんの扉が開き、扉についている鈴すずがカランカランと鳴る。


　そして客の声がうっすら聞こえる。


　声はどうやら女のもののようで、


「あ、宅配じゃないのかな？」


　と思う。


　まあ最近は女性の宅配員もいるのでわからないが、とりあえず女ならいいか、と、彼は部屋に戻もどる。


　ベッドに横になり、再び魔術書を読む。だが、やはり内容がわからなくて、


「これは俺が馬ば鹿かだからわからないのか、それとも実は月光に嫌いやがらせされてて、これよりも先に読むべき魔術書があんのか？」


　なんて呟く。


　するとそこで、


「お、お兄ちゃ～ん！」


　と、妙みように慌あわてた様子でユイカが二階にあがってくる。部屋に入ってきてまた、


「お兄ちゃん！」


　と言うので、大兎はそちらを見る。


「なんだよそんな慌てて」


　するとユイカは後ろを指差し、


「なんか、なんか遥ちゃん以外の女の子がきてる」


「女の子？　誰？」


「なんか金きん髪ぱつ女のギャルっぽい子」


「碧あお水み泉いずみ？」


「そうその子。ってか、お兄ちゃん人畜無害だと思ってたのに、あんな子と付き合ってるの？」


「へ？　付き合ってるっていうか、同じ生徒会委員ってだけだけど」


「でもお兄ちゃんの彼女だって言ってたよ？」


「はぁ？」


　と、大兎は起きあがる。それから魔術書をベッドに放り投げて、


「まあいいや。ちょっと出てくる」


　と、妹の隣となりを通って部屋を出る。


　するとユイカが背後から言ってくる。


「ねえお兄ちゃん」


「ん～？」


「絶対騙だまされてるって～、びっくりするくらいスカート短いし」


「いやだから、碧水と俺付き合ってないから」


「ほんとかなぁ」


「ほんとほんと。それに碧水は実は結構いい子だぞ？　勉強できるし」


「ほらやっぱり騙されてる」


「はは」


　と笑いながら大兎は階段を降りる。すると廊ろう下かの先の玄関に、確かに金髪で、スカートの短い少女が立っていて、大兎に気づくなり、


「おー大兎君、さっきぶり」


　と手を振ふってくる。


　それに大兎は少しだけ呆あきれ顔がおで言う。


「妹に噓うそばっか教えんなよな～」


「あは、不良と付き合うなーって怒ってた？」


「ギャルに騙されてるってさ」


「ギャルギャル、ギャルだぞがおー！」


　と、階段の途と中ちゆうで止まってこちらをうかがっている妹に向かって泉が両手を上げる。


　それにユイカは、


「ちょ、お兄ちゃん、私そんなこと言ってないじゃん！」


　みたいなことを言って、降りてくる。それから申しわけなさそうに泉に頭を下げ、


「あの、お兄ちゃんの……じゃなくて、大兎の妹の、ユイカです」


　なんて言う。


　それに泉は目を大きく開き、


「わお、出来た娘むすめさんですね！　大兎君の生徒会仲間の碧水泉です。こちらこそよろしくお願いします」


　と二人が頭を下げあう。


　その、意味不明な光景を大兎はぼんやり見てから、聞く。


「ほいで？　なんの用？」


　すると泉が言う。


「いや、それが紅くれない生徒会長から突然呼びだしがあって」


「月光から？」


「うん」


「なんだって？」


「それが、くればわかるから、こいって」


「ふぅん。めんどくせ」


　と大兎は妹のほうを見る。そして、


「なんかそんなわけで、呼ばれたからちょっといってくるわ」


　そう言うと、それに妹はちょっとだけ不安そうな顔になる。そして大兎の制服の裾すその部分を引っ張るので、


「なに？」


　と聞くと、


「いいからいいから」


　とさらに後ろに引っ張られる。それからちょいちょいと耳を貸せと言わんばかりに指先を動かして、それに大兎はユイカの口に耳を持っていく。


「だからなによ？」


　そう聞くと、彼女は言った。


「とかいって、ほんとはデート？」


「ああん？」


「あの、反対はしないけど、しないけど、でも絶対騙されてると私は……」


　が、大兎は妹の口許から耳を離し、


「だーからおまえ、勘かん違ちがいしてるって。そういうんじゃないから」


「そーなの？」


「うん」


「ふぅん」


　と、やはり不安げにこちらを見る。


　それに大兎は玄関の靴くつを履はいて、


「とりあえず、いいや。いってくる。母さんに帰り遅おそくなるかもって言っといて」


　と、玄関から出ていこうとする。


　続いて泉が、


「ではでは、大切な息子むすこさんを借りていきますぞ。いえいえ、手て荒あらなことはしませんから、安心なさってくださ……」


「って誰だれだよ」


「誰だろー」


「妹まだ中二なんだから、あんまからかうなって」


「かわいいよねー、ユイカちゃんだっけ？　今度また遊んでね？」


　と泉が手を振る。


　それにユイカも手を振る。


　そして大兎と泉は、玄関から、出る。


　扉とびらを閉める。


　するとその扉の外。


　家を囲む塀へいの外に、もう一人、女子高生が立っている。


　宮みや阪さかのセーラー服を着た、しかし人間には見えないほど美しい、少女。


　ヒメアだ。


　そのヒメアが、塀からこちらをうかがうように立っていて、大兎が出てきたのを見た瞬しゆん間かん、表情がぱっと輝かがやく。


　それから、


「大兎！」


　と言う。


「あれ、ヒメア……」


　そう言いかけたところで、彼女はもう、こちらまで駆かけてきている。そのまま彼の胸に抱だきつき、


「きちゃった[image: ]」


　とか、言う。


　さらに、


「大兎大好き[image: ]」


　とか言う。


　その横で泉が、


「ヒメちゃんかわいいんだよー。大兎君の家族に会うの恥はずかしいとか言って、あそこに隠かくれてたの」


　なんて言葉に、大兎は胸に抱きついているヒメアを見下ろして、


「いや、でもそんな場合じゃなくね？　学校の結界の外出たら、ヒメアを狙ねらってる他の組織の奴やつらに居場所がバレ……」


　しかし、もう遅かった。


　最悪の事件は、もう、すぐに起こってしまった。


　ガチャンっと、背後で音がする。


　そして、


「あ！」


　と、少女が言う。


　それに大兎は振り返かえる。


　するとその、音のほうには、妹の姿があった。彼女は扉の隙すき間まからこちらをうかがってきている。


　女の子に胸に抱きつかれている大兎の姿をうかがってきている。


　さらにそれに気づいた泉がにやりと笑って、


「さー三人で悪いことしましょかねー」


　なんて言うもんだから、ユイカは血相を変えて、


「ママー！　お兄ちゃんが、お兄ちゃんが不良になっちゃったー！」


　とか言いながら、家の中に戻もどっていってしまって。


　それに、


「っていや……あ～、ちょっと……」


　と、大兎は言いかけて、やめる。


　それから胸に抱きついているヒメアを、とりあえず一度自分から引ひき離はなそうと肩かたをつかんで押してみるが、彼女は嬉うれしそうに、


「やだー[image: ]」


　と言って離れてくれない。


　それから泉のほうを半眼で見て、


「なんでそゆことするの？」


　と聞くと、彼女は大兎の胸に抱きついているヒメアを指差し、


「ラブ！」


　と言い、さらにさっきまで妹がいた玄げん関かんのほうを指差し、


「あーんど、コメディ！　充じゆう実じつした高校生活ですね、鉄くろがね大兎君！」


　なんて言葉に、大兎は顔をしかめる。


「うっぜぇ」


「ほいじゃひとしきり楽しんだところで」


「全然楽しんでないんだけど」


「次の目的地へレッツゴー！」


　と、泉は勝手に歩き始める。


　それに大兎はどうしようかな、と思い、しかし、ヒメアに抱きつかれたままここにいるわけにもいかないので、


「あー、ってか、どこいくわけ？」


　と、そのあとをヒメアに抱きつかれたまま追いかける。


　するとそれにヒメアが答える。


「銭湯だって」


「銭湯？　そこに月光がいるの？」


　それに泉が、


「月光ちゃんはいまから誘さそいまーす」


「って、月光が呼びだしたんじゃ……」


「あれ噓うそ」


「はぁ？　おまえ……」


　と、言いかけて、大兎はまたため息をつく。


　それから、妹が何度も『お兄ちゃん騙だまされてる』と言ってたのを思いだし、


「女の勘かんってすげぇなぁ」


　なんて言いながら、とりあえず泉の後をついていく。


　どちらにせよ、結界から出てしまったヒメアを一人にするわけにはいかないのだ。


　すぐに学校に戻すか、もしくは月光にどうしたらいいか聞く必要がある。ここからなら学校より月光の家のほうが近い上に、月光の家からなら、学校に繫つながった《道み程ち》が開いている。


　なので、


「……んじゃ、とりあえず月光ん家ちに……」


　と、大兎が言おうとしたところで、突とつ然ぜん、


「あれー、みんな集まってなにしてるのー？」


　なんて少女の声が、響ひびいた。


　その声のほうを見ると、どういうわけか月光と美み雷らいが連れ立ってこちらに向かって歩いてきていて。


　それに泉が、


「お～、運命的なグッドタイミーング。ねねね、二人とも、今日はみんなで銭湯にいかない？」


　と、言った瞬間、美雷の目が輝き、


「んとね、んとね、あたしたちもいまね……」


　が、その美雷の口を月光が無理矢理手で塞ふさぐ。


「ふごふむむ!?」


　そして冷たい瞳ひとみでこちらを見つめ、


「はっ。俺たちがそんな、下民どもがいくような場所にいくと思うか？」


　なんて言う。


　それに大兎と泉は、美雷のほうを見る。


　美雷は胸に、風ふ呂ろ桶おけを抱かかえている。風呂桶にはお風呂でよく浮うかべるようなアヒルの人形と、水みず鉄でつ砲ぽう、水風船が入っていて。


　それを確認してからもう一度月光のほうを見ると、


「…………」


　彼はもう、ひどく不ふ機き嫌げんそうな顔をしている。


　それに、泉が言った。


「ほいじゃみんなの準備が整ったところで、生徒会銭湯パーティーに……」


「馬ば鹿かが、俺は銭湯など……」


「レッツゴー！」


「…………」





　と、そういうことになった。




放課後ノート四冊目へ続く──
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　女子生徒が自殺しようとしていた。


「…………」


　場所は立入禁止のはずの、学校の屋上。


　その屋上に張りめぐらされた金かな網あみを乗のり越こえ、もう、あと一歩前へ足を踏ふみだせば地面に真っ逆様、という場所で、セーラー服を着た少女が思いつめた表か情おで膝ひざを震ふるわせている。


　という現場に──この宮みや阪さか高校の生徒会長である紅くれない月げつ光こうは出会でくわしてしまった。


　漆しつ黒こくの髪かみに、冷たい瞳。詰つめ襟えりの制服をきっちりと首までしめ、右手にはコーラ、腰こしのベルトにはフェンシングの剣けんのようなものを吊つり下さげている。


　彼は授業をサボって屋上で一休みでもしようとここまでやってきたのだが。


「……先客がいたか。くる場所を間ま違ちがえたな」


　と、うめくように言った。


　それから冷たい瞳で女生徒を見つめる。


　放っておけばもう、いますぐにでも身投げしかねない様子の彼女を無言で見つめる。


　それから手に持っていたコーラの蓋ふたを開け、それをごくりと飲む。


　するとその音に気づいた女生徒が、慌あわてた様子でこちらを振ふり返かえる。黒くろ髪かみおさげの、おとなしげな少女だった。


　その少女が、


「だ、誰だれ!?」


　と聞いてくるが、この学校において彼ほど有名な人間はいないので、とりあえず、


「俺だ」


　と、答える。


　するとそれだけで伝わったのか、少女がまた、驚おどろいた顔でこちらを見つめ、言った。


「せ、生徒会長……」


「そうだ」


「い、いままだ授業中のはずなのに、なんでここにいるの」


「おまえに教える義理はない」


「そ、それはそうだけど……」


「おまえこそここでなにをしている？　身投げか？」


　彼がそう聞くと、少女はまた、はっと気づいたように思いつめた顔になり、


「し、死んでやるのよ！　死んで私をいじめた奴やつらを見返してやるのよ！」


　なんてことを怒ど鳴なった。


　それに月光はまた、コーラを一口飲み、


「そうか」


　と言うと、彼女はまた怒鳴る。


「そうよ！　もう……もう止めても無む駄だなんだからねっ！」


「俺がいつ止めた？」


「わ、私の決意は固いんだからね！」


「だろうな」


「い、いくら生徒会長が止めたって、無駄なんだからね！」


「ああ。そのようだな。なら早くいけ。俺の休きゆう憩けいの邪じや魔まをするな」


　と月光は言って、彼女から視線をそらし、さっさと屋上から出ていこうとする。


　するとそれに、


「ちょっ、どこいくのよ!?」


　と、背後から少女が怒鳴ってくる。


　それに月光は振り返り、なにを当然のことを聞いてくるんだこの馬鹿は、と言わんばかりの顔で、


「別の場所だ。おまえがここから身投げしたらいろいろと騒さわがしくなるだろう？　俺は静かな場所へいきたいんだ」


　と、説明してやる。


　するとやっと馬鹿にも状じよう況きようが理解できたのか、少女はしばらく無言になり、それから、


「……い、いやいやいやそれおかしいでしょ！　私、私いま、自殺しようとしてるのよ？　学校の生徒会長なら普ふ通つう、止めようとしない？」


「俺は普通じゃないからな」


「じゃあなんなのよ」


「天才だ」


「は？」


「話はそれだけか？　ならもういくぞ」


「だからぁあああああ！　いいからちょっと私の話を聞きなさいって！」


　などと少女が怒鳴るので、月光はもう、心底うんざりした顔になる。


「なんだ。まだあるのか？」


「そりゃあるでしょう！　っていうかね、あんたみたいな生まれ付き顔がよくて、スポーツも勉強もできちゃって、一年生なのに生徒会長とかもうやりたい放題の人には私の気持ちなんてわかんないのよ！」


　という言葉に、月光はうなずいた。


「当然だな。俺とおまえでは格が違ちが……」


「そういう話じゃなぁああい！」


　と、喉のどが張はり裂さけんばかりに彼女は叫さけんでその場にバンバンと跳とびあがる。跳ぶたびに彼女の体が少しずつ後ろに下がる。


　それを月光は見る。


　彼女の体がいまにも屋上から落ちてしまいそうなのを彼は見つめ、少しだけ目を細めて、


「おい女」


「なによ」


「暴れるのは勝手だが、そのまま跳はね続けると、落ちるぞ」


　瞬しゆん間かん、彼女は後ろを見る。もう、あと半歩下がれば地面に真っ逆様なのに気付き、


「きゃあ!?」


　と叫ぶ。その場にしゃがみこむ。死ぬ死ぬ言うわりには、必死に落ちないように床ゆかに手をつく。それに月光は薄うすく笑い、


「なんだ。急に死ぬのが怖こわくなったか？」


　と言うと、少女はこちらをにらみつけてくる。


「そ、そんなこと……」


「ならそのザマはなんだ」


「それは……」


「どうせ最初から死ぬ気がなかったんだろう？　誰かの気を引きたいだけだ」


「違……」


「だがそういうのは雑ざ魚こ同士でやってくれるか？　クズのお遊びに付き合う暇ひまはな……」


　しかしその言葉を遮さえぎって、少女が叫ぶ。


「どうせ私はクズよ！」


　と、思いっきり叫ぶ。おまけに目からは涙なみだまで溢あふれさせて、こちらをにらんでくる。


「でもあんたに、あんたらに私のなにがわかるってのよ！　クズクズみんなで私に言ってぇっっ！」


　さらに涙が溢れ、鼻水まで出ている。


　それに月光は小さくため息をつき、


「鬱うつ陶とう……」


「鬱陶しくなぁああああああああああい！」


「…………」


「なによあんた。ちょっと顔が良くて勉強ができるからって何様のつもりよ！」


「もちろん、俺様の……」


「黙だまれって言ってるでしょう！　どうせあんたなんか生まれてからずっと、苦労なんかしたことないんでしょ！　私が今日までどんな思いで生きてきたか知らないくせに！」


「興味がないからな」


「だから黙れっつってんぎゃぁああああああああああああ！」


　と、彼女はまた叫ぶ。涙と唾つばと鼻水がほとばしる。月光はそれを見て、それからまた、コーラを一口飲んでから、言った。


「あいにく人語以外はわからな……」


「うるさぁああああああい！　なんの苦労も知らない俺様生徒会長が偉えらそうに喋しやべるんじゃないわよ！　私のうちはね、私のうちはあんたら普通のうちと違ちがって、お父さんが浮うわ気きして出ていっちゃって、お金がないのよ！」


　なんてことを、少女は言う。


「お金がないからお弁当のおかずが少なくても、仕方ないじゃない！　オシャレできなくても仕方ないじゃない！　なのになんでそれ笑うのよ！　いじめるのよ！　また汚きたない格好してんのかよって、それ言うあんたらの心のほうがよっぽど汚いじゃない！」


　というのが彼女がいま、ここで屋上からジャンプしようとしていた理由らしい。


　それに月光がなにかを言おうとすると、それを遮ってさらに少女が怒鳴る。


「あんただってそうよ！　どうせ恵めぐまれた家で生まれて、大切に大切に育てられたからそんな性格になったんでしょう！　人のことクズクズって、なんの不幸も知らない馬ば鹿か坊ぼっちゃんが偉そうに私に意見するんじゃないわよ！」


　と、彼女は叫ぶ。


　そしてその彼女の言葉に、月光は少しだけ自分の家庭環かん境きようについて思いだす。一番強く残っている家族の記き憶おくは、これだ。





　──子供のころに家に帰ると、どういうわけか弟が悪あく魔まを呼びだしていて、両親がその悪魔に喰くわれていた──という記憶。





　ふむ。


　確かに自分は恵まれた家で、大切に育てられたようだ──なんてことを思い、彼は思わず噴ふき出しそうになった。


　だが彼はその感情を表にださない。そもそも幼いころに家族をなくし、独りで今日まで生きてきた彼は、感情を表に出すのが苦手だった。その必要が、なかったからだ。


　だからやはり、冷たい瞳ひとみのまま少女を見つめ、


「で？　つまりおまえはどうしたいんだ？」


　と、聞いた。


　すると少女はこちらを見上げ、


「どうしたいって……し、死んでやるのよ。死んで私をいじめた奴らを見返してやるのよ」


「死ねば見返せるのか？」


「そうよ！」


「母親を独り残しておまえが死ねば、おまえをいじめた奴らを見返せるのか？」


「そ、それは……」


「おまえは死に、夫どころか娘むすめまで失った母親は毎日泣いて暮らし、おまえをいじめた奴らは初めは驚おどろくだろうが数か月もすれば忘れて毎日楽しく生活する──というのが、俺には理解のできないクズの理論では見返すということになるわけだな？」


　月光がそう言うと、少女の表情が変わる。暗く、悔くやしげに歪ゆがむ。


　だが彼は気にせず続ける。


「なるほど。やはりいまいちおまえが何語で話しているのかはわからないが、クズにはクズ語で構築された難解な理論があるんだろう。ならやれ。そして俺に迷めい惑わくをかけるな」


「…………」


　少女はそれに、黙ってしまった。


　だがそれは当然のことだった。圧あつ倒とう的てきな天才を前にして、愚ぐ民みんどもが語る言葉を持っているはずがないのだ。それに月光は満足げに大きくうなずくと、踵きびすを返そうと……


「待ちなさいよ！」


「……まだ、なにかあるのか？」


　彼はうんざりと振ふり返かえった。


　すると少女はこちらをにらんでいる。真っ直ぐにらんでいる。にらみながら、


「なら……ならどうしたらいいのよ」


　と、言う。


　それに月光は聞く。


「どうしたらいいとは？」


「私のことよ！　このまま死なずに生き残って、でも毎日いじめられるのよ！　机にラクガキされて、クラスの連中は誰だれも口きいてくれなくて、おまけに陰かげでは笑われて……」


「ふむ」


「ふむじゃなくて！　私はどうしたらいいのよ!?　散々偉そうに能書き並べたんだから、解決してみせなさいよ！」


　そう言われて、月光はもう一度、今度は深いため息をついた。彼女には脳みそというものがないのだろうか？　自分がどうしたらいいかくらい、自分で考えてもいいだろうに。


　たとえば学校をやめたっていい。転校してもいい。親や教師に相談してもいい。いじめっ子の顔面に蹴けりを入れてみるのもいいかもしれない。自分ならそうするだろう。


　だがとにかくなにをしたところで、自殺よりも悪い結果になることはない。人生はいくらでも挽ばん回かいがきく。別になんの努力をしなくても、いい方向へ転がっていくこともある。


　だがいまがうまくいかないから死ぬ、なんて安易な選せん択たくをしていたら、生まれてすぐ、お腹がすいたからうんざりして自殺、ということにもなりかねない。


　だが乳児はお腹が減ったところで自殺しない。馬ば鹿かじゃないからだ。つまりこの女は乳児以下ということで、そんな奴やつといくら会話したところで時間の無む駄だ──と、いうような彼の気持ちが伝わったのか、少女がまた、


「し、死んでやるぅううっ!?」


　と、死ぬ気もないくせに叫んだ。そしてまた一歩後ろに下がろうという素そ振ぶりをみせた。


　だがどうせ彼女に死ぬ気がないのはわかっているので、もう気にしない。


　月光はもう一口、コーラを飲む。炭酸が抜ぬけ始めていて、少しまずい。


　それに顔をしかめながら、踵を返す。


　すると背後で、


「ちょっと！　このまま私を放置するつもりっ!?」


「…………」


「し、死ぬわよ！　本気で死ぬわよ！」


「…………」


「ば、馬鹿にして……ゆ、ゆるさないからね！　私を馬鹿にしたこと、絶対に後こう悔かいさせ……」


　が、そこで月光はにやりと笑って振り返り、


「俺を後悔させる？　ならもう、いまは死なないということか？」


「……し、死ぬわよ！」


「はは」


「ば、馬鹿にしやがって……復ふく讐しゆうしてやる……あんたに絶対復讐してやるから」


「雑魚がなにしようが、怖くないな」


「見てなさいよ……絶対に後悔させてやる」


　と、にらんでくる彼女の目に、さっきまでとは違う強気な色が浮うかんでいるのを見て、月光は肩かたをすくめた。


「まあ、せいぜい頑がん張ばるがいいさ」


　そう言って、彼女に背を向けて歩きだす。


　屋上から校舎に戻もどる。


　ポケットからケータイを取り出し、アドレスにある『校長』の名前を押して、ケータイを耳にあてる。


「俺だ」


『あ、月光君かい？』


「ああ」


『いま授業中のはずだけど、なんで君は電話を……』


「黙れ薄うす毛げ馬鹿」


『あう……どうして君はそうやって私をいじめるかな』


「事実を言っている」


『ううう』


「それよりいま、この学校ではいじめが行われている」


『それは君が私をいじめ……』


「黒くろ髪かみおさげの女だ。屋上から自殺しようとしていた」


『えええっ!?』


「死んでいたらおまえの責任問題になるな」


『ちょ、ちょっと、それでその娘こは……』


「俺が止めた。おまえはまた、俺に借りができたわけだ」


『あの』


「とにかくおまえは、その女の名前とクラスと、いじめている奴を調べて報告しろ。俺が話をつける」


　と、月光が言うと、なぜか電話先の校長が嬉うれしそうに、


『あれあれ、月光君がそんな誰かに優しいなんて、珍めずらしいじゃない。もしかしてその娘に惚ほれ……』


　しかしそんな馬鹿の戯たわ言ごとに付き合っている暇ひまはないので、彼はケータイを閉じる。


　あの女に惚れる？　そんな馬鹿なことがあるはずなかった。それよりも、いじめが原因で生徒が自殺する、ということが、問題なのだ。


　そうじゃなくてもこの学校は魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こし、《軍》が人体実験を繰くり返し、不死者やら悪魔やら《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》やらが人間を装って生活しているような特とく殊しゆな学校で、なるべく世間から目立たないよう、警察やメディアを操作して普ふ通つうの学校に見せかけているというのに、いじめられっ子、自殺する──などというよくあるニュースで目立つのは馬鹿らしかった。


　だからいじめっ子といわれているやつを片かたっ端ぱしから殴なぐり倒たおし、雑ざ魚こどもがこれ以上無駄な争いを続けないよう、


「俺が管理してやる」


　と、そんなことを呟つぶやきながら、彼はコーラの最後の一口を飲んだ。





　　　　◆





　しかし彼は知らなかったのだ。


　現在の教育の現場において、いじめというものへの対処がいかに難しく、なにがきっかけで始まるのか、見当もつかないことを。


　そして知らぬ間に、ひっそりと、それは始まろうとしていた。


　始まりはとある女子トイレの壁かべに書かれたいたずら書き。


『なんか生徒会の奴らって、偉えらそうでむかつかない？』


　その言葉を書いたのが誰だったのか、それはわからない。


　だがその言葉は急速に広まり始め、


『あいつら思い知らせてやろうぜ』


『シカトしちまえばいいんだよ』


『偉そうにしてたあいつらが悪いんだって』


　と、いうふうに連れん鎖さしていき、やがてそれは、学校全体を巻き込んだいじめに発展してしまった。








　　　　生徒会委員その１　紅くれない月げつ光こうがいじめられた場合。







「…………」


　その日、月光が九組の教室の扉とびらを開けた瞬しゆん間かんから、なにか様子がおかしい、というのはわかった。クラスメイトの誰も、教室に入ってきた彼のほうを見ないのだ。なぜか気まずそうに顔をそむけたり、下を向いたりする。それに月光は、


「…………」


　しかし、はなから雑魚と話すつもりなど毛頭なかったので、気にせず教室に入り、自分の席に座った。


　おまけにどういうわけかその日は、本当に誰も話しかけてこなかったので、安らかに一日を過ごすことができた。





　次の日。


　やはり彼が教室に入っても誰も話しかけてこない。


　彼はそれに満足げにうなずいて、自分の席に座る。すると机の上に妙みような紙がおいてある。その紙を見ると、そこには、『おまえムカツクんだよ』なんて言葉が書かれている。


「…………」


　月光はそれを手に取り、床ゆかに捨てる。鞄かばんから読み掛かけの小説を取り出し、それを読む。


　その日も静かで、これほど教室が毎日静かなら、もう屋上にいく必要はないな、と薄うすく笑う。





　さらに次の日。


　教室に入ると、黒板に『月光死ね』と、書いてある。


　だが月光にとってはそんなことはどうでもいい。この学校においていま、もっとも心安まる空間がこの教室なのだ。


　一ひと度たび教室を出れば異次元からやってくる化け物やら、雑魚のくせにこちらを管理してこようとする《軍》やら、うるさい生徒会委員たちを相手に日々うんざりするほど忙いそがしいのだ。


　だからいまは少しでも長く、この静かな場所で過ごしたいと、彼は思う。


「ちょうどいま、小説が面白くなってきたところだしな」


　と、鞄から本を取り出す。


　するとそこで、あろうことか彼の静かな時間を邪じや魔まするかのように、一人の女生徒が声をかけてきた。茶色い髪かみをした女だ。名前は覚えてない。覚えてないが、せっかくの読書の時間を邪魔されて、彼は少し苛いらつく。


　するとその茶ちや髪ぱつの女が言う。緊きん張ちようしたような顔で、


「あ、あの、紅君、わ、私はあの、紅君の味方だから──」


　などと、意味不明の発言をしてくる。


　それに月光は言った。


「……味方？　味方がなぜ俺の読書の邪魔をする？」


「へ？　ええと……」


「雑魚が用もなく俺に話しかけるんじゃない。消えろ」


「あの……」


「早く消えろ。そして二度と俺に関わるな」


　と、彼は言い放ち、再び本に目を落とす。


　するとその女はしばらく驚おどろいたような顔をしたあと、教室の隅すみに集まっていた他の女生徒たちのほうへといき、こそこそと話しあう。


「紅君、なんだって？」


「……か、関わるなだって」


「月光君、自分に関わったせいでミサトがいじめられたりしないようにしてくれたんだよ」


「やっぱり月光様超優しい」


「なんでシカトすることになったんだっけ」


「全然わかんない。きっと男子どもが月光様に嫉しつ妬としたんでしょ？」


「男子ちょーウザいんですけど」


「もう私たちはいじめ、やめようよ」


「あたし最初っからいじめする気なかったしぃ」


「うそだぁ、朱あけ実みずるーい」


「ほんとだも～ん」


　などなど、愚ぐ民みんどもがクソの役にも立たないようなよくわからない会話をしているが、まあ、奴やつらはいつも日本語すらしゃべれない犬なのでどうでもいい。


　月光は本を読み進める。途と中ちゆうコーラを飲みたくなるが、小説がクライマックスでもうすぐ犯人がわかりそうだったので、彼は静かに机で本を読み続けた。





　次の日。


　彼が教室に入ると、いつもと様子が違ちがっていた。女どもが妙にこちらを見つめてくるのだ。そして口々に月光様[image: ]　だの、紅君[image: ]　だのと名前を呼んでくる。


　それに彼は、


「…………」


　顔をしかめる。昨日までの静かな空間が急速に馬ば鹿かどもに汚けがされてしまって、だんだんと苛いら々いらしてくる。


　しかしそれを我が慢まんして彼は机に座る。本を取り出す。今日からは新しい本を読み始めたのだが、その内容もあまりおもしろくなさそうで、さらに苛々がつのり始める。


　するとそこで、数人の男子生徒が月光の机を囲むように立ち、そしてその中の、角かく刈がりのガタイのいい男が言う。


「おい紅君よぉ、おまえ、いまの状じよう況きよう、ちゃんとわかってんのかよ？」




[image: ]





　それに月光は顔をあげ、角刈りを見て言う。


「誰だれだ？」


「はあっ!?　井いの上うえだよ井上！　おまえの前の席の井上だよ！」


「知らんな」


「知らんってどういうことだよ！　消しゴム拾ってやったことあるじゃ……ってそうじゃなくて！　てめぇのそういうとこがむかつくってんだよ」


「そうか」


「そうかじゃねぇんだよ！　おまえ、ここ数日俺らに嫌きらわれて無視されてること、気づいてねーのかよ？」


　という言葉に、月光はうなずく。


「当然気づいている」


「ならちょっとはしょんぼりしろよ！　もう無視しないでくださいとか泣きながら俺らにお願いしてみろよ！」


　なんて言ってくるので、だんだんとこのいじめがどういう仕組みになっているのかがわかってきた。どうやらこの、井上という奴が主しゆ軸じくになって月光のことを無視していたらしい。それに月光は井上を真っ直ぐ見上げ、懇こん願がんするように、


「頼たのむからこのまま俺を無視し続けてくれ。おまえらのような五流の馬鹿と話すのは正直疲つかれるんだ。それと、女どもの管理が甘いぞ。あいつらにもちゃんと俺を無視するように言っておけ。もしも次に誰かが俺に話しかけるようなことがあったら、井上、おまえから殺すからな？」


　と、そう言った。


　それに井上は、なにを言っているのかわからない、というような顔でこちらを見つめてくる。いや、そもそもこの馬鹿どもには人語は通じないのだ。それに月光は小さくため息をついて、再び本へと目を落とそうとした、矢先。


　事件は起きた。


　井上が、


「てめぇなにさまのつもりなんだっつってんだオラァ！」


　と、月光が持っていた本をはたき落としたのだ。


　それを見ていた女子たちが、


『きゃーっ!?』


　と悲鳴をあげる。


　その、はたき落とされた本を月光は見下ろす。ゆっくりと立ち上がり、その本を拾う。そして自分よりも背の高い角刈りを見上げて、目を細める。


　すると角刈りが言う。


「な、なんだよその目は……この人数相手に、一人でどうにかできると思っ……」


　が、角刈りの言葉はそこまでだった。


　なぜなら角刈りの顔面に、月光は拾った本をたたきつけたから。


　角刈りが、


「ぎゃ……」


　という悲鳴をあげそうになるが、それも響ひびかない。さらに拳こぶしを顔面にたたきつけ、床に倒たおす。


「てめぇ」


　と、横から殴なぐり掛かってこようとした馬鹿の鳩尾みぞおちにも蹴けりを入れる。それだけでそいつはその場にうずくまってしまう。


　それに女子たちが、


『きゃー[image: ]　月光様～[image: ]』


　と悲鳴をあげる。


　角刈りが鼻血を出しながらこちらをにらみあげて、


「きょ、教室でこんなことしておまえ、どうなるかわかってんのか？　俺がこのこと先生にチクったらおまえ……」


　と言いかけたところで月光がもう一度拳を振ふり上げると、角刈りが泣きそうな顔で、


「ちょ、噓うそ！　ごめん……だから殴らないで……」


　と言った。それに月光は、見み下くだすような目で角刈りを見つめ、それから再び席に戻もどる。本を開く。やっと教室の中が静かになったので、少しだけ心こころ穏おだやかな気分になる。


　それに他の男子生徒たちが月光の机から離はなれ、


「……あの、もしかして俺ら、無視してるつもりで、無視されてたのか？」


「話しかけたら殺すって言われたもんな」


「空手部の井上が一発であれだぞ？　噂うわさじゃ一人で暴走族壊かい滅めつさせたとかいうし……」


「く、紅君本気になったら俺らなんて……あの、俺、もう、無視すんのやめるわ」


「馬鹿、無視しないと殺すって言われてんだぞ？」


「えええ、じゃあどうすんだよ。ずっといじめんの？　そんな怖こわいことできねぇよ」


「いやいやそうじゃなくてさ、いじめなくてなんというか、月光様には遠えん慮りよしながら、気分よく過ごしてもらうっていうか」


「そ、そうだな。そうしよう。おい井上、おまえも月光様をシカトしようとか、馬鹿なこと言いだすんじゃねぇよ！　すげぇ怖い思いしたじゃねぇかよ！」


「だ、だって、あいつ全然俺の名前覚えてくれな……」


「どうでもいいんだよ馬鹿！」


「ううう」





　と、九組のいじめはそれで終わった。








　　　　生徒会委員その２　鉄くろがね大たい兎とがいじめられた場合。







「…………」


　その日、鉄くろがね大たい兎とが三組の教室の扉とびらを開けた瞬しゆん間かんから、なにか様子がおかしい、というのはわかった。クラスメイトの何人かが、大兎の机を囲むようにしてなにやらわいわい話しているのだ。


　大兎はそれに首をかしげ、


「あ～、俺の机でなにしてんの？」


　と聞く。


　茶色がかった髪かみに、中学までやっていた空手でそこそこに鍛きたえられた細身の体。


　とある事情で彼は七回殺されないと死なない、なんていう、化け物じみた特とく殊しゆ能力を手に入れてしまい、日々生徒会の仕事に振り回されているのだが、しかし、ハタから見てる分にはごく、平へい凡ぼんな高校生だった。


　その大兎に、机を囲んでいたクラスメイトたちが気づく。


　よく大兎と一いつ緒しよにゲームの話で盛りあがる田た中なかと斉さい藤とうの眼鏡めがねコンビ。


　不良の友達が多いと噂のバスケ部の庭にわ野の。


　クラスでは一番元気がいい女子の酒さか井いさとみに、大兎の隣となりの席に座っている、小六以来の幼おさな馴な染じみ、時雨しぐれ遥はるか。


　その遥がこちらを見て、


「……あ、大兎」


　と、言う。そして慌あわててなにか紙のようなものを隠かくす。


　それに大兎は、


「んぁ？　いまなに隠したの？」


　と、遥の顔を見る。


　ミディアムの髪に、黒目がちな大きな瞳ひとみ。その瞳がちょっとだけ動どう揺ようしたように揺ゆれて、


「な、なんでもないよ」


　なんて言うからにはまあ、あきらかになにかあるのだろう。


　それに大兎は肩かたをすくめ、


「なになに、俺に隠しごと？」


　と言いながら机に近付いていく。


　すると遥が言う。


「き、きちゃだめ」


　続いて田中が言う。


「そ、そうそう。ちょっと待て。そこで止まれ」


　さらに庭野が、


「おい斉藤、大兎を止めろ！」


「おっけ」


　とか言って、斉藤が大兎を机へと近付けないように一歩前に出て、手で押さえようとしてくる。


　もちろん日々、異次元からくる竜りゆうだの妖よう魔まだのと命いのち懸がけで殺し合いをしている彼にとって、そんな普ふ通つうの人間の動きなどもう、止まって見えるほど遅おそく感じるのだが、


「…………」


　とりあえず彼は、斉藤に捕つかまっておく。


「おい、なんだよ。放せって」


　とか、言っておく。


　すると斉藤が大兎を押さえながら、


「いや、まあちょっと落ちつけ。でもって俺らの話を聞け」


　なんて言ってくるから、大兎は益々不ふ審しん気な顔になって、遥のほうへと目を向ける。


「これ、いったいなによ」


　すると遥がやはり困ったように眉まゆ根ねを寄せて、


「んと、あのね、その」


　なんて言いい淀よどんでいる横から、酒井さとみが言った。


「どーせ隠しきれないんだから、さくっと言っちゃおうよ」


「でも」


「だってこの机だよ？」


「それは、そうだけど……」


「はいはい、じゃあ私が説明するから、あんたらどいてなさい」


　という言葉に、不良の庭野が酒井のほうをにらんで、


「なるべくショック受けないようにしろよ？」


「わかってるって」


　なんて言う。


　それに大兎はそのクラスメイトたちの会話から、いま、いったいなにがここで起こっているのかを推理してみようとするが──『隠しきれない』『この机だよ』『ショック受けないようにしろよ』というキーワードからでは、


「なんか、ぜんっぜん事態が見えてこないんだけど……なんなの？」


　と、彼は言った。


　するとそれに、クラスメイトたちは顔を見あわせてから、斉藤が手をどける。続いて机を隠すように立っていた庭野と田中が、横にずれる。それで大兎は、自分の机の状態を見ることができるようになる。


　すると彼の机は、もう、大変なことになっていた。


　彫ちよう刻こく刀とうかなにかで、死ね、だの、むかつく、だの、学校くるな、だの彫ほられていて。


　それを大兎はしばらく見つめてから、


「なにこれ？」


　と、顔をあげてみんなに聞くと、酒井が言った。


「なにって見りゃわかるじゃん。あんたいじめられてんのよ」


　という言葉に、


「え～」


　と、大兎は言う。


　すると不良の庭野がまた酒井をにらみ、


「おっまえ、オブラートに包むってことを知らねぇのかよ」


「包んだじゃん」


「どこがだよ」


　なんてやりとりの横から、遥が心配そうな顔でこちらを見てくる。


「で、でも大だい丈じよう夫ぶだからね？　私たちは大兎の味方だからね」


　なんて言われても、こんな机が滅め茶ちや苦く茶ちやにされるほど誰だれかに嫌きらわれてるっていうのはそこそこ、というか結構ショックだった。


　そうじゃなくても彼はいじめには敏びん感かんなのだ。小学校のころは転校が多かったせいか、なんの理由もなくいじめにあったことがあって、それ以来なるべく平凡に、目立たないように、っていうことにはそれなりに気を遣ってきたつもりだったのだが。


「……そっか、俺、いじめられてんのか～」


　と、彼は呟つぶやく。


　だが、なぜかそのいじめに、昔と違ちがってそれほど恐きよう怖ふを感じなかった。


　というかもう、普通の人間相手に恐怖を感じる、ということ自体が最近減ってきてしまっていた。なにせ毎日化け物と殺し合いをするのだ。昨日の夜は巨きよ大だいなサソリの化け物が吐はきだした、子サソリ数万匹びきに襲おそわれその毒で死にかける、なんてことをやった翌日に学校にきて、机に死ねと彫られても、いや俺昨日、もう結構な回数死んでんだよねぇ、とかね。


　まあ、とにかく、


「どうしたもんかね」


　と大兎が言うと、それに田中が言ってくる。


「いやいや、おまえはどうにもしなくていいよ。もう俺らが対処したから」


「んぁ、対処？　いじめって対処できるもんなの？」


　するとそれに遥が、さっき隠した紙を取り出してこちらに見せてくる。


「んと、なんか生徒会がむかつくから無視しよう、みたいな紙が、全生徒の机に配られてるみたいでね」


　それに大兎はその紙を見る。するとそこには『生徒会委員最近むかつくから、ちょっと思い知らせてやろうぜ』みたいなことが書かれていて。


「ほほう」


　と、大兎はうなずいた。


　するとそれに庭野が言う。


「でも大兎はほら、生徒会の中でも別に偉えらそうにしてたりしないじゃん？」


　続いて斉藤が言う。


「どちらかというと、俺らと一緒でテストも赤点ばっかの馬ば鹿かだしさぁ」


　さらに田中が言う。


「別にモテたり、運動ができるわけでもないしね。だからいじめたらかわいそうだろって俺らがクラスのみんなに言ったら、そりゃそうだってみんなすぐに納得してさ」


　という言葉に大兎は顔をしかめ、


「……あの、なんか全然嬉うれしくない理由で納得されてる気がするんだけど」


　すると酒井がけらけら笑いながら、


「まあまあ、平凡で良かったねぇ」


「よくねーよ！」


「あはは。だからま、安心しなさいって。あんたのことは私たちで守ったから」


「ふぅん。まあ、じゃあ、ありがとう……なのか？」


「涙なみだ流してお礼言ってもいいんじゃない？」


「……う～ん」


　とうめくように言うと、クラスメイトたちはまた笑った。だから安心していいぜとか言って、彼から離はなれていった。


　それに大兎はもう一度、う～んとうめいてから、死ねと彫られた机を見おろして、


「……でも机はとりあえず彫刻刀で彫っといたと？」


　と、そう隣の席の遥に聞くと、彼女は首を振ふる。


「それ、一番最初に教室にきた仙せん道どう君に聞いたんだけど」


「ああ、仙道学校くんの早いもんなぁ」


「うん」


「で、仙道なんだって？」


「仙道君がきたときにはもう、こうなってたみたい。その、生徒会委員を無視しようっていう手紙を持ってきた人がやったんだと思う」


　それにもう一度、『生徒会を無視しよう』の手紙を大兎は見た。それは丸文字で、どうやら女子が書いたものっぽかった。


　遥が続ける。


「でもみんなすごく優しかったんだよ。大兎がくる前にみんなで集まって、こんなことした奴やつ誰だれだって怒おこってね。大兎がくる前に机交こう換かんしにいこうとか言ってて」


　という言葉に大兎は笑う。


「俺が平へい凡ぼんだから？」


「好かれてるんだよ」


「そうかな～」


「そうだよ」


「ま、俺もこのクラスは好きだけどさぁ」


　と言うと、遥は嬉しそうに笑って、うなずく。


「いいクラスだよね」


「だな」


「大兎と一いつ緒しよにこのクラスになれてよかった」


「そう？」


「うん」


　と、彼女はまた、嬉しそうに笑う。


　それに大兎も笑ったあと、もう一度自分の机を見下ろして、


「でも、みんなはこの机交換してくんなかったと……」


「大兎がくるの早いんだも～ん」


「でもこれ、俺が自分で交換すんの？　それって超ちよう恥はずかしくない？」


　と言うと、そこになぜか不良の庭野が彫刻刀を持って戻もどってきて、突とつ然ぜん大兎の机をごりごりと彫り始めた。そしてみるみるうちに机に彫られていた、『死ね』という文字が、『死ね、ない』に、『学校くるな』が、『休校なので、学校くるな』に変わっていって。


「ってそういう問題かぁ？」


　と大兎が言うと、それを見ていた他のクラスメイト全員が笑いだす。


　それに大兎もまた、笑って。


　そして本当にいいクラスになったなぁと、彼は心の底から思った。








　　　　生徒会委員その３　沙さ糸いとヒメアがいじめられた場合。







「…………」


　その日、サイトヒメアが扉とびらを開けた瞬しゆん間かんも、いつもとなんら変わりがなかった。


　彼女は立入禁止の屋上の扉を開き、外に出る。


　空から照り付ける陽光に、七色に輝かがやく薄桃ラベンダー色の髪かみ。風に揺ゆれる宮阪高校のセーラー服と、そのセーラー服がまるで似合わないほどに、人にん間げん離ばなれして整った容姿。


　というか、彼女は実際に人間じゃなかった。


　彼女は《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と呼ばれる特とく殊しゆな種の生き物で、いまは契けい約やく者である大兎のそばにいるために、その素性を隠かくして外国からのハーフの転校生としてこの学校にきて、秘密裏に次元の穴を管理している生徒会に保護されている、ということになっているのだが。


　まあ、そんな細かい事情は彼女にとってはどうでもよかった。


　彼女は屋上に張りめぐらされた金かな網あみを見回す。ピンク色の綺き麗れいな唇くちびるで小さく呪じゆ文もんを唱え、魔ま法ほうを発動する。すると彼女の体がふわりっと、重力を無視したように浮うかびあがり、そのまま彼女は金網の上に立つ。


　今日は少し風が強いせいか、スカートがめくれそうなほどにはためくが、


「…………」


　それも彼女が指をくるっと回すと、魔ま力りよくでスカートの動きが管理される。


　それに彼女は小さくうなずく。屋上の、さらに金網の上から、学校全体を見下ろす。彼女が見下ろした先には校庭があり、いまは体育着姿の大兎がグラウンドを走っているのが見える。それが見えた瞬間、彼女の表情はぱっと明るくなり、


「大兎いた[image: ]」


　と、呟く。そのまま嬉しそうに鼻はな唄うたを歌いながら彼女は大兎を見つめ続ける。そして、


「ああもう、早く授業が終わって放課後にならないかなぁ[image: ]」


　とか、


「早く大兎に会いたいなぁ[image: ]」


　とか、


「なんで授業なんてあるのかなぁ[image: ]」


　とか、


「下等な人間どもが作ったくだらない仕組みに、なんで私の大兎が縛しばられるのかなぁ」


　とか、呟く。


　しかしとりあえずいまは、大兎の姿が見えているから彼女は幸せだった。


　ちなみに彼女のこともいじめよう、無視しよう、などという手紙はいろいろな生徒のもとに届いているのだが、そもそも彼女は人間などとは接せつ触しよくする気すらないので、何ごともなく一日は過ぎていく。


　走っている大兎を見つめ、にまにまと彼女が笑っていると、横から合同で体育の授業を受けていた女子が大兎に近付いてきて。


　その中にあの、遥ちゃんとかいう名前の大兎の幼おさな馴な染じみがいるのに気づく。二人が仲よさそうにしているのが見えてしまい、




[image: ]





「……あう」


　と、彼女は目を閉じる。見たくないものを見てしまったせいで、彼女は胸を押さえ、ちょっとだけ悲しげに顔をしかめる。


　するとそこで突然背後から、


「ちょ、あの君、そんなとこに立ってたら危ないよ！」


　なんて言ってくる人間の男の声がするが、しかし彼女は振り向むかない。


「君！　ちょ、降りてきなさいって！　自殺とか、僕はよくないと思っ……」


「うるさい」


　と、彼女は手を振るう。呪文を唱える。するとその魔法の効力で、人間は黙だまる。そのままなにかに操られたように屋上から出ていく。


　しかしそれも、どうでもいい。


　いま問題なのは、大兎だ。いや、大兎のそばにいる遥ちゃんとかいう名前の女だ。人間の分際で私の大兎のそばにいる、遥ちゃんを見つめて。


　大兎と一緒に嬉しそうに笑う遥ちゃんを見つめて。


「…………」


　一いつ瞬しゆん、殺そうかな、とか、思う。


　人間を殺すのなんて、彼女にとっては容易いことだった。この屋上からだって、遥ちゃんを殺すだけの呪のろいを放つことはできる。


　それを一瞬、ほんの一瞬だけしようかな、なんて思ってから。


　しかし遥ちゃんと嬉しそうに話している大兎の顔を見て、


「…………」


　やめる。


　そんなことをしたらきっと、大兎が悲しむだろうから、やめる。


　だから彼女は大兎と、そして遥ちゃんのほうから目をそむけて、金網から降りる。屋上から校舎へと戻る。


　そしてまた、


「……早く、放課後にならないかなぁ」


　なんて言いながら、また独り、彼女は学校の中をとぼとぼ歩き始めた。








　　　　生徒会委員その４・５　エントリオ兄弟がいじめられた場合。







「…………」


　その日、ハスガ・エントリオは教室の扉を開けた瞬間から、どうも様子がおかしい、というのには気づいていた。


　教室に入った瞬間から、殺気を感じるのだ。その殺気が放たれている方向へと目を向けると、そこには彼が知らない、このクラスの生徒ではない男たちが数人、こちらをにらみつけてきていた。


　その視線を受け止め、


「…………」


　ハスガは鋭するどい笑みを浮かべた。


　紺こん色いろの髪に、強気な金の瞳ひとみ。その瞳をガラの悪そうな男たちへと向けて、


「……転校生いじめか？」


　と言うと、男たちは笑う。


「指導って言ってくれよ」


「指導ねぇ。で、なにを指導してくれんのかな？」


「まずはその態度に決まってんだろうが。おまえ二年だろ？　俺ら三年だぞ」


「おっと、三年生さまがわざわざ二年の教室へ？　そりゃ～ご苦労なこったな」


　ハスガがそう言うと、その三年の男たち数人がこちらに凄すごんでみせて、


「てめぇ、なめてっと痛い目みんぞコラ」


「ロシアのハーフかなんか知らねぇが、いい気になってっと殺すぞオラぁ」


　とか、言ってくる。


　ちなみにロシアのハーフ、という肩かた書がきは、およそ日本人には見えないハスガと、そして兄のセルジュがこの学校に転入するにあたって《軍》が作ったニセモノのプロフィールなのだが、しかし、ハーフ、というところだけは本当だった。


　彼らはエルフと、そして自分たちもなんなのかはわからない生き物の、混血ハーフブリードなのだ。世界中から忌いみ嫌きらわれるエルフの混血ハーフブリードだった彼と兄は、二人で身を寄せあっていままで生きていたのだが、いろいろと妙みようないきさつの末に、なぜかいまはこの、宮阪高校の生徒会委員としてわいわいと楽しく過ごすことになってしまっていた。


　まあ、それでも、


「……普ふ通つうの人間には嫌われてるようだが」


　と、彼は目の前で凄んでくる男たちを見つめる。はっきり言ってこいつらをぶっ飛ばすことは簡単なのだが、しかし、


「…………」


　と、彼は、他のクラスメイトたちのほうへと目を向ける。突然三年が教室に乗りこんできたことに震ふるえているクラスメイトたちを見て、彼は金色の瞳を細めると、


「……ああ～、まあ、なんだ。人間の中に溶とけこむには、我が慢まんも必要かね」


　そう小さく呟つぶやく。


　すると三年たちは、


「ああ？」


　だの、


「なにボソボソ言ってんだよ！」


　などと言ってくるのでそれにハスガは両手を上げた。


「あーあー、ええと、先せん輩ぱい方。あの、気に入らないことがあったんなら、謝るから許してくんねぇかな？　ほら、俺転校してきたばっかで、この学校のルール知らねんだわ」


　と言うと、男たちは笑う。なんだこいつ、てんで意気地ねぇでやんの、とか言ってぎゃははと笑う。


　それにハスガは舌打ちしそうになるが、しかしそれを我慢してへらへら笑うと、


「まあ、気が済んだんなら帰ってくんねぇかな。他の奴やつらも、あんたらにびびってるしさ」


　すると三年たちはまた、こちらを馬ば鹿かにするように笑ったあと、


「こいつまじダッセーの」


「いいよ。そーんなビビッてんなら、弟は許してやんよ。ボコにすんのはこいつの兄貴だけにしようぜ」


「ってか、もうタケシにボコボコにされてんじゃねぇの？　タケシ、イケメン嫌ぎらいだかんなぁ」


　なんてことを言ってから、三年たちはこちらを見る。


「ま、いいよ。おまえは許してやる。ビビリに用はないからよ」


　そう言ってまた、ぎゃははと笑う男たちを見つめ、ハスガもにこりと笑った。そしてそのまま、三年たちのほうへと近付いていく。一番下品に笑っていたリーゼントの男の首を、ひょいっとつかむ。そのリーゼントが、


「おまえ、なにを……」


　なんてことを言いかけるが、最後までは言わせない。首をぎゅっと握にぎり、そのまま黒板に押し付ける。リーゼントは顔を真っ青にして、


「い、息が……死……あ」


　そこで、意識を失った。だがハスガは力を緩ゆるめない。ぐいぐいと首を絞しめつけていく。


　それに、


「おいてめぇなにしやが……」


　と叫さけびかけた男の顔面を蹴けり飛ばす。男は吹ふっ飛とび、意識を失う。


　それだけでもう、さっきまであれほど偉えらそうにしていた三年どもは、戦意を失ったようだった。蒼そう白はくの顔でこちらを見つめ、


「ちょ、やめろよ」


「まじでやべーって。トオル死ぬって」


　それにハスガは振ふり返かえって、言った。


「……おい、人間ども。俺の兄貴になにするって？」


「そ、それは」


「こいつが死ぬ前に答えたほうがいいぞ？　こいつ殺したら、次はおまえの番だからな」


　そう言って、さらにトオルと呼ばれたリーゼントの男の首を絞めつけてみせる。


　すると三年たちは震えあがって、


「さ、さっき校舎裏に呼びだしたんだよ。タケシがおまえの兄貴がむかつくからヤキ入れるって」


　という言葉に、ハスガはリーゼントの首を放はなす。


　意識を失ったままのリーゼントはそのまま床ゆかに落ちる。


　しかしもう、それにはまるで興味がないように、


「ま、セルジュが人間なんかにどうにかされるとも思わねぇけど……とりあえず校舎裏、ね」


　そう言ってから、彼は教室を出ていった。





　校舎裏では確かに、さっきよりもさらにガラの悪い男たちがたむろしていた。


　そしてその男たちに囲まれるようにして、一人の背の高い、混血ハーフブリードが立っている。


　ハスガとは反対に、金の髪かみに、穏おだやかそうな紺こんの瞳を持った男。


　セルジュ・エントリオだ。


　そのセルジュのほうを見て、


「おい兄貴」


　とハスガが声をかけると、セルジュがこちらへ目を向ける。


「あれハスガ。なにしてるんだい？　いまは授業中のはずだけど」


　と、人間どもに囲まれているのに相変わらず緊きん張ちよう感かんがなさそうな声で言ってくるので、それにハスガは笑った。


「いや、兄貴が人間どもの罠わなにはまりそうって噂うわさを聞いたからさぁ。まあ、くる必要なかったっぽいけど」


　と言うと、それにセルジュは目を大きく開き、嬉うれしそうに、


「なんと、それでハスガちゃんは大好きなお兄ちゃんを心配して助けに……」


「ああもう、それ以上言うなよ」


「お兄さん、嬉しいよ！」


「はいはい」


「ご褒ほう美びに今度アイスを……」


「うざいって！」


　と、ハスガが怒ど鳴なると、セルジュは嬉しそうに笑う。それから彼を囲んでいる男たちへと目を向けて、


「と、いうわけで、弟が迎むかえにきたので私はもういかな……」


　しかしそれを遮さえぎって、長ちよう髪はつの男が言った。


「てめぇさっきからへらへらへらへらしやがって、なめんのもたいがいにしろよ！」


「そーだぞおい。タケシ怒おこらせて無事すむと思ってんじゃねぇぞおい！」


「タケシの彼女寝ね取りやがって、タケシが由ゆ貴きのことどんだけ好きか、わかってんのかよ！」


　なんてことを言って、それにセルジュが長髪の、タケシと呼ばれた男のほうを見て、答える。


「あれぇ、この呼びだしはつまりは、そういうことなんですか？　あなたの彼女を私が寝取ったと？」


　するとタケシが怒鳴るように言う。


「そうだよ！」


　しかしそれに、セルジュはわからないという顔で、


「その、ユキちゃんって娘こをですか？」


「そうだっつってんだろ！　もう証しよう拠こはあがってんだ、しらばっくれんじゃねぇよ！」


　と怒鳴るタケシに、しかしセルジュは首を傾かしげたまま、


「いやいや、しらばっくれてるんじゃなくてですね、どのユキちゃんだったかなぁ～っと……」


「てめぇえええええええええ！」


「あ、ちょっと待ってください。ちょっと電話が……」


　と、セルジュは制服のポケットからケータイを取り出し、耳にあてる。そして、


「あ、ユキちゃん、電話してくれたんですか？　いえいえ、いまちょうど暇ひまだったんですよ～。ん？　ゆうえんちにいきたい？」


「ちょ、てめぇ、まじでふざけ……」


　それに慌あわててセルジュが言う。


「あーあー、いえ、これは違ちがうユキちゃんだと思いますよ。ユキ違い。この子は三年二組のユキちゃ……」


「そのユキが俺のユキだぁああああああ！」


　と、半泣きでタケシがセルジュに殴なぐり掛かかる光景をハスガは半眼で見つめて、


「…………はぁ、心配して損した」


　と、深いため息をつきながら踵きびすを返した。


　その背後からセルジュが、


「ちょ、あれぇ、ハスガ、大好きなお兄様を助けにきたんじゃないんですか～？」


　なんてことを言ってくるので、ハスガはそれに、


「おまえはそこで一回死んどけ」


　と、うんざりしたような声音で答えた。








　　　　生徒会委員その６　安あん藤どう美み雷らいがいじめられた場合。







「…………」


　その日、安あん藤どう美み雷らいが所属している一年二組の教室の様子はだいぶおかしかったのだが、


「みんなおっはよ～!!」


　そんなことに彼女は、まるで気づかなかった。


　なぜか強気に見える真ん丸たれ目に、ふりふりと元気に揺ゆれるポニーテール。宮阪高校のセーラー服を着てはいるが、それでも高校生には見えないほど背が低く、童顔で、ぱっと見は十三、四歳くらいにしか見えない。


　というか、彼女は実際に十四歳だった。


　それどころか人間ですらない。


　セーラー服を着て人間のふりをしている、十四歳の、悪あく魔ま。


　その美雷が、教室に入る。


「おはよおはよ」


　とにこにこと愛あい想そを振りまく。


　しかしなぜか今日はみんな元気がないのか、顔をうつむけてこちらに挨あい拶さつを返してこない。


　それに美雷は首をかしげ、


「んん～？　みんなどしたの？」


　と言うが、やはり返事はなくて。


「ありゃりゃ、みんな元気ないのかな？」


「…………」


「朝ごはん食べてないとか？」


「…………」


　しかしやはり、誰だれもこちらを向かなくて、それに美雷は不思議そうな顔をする。


「へ～んなの」


　と言って、そのまま黒板のほうを見る。すると彼女はいいこと思い付いた！　と言わんばかりの顔になって、


「あ、チョークで絵描かいて遊ぼ～っと！」


　と、叫ぶ。走りだす。チョークを手に取り、黒板に鼻はな唄うたまじりに絵を描きはじめる。


「猫ねこ、猫ちゃん、猫ネコね～こちゃーん」


　と歌いながら、しかしなぜか絵はネコではなく、三国志の関羽の結構リアルな絵が描かれていく。


「出来た！　みんな見てみて～！」


　と、嬉しそうに言う。無む邪じや気きな顔で笑う。


　しかしそれに、


「…………」


　誰も反応しない。だが美雷はまったく気にせずに、


「今度は黄忠描こっかなぁ～」


　とか、またも渋しぶい人選で三国志の武将を描こうとして、しかしそこで窓の外から轟ごう音おんが聞こえてくる。すると窓の外を、飛行機が上空を飛んでいるのが見える。


　美雷はそれを見上げ、


「うおー、ま～たあのデカイの飛んでる！　すごいなー、人間の世界の鳥は、デカイのな～」


　と、窓ぎわに駆かけ寄よってほけーっとした顔になる。


「ねねね、あれなんて鳥だっけ？」


　なんてことを、聞く。


　もちろん生徒たちは答えない。どうやら本当に、みんな今日は疲つかれているようだった。


　疲れているなら仕方がないので、美雷はまた黒板に戻もどって、黄忠の続きを描き始める。


　するとその背後で、女子たちが小声で言う。


「……ちょ、やっぱあんな子いじめるの、もうやめようよ。かわいそうだよ」


「馬ば鹿か、なに佐さ紀き子こまで弱気になってるのよ。あんたあいつのせいで彼氏にフラれたんでしょ！　えと、なんて言われたんだっけ？」


「……美雷ちゃんみたいな、無邪気な子が好きだって」


「で、佐紀子はどう思ったのよ」


「……あんなふうになれないよって」


「当然だよ！　あんなブリッ子普ふ通つう無理だって」


　という言葉に、佐紀子と呼ばれた少女は、美雷のほうを見る。一いつ生しよう懸けん命めい黄忠の鎧よろいを必死に描きこんでいっている小こ柄がらな少女を見つめ、


「でもあれ……ブリッ子って言うのかなぁ」


「とにかく！　みんなで無視することに決めたんだから、弱気になっちゃだめ！」


「う～ん」


「ああもう、じゃあ私が見本見せてあげる！」


　そう言って、一人の少女が立ち上がった。


　それから手に持っていた烏龍ウーロン茶のペットボトルの蓋ふたを開け、黒板のほうへと近付いていく。


　それに美雷は気付き、振ふり返かえる。


「おー茜あかねちゃんどしたの？　あ、烏龍茶？　私も飲……」


　しかしそこで、茜が烏龍茶を逆さまにして、背の低い美雷にどばどばとかけはじめる。


　それを見ていたクラスメイトたちが、うわーとか、やりすぎじゃない？　とか、美雷ちゃんかわいそうとか言うが、もう、茜は止まらない。


「あんたちょっとチョーシに乗りすぎなのよ。私が告白するはずだったサッカー部の片かた山やま君までたぶらかして、ほんといい気になってるとどうなるか思い知ら……」


　が、そこで茜の言葉は止まる。


　なぜか烏龍茶をかけられている美雷の目がぴっかーと嬉うれしそうに輝かがやきだして、


「おおおおおお！　それ！　それ見たことある！　夜中にテレビでやってるよね？」


「へ？　テレビ？　あのなんの……」


「Ｆ１？　Ｆ１だっけ？　ぶっしゃーってかけるやつ！　あたしもそれやる！」


　と、彼女は床ゆかに放り出していた鞄かばんを開ける。中からドクターペッパーを取り出す。


　茜はそれに驚おどろいて、


「ちょ、ま、待ちなさいよ！　ドクターペッパーかけるのは、烏龍茶より非ひ道ど……」


　しかしやはり、それ以上は言えない。


　美雷が、


「イエーイ！」


　と叫さけびながら、ドクターペッパーを思いっきり振って、さらに教きよう壇だんに跳とびのる。


　そしてそれを、茜──ではなく、教室全体へと向けて楽しそうに放出しようとしたところで。


「イエーイじゃない、馬鹿が」


　という、冷静な声が教室の入口からした。


　さらに一本の蓋の開いていないコーラが飛んできて、それが美雷の顔面にあたる。


「ぶべっ!?」


　とうめいて美雷は教壇から落ちる。


　それからすぐに起きあがって教室の入口のほうを見ると、そこに月光がいつものつまらなそうな顔で立っている。


　それに教室の少女たちは、


「げ、月光様……」


「あ、あの、これはその、美雷ちゃんをいじめようとか、私たちはそんなふうに思ってたわけじゃなくてですね」


「ちょ、茜、自分が言いだしっぺのくせになに一人助かろうと……」


「うっさいわね佐紀子！　もとはといえばあんたが彼氏にフラれるのがいけな……」


　とかなんとか会話している横で、美雷が言う。


「おおゲッコー！　いいとこきた！　いまね、いまね、Ｆ１のね、ぶしゃーってのを……」


　しかしそれに、月光が教壇に近付いてきて、


「やかましい。あと炭酸は振るんじゃないと散々教えたろうが」


　なんて言って、美雷の顔面を蹴け飛とばす。


「ぎゃふ」


　とうめいて、美雷は言葉を止める。


　その、もう、ＤＶどころの騒さわぎじゃない状じよう況きようで、しかし美雷はまるでダメージを受けていないかのようにニマニマ笑ったまま、


「あ～、ゲッコーもぶしゃー、したいんでしょ～？」


「うるさい黙だまれ。仕事だ。いくぞ」


「どこへ？」


「魔ま界かいだ」


「え、里帰りしていいの!?」


「いいから早くこい」


　と、月光は美雷の髪かみをつかみ、床を引きずり始める。


　それに彼女はずるずる引きずられながら、


「ぶしゃーは？」


　と聞くと、月光はうんざりした顔で、


「炭酸を振っていいのは俺だけだ」


「えー、ゲッコー卑ひ怯きようだぁ～！」


　と、怒おこったように手を振りながら、彼女は教室から、消える。顔面を蹴けられ、髪の毛を引っ張られながら教室から消える。


　それをクラスメイトたちはしばらく呆ぼう然ぜんと見つめてから、言った。


「な、なにあの暴力教育……」


「……私あれ以上にいじめるのとか、無理なんだけど」


「私も」


「いじめ、やめよっか……」


「う、うん。美雷ちゃんかわいいしね」


「でもマゾだよね」


「あ、私もそれ思った……髪引きずられて、嬉しそうだったもんね……」


　するとそれに他の男子たちが、


「でも、やっぱ安藤ってかわいいよな……」


　とか言って、それに女子たちは顔を見あわせて、


「いやいやそれ、ぜんっぜんわかんないんだけど……」


　と、口を揃そろえた。








　　　　最後の生徒会委員　碧あお水み泉いずみがいじめられた場合。







　その日。


「…………」


　その日も碧あお水み泉いずみは、授業をさぼっていた。


　なにやら彼女の教室では、彼女へのいじめが始まりそうな雰ふん囲い気きもあったのだが、そもそも頭のいい子ばかりが集められた彼女のクラスでは、この学校全体に吹ふきあれている生徒会いじめが始まる前から彼女は浮ういてしまっていたので、それほど気にならない。


　なにせ彼女は、真ま面じ目めな子が多いいまのクラスでは目立つのだ。


　綺き麗れいに脱色ブリーチされた金きん髪ぱつのショートカットに、とても宮阪の制服とは思えないほどに短くされたスカート。アイメイクばっちりな目に、口には禁きん煙えん用の棒つきキャンディーという姿。


　もう、入学したときから不良で、まじめっ子ちゃんたちからは無視されていたので、


「いまさらいじめが始まってもねぇ～」


　と、楽しげに笑いながら彼女は授業真っ最中の教室を無視して、廊ろう下かをふらふらと歩く。途と中ちゆう教師に、


「おいおまえ、いま授業中なのになにやってるんだ？」


　なんて声をかけられるが、それに彼女は、


「トイレでーす。先生のエッチ[image: ]」


　とか言って、笑う。


　それに教師は顔をしかめ、


「は、早く教室戻れよ」


「はいはい了りよう解かいしておりまーす」


　なんて答えつつも、彼女はさらに廊下を進む。階段を二つ下り、彼女の教室からは一番遠いはずの女子トイレへと向かう。


　扉とびらを開き、


「あ～、漏もっちゃう漏っちゃう」


　なんてことを言いながら、個室へと入る。鍵かぎを閉める。漏っちゃうと言いながらも、別に彼女は、トイレにきたわけではない。


　立ったまま壁かべに背中をあずけて、しばらくぺろぺろと飴あめをなめる。まだ禁煙をしたばかりなので煙草たばこを吸いたくなるが、生徒会顧こ問もんの黒くろ守す先生が、


『煙草やめないなら、退会してもらうよ？』


　とか言っていたので、我が慢まん我慢。


　なんでも魔ま法ほうを発動するための呪じゆ文もんを一息に唱えるためにも、肺活量というのはそれなりに重要なのらしい。


「ま、ただの人間の私じゃ、いくら一気に呪文が唱えられたって、化け物がガオーってきたら一発で死んじゃうんだけどねぇん」


　とか小声で言いながら、一人笑う。


「魔法も、いくら練習しても全然うまく発動しないしさぁ」


　なんて呟つぶやきながら、飴をぺろぺろなめる。


　いま、トイレではその、彼女が飴をなめる音と、そして隣となりの個室で、誰だれかがごそごそしている音しかしない。


　そう。隣の個室にはいま、彼女の他にもう一人、誰か用をたしているのだった。


　いや、用をたしてはいないか。ただかりかりと、妙みような音が響ひびいてくる。


　かりかり、かりかり。


　その、妙な音のほうへと泉は目を向ける。そして、言う。


「いや～お隣さんも、授業さぼりですか？」


　するとそれに、


「…………」


　返事がない。だが、泉は気にせず続ける。


「でもここ、穴場だよねぇ。先生このトイレ使わないし、生徒もめったにこないしね」


　するとそれに小声で、


「そ、そうだね」


　という、女の返事がある。


　それに泉は微笑ほほえんでから、言う。


「だからさ、ここ、ほとんど誰も使ってないから、生徒会の悪口書いても無む駄だだと思うよ、西にし森もりゆかこさん」


　その瞬しゆん間かん、隣から響いていたかりかりという音が止まる。かわりに、ガタンっと、大きな音が鳴る。


　だがやはり、泉は気にせず続ける。


「いやいや、慌あわてなくて大だい丈じよう夫ぶだよ。一応私も生徒会の書記やってるけど、だからって怒おこりにきたわけじゃないから。ただま～、このトイレは無駄だよって教えてあげようと……」


　が、そこで隣から声がする。


「ば、馬ば鹿かにして」


　とか、言ってくる。


　それに泉は肩かたをすくめ、


「別に馬鹿にしてないよ」


「噓うそよ！　みんな、みんな私のこと……」


「馬鹿にしてる？」


「…………」


「でもそれは、誰だってそうだと思うけどなぁ。全員に好かれるのは無理だから……そりゃ誰かには嫌きらわれてるもんだと……」


「うるさい！　あんたなんかに、あんたなんかに私の気持ちは、私の苦労はわからないわよ！　わ、私のうちはね、私のうちはあんたら普ふ通つうのうちと違ちがって、お父さんが浮うわ気きして出ていっちゃって、お金がないのよ！」


　なんてことを、西森は言う。


「だからって、なんで私を馬鹿にするのよ！　そんなの私のせいじゃないじゃない！　あんたに、あんたにクラス全員から無視される私の気持ちが、わかるの!?」


　と、怒ど鳴なられて、それに泉は肩をすくめて答える。


「わかんないかも」


「でしょう！」


「うん。というか、この学校では私、クラスの友達には最初っから無視されてるから、あとから無視される気持ちは、わかんないかもねぇ」


「…………え」


「でもまあ、みんなそれなりに悩なやみとかあるんじゃないかなぁ。あなたがむかついた～って言っていま、悪口言い回ってる生徒会のみんなもさ、ええと、月光君なんか、子供のころに目の前で両親を殺されてるしねぇ」


「……え、こ、殺……？」


「あとヒメアちゃんとかもねぇ。なんとあの娘こ、今年の五月に解放されるまで、九年も監かん禁きんされてたらしいよ？」


「……監禁？」


「でもま、コトの大小はさておき、みんな楽しそうに生きてるじゃない？　やっぱ楽しんだもん勝ちだと思うんだよねぇ。どうやったって嫌いやなことはあるもんだけどさ、どっちにしたって最後は死ぬんなら、楽しんだほうが勝ちじゃない？　とかさ」


「…………」


「ってね、まあ、私も偉えらそうなこと言えないんだけどね。そう思えるようになったのは最近だしね」


　その言葉に、西森が言ってくる。


「……あなたも……あなたもなにかあるの？」


　と聞かれ、それに泉は笑う。


「いや、私はないよ～。毎日幸せで申しわけありません」


　なんて言って、あははと笑う。


　本当に、自分にはたいした重荷はないから。


　たとえば脳にできた腫しゆ瘍ようのせいで、寿じゆ命みようがあと二年もない、なんてのはあるけれど、でもそれを、もう、それほど大きな悩みだとは思えなかった。


　だって、今日死ぬ人だっているのだ。


　いや、《神》や、《魔ま神じん》や、《人間》たちが争いあっているこの生徒会にいるとよく思うのだが、そもそもこの世界すべてが、あと二年ももつのかどうかだって、怪あやしいのだ。


　なら、なにを悩む必要があるだろう？


　毎日を頑がん張ばって、楽しんで、二年後に、あー、死ぬのは回かい避ひできなかったけど、充じゆう実じつしてた！　って、言えるように過ごすのが大事じゃないかって、最近は、思うようになって。


　まあ、そりゃ、たまに辛つらくなることもあるけれど。スーパーマンには、なかなかなれないから、死ぬのがこわーいって、泣くこともあるけれど。


　でも、それでも、


「なんか、悩みがあっても笑ってるほうが、勝ちっぽくない？」


　と泉が言うと、それに。


「………………」


　と、西森が、なにか言った。


　それはかすかな、本当に小さな声だったのでいまいち聞きとりづらかったが、たぶんそれは、ごめんなさい、だった。


　それが誰に向けて放たれたものかはわからない。たとえば悪口をトイレに書いてごめんなさい、だったのか、それとも、毎日笑ってなくてごめんなさい、だったのか。


　でも、それはわからないが、泉は笑って、


「別に謝ることないと思うよ～。お互たがい今日も楽しく過ごせるといいね！」


　と、言う。


「授業はクソつまんないけどね！」


　と、彼女は言う。


　するとそれに西森が小さく、あははと笑い、それに泉も笑って、なにもしていないのにトイレを流す。


「じゃあ私、先に出るね～」


「うん」


「西森さんも、あとでちゃんと出ておいでよ。んで、嫌われ者同士仲良く、一いつ緒しよに屋上でお昼でも食べましょ～」


「……う、うん」


「じゃ、約束ねーん。誘さそいにいくから」


　そう言って、泉はトイレを出て、ひょいひょいとまた、廊下を歩いていく。


　少し歩くとチャイムが鳴る。


　授業が終わり、生徒たちが出てきて、再び廊下に活気が戻もどる。


　それを泉は見つめ、それからにっこりと、誰にも負けないほど楽しげな笑みを浮うかべて、


「さ～て今日も一日、楽しく過ごすぞ～」


　と、言った。


　そうしてこの、宮阪高校全体を覆おおっていた生徒会いじめはあっさり、終わったのだった。




ケース３：終了
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　女どもの声が、男湯にまで響ひびいてくる。


「わ──、イズミ、イズミくすぐったいよ！」


「もー、美み雷らいちゃん動かないの。洗えないでしょー」


「自分でできるもーん」


「とかいって全然背中洗えてなかったじゃーん。いいからこっちきて、背中洗ってあげるから」


「ん～って、そこ、そこ背中じゃな……くすぐった……きゃああああ[image: ]」


「うーへーへー」


「いやー[image: ]」


「ってねーん。あ、ヒメちゃんも洗ってあげよっかー？」


「……触さわらないでくれる？」


「しっかし、ヒメちゃん脱ぬいでも綺き麗れいなんだねー。その肌はだの綺麗さ、ちょっと異次元じゃない？」


「ちょ、そんなにジロジロ見な……」


「触らして」


「ふざけ……ちょっ」


「うーへーへー」


「あ、あんまりふざけたことすると、ほんとに殺……」


「ほら、美雷ちゃんも一緒にやろ！」


「やるー！　うーへーへー」


「あ、あんたたちちょっと、ちょっといい加減に……きゃああああ[image: ]」


　なんてうるさい声が響く、銭湯。


　その男湯に、月げつ光こうは浸つかっていた。


　冨ふ士じの湯という名前のその銭湯は、最近経営がうまくいってないらしく、無た料だ券を配っても、客は月光たちしかいなかった。


　なので女どももあんなに騒さわいでいるのだろうが、


「……やかましいな」


　と、女湯と繫つながっている、天てん井じようの上の方を見て、月光は言う。


　するとそれに横から、


「でも、やっぱでかい風ふ呂ろは気持ちぃなぁ」


　なんて鉄くろがね大たい兎とが言ってきて、月光はそちらを向く。


　すると鉄は、他に客がいないのをいいことに思いっきり体を伸のばして風呂につかっている。もう、この馬ば鹿かは腕うでがこちらに触ふれてしまいそうなほど伸ばしていて、それに月光は言った。


「おまえの腕がもし俺にあたったら、俺はおまえを殺す」


「あん？　こんなに広いんだから、おまえがもうちょっとそっちよれよ」


「誰だれにものを言ってる？」


「まあいいけどさぁ」


　と、鉄は少し腕を縮める。そのまま小さく吐と息いきをもらして、


「いやしかし、まじで気持ちいいな」


「…………」


「ところで月光は、よく銭湯くんの？」


「…………」


「って無視すんなって」


「おまえこそ話し掛かけるな」


「えー、まあ、気持ちいからいいけどさー」


　とそこで、また女湯から声がする。


　泉いずみが、


「さあ、髪かみも体も洗ったことだし、そろそろ湯ゆ舟ぶねに突とつ入にゆうしますか！」


　すると美雷が、


「突入します！」


「じゃあまず美雷隊員、いってください！」


「はい！」


　ザバーン！


　という音に、鉄が女湯のほうを見上げ、


「……あいつら、他に客がいないと思ってめちゃくちゃやってんなぁ」


　と笑う。


　そこでまた、泉の声が響く。


「ヒメちゃんもそんな隅すみっこに逃にげてないで、入ってきなよー」


　というのに、ヒメアが答える。


「……やだ」


「もう変なとこ触んないから～」


「……絶対やだ」


　続いて美雷が、


「お風呂おっきー！　ヒメちゃんヒメちゃん、きもちーよ！　一緒はいろー！」


「…………」


　とそこで、泉が言う。


「ね？　気持ちいでしょ？」


「……うん」
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「あ！　ねーねーイズミ！　あたしね、あたし、水みず鉄でつ砲ぽう持ってき……」


　しかしそこで、


「美雷っ！」


　と、月光は怒ど鳴なった。


　瞬しゆん間かん、


「あう……」


　と、美雷の声が止まる。


　そして女湯がやっと静かになる。


　それに月光は満足気にうなずき、少しだけ体を伸ばす。鉄が言うとおり、大きい風呂は気持ちがよかった。肩かたまでつかると思わず声が漏もれそうになるが、馬鹿鉄がそばにいるので、彼は顔をしかめて、その声を我が慢まんする。


　するとそれに鉄が、


「そんな不ふ機き嫌げんそうな顔で風呂入る奴やつ、初めて見たよ」


　などと言ってくるが、無視する。


　しかし鉄はさらに続ける。


「あ、ところでさ月光」


「…………」


「おまえに借りた魔ま術じゆつ書あったじゃん？」


「ん？　黒魔術の本か？」


「そそ。あれさぁ、難しくて全然読めないんだけど、あれより簡単な本ってないの？」


　という質問に、月光は鉄のほうを見つめて、


「……すまない鉄」


「へ？　なんでいきなりあやまんの？」


「一応あれはサル並の脳みそ用だったのだが、まさかおまえがサル以下とは思ってなくてな。きっと読めないことで傷ついたろう。部下を傷つけるなんて俺は主あるじ失格だ。最初からおまえがミジンコ脳だとわかっていればもう少し……」


「やかましい」


　と、そこで鉄が、湯舟の湯を手で月光にかけてくる。


　その湯が顔にかかる。それに月光は顔を拭ぬぐい、前まえ髪がみ後ろにかきあげて、言った。


「死にたいのか？」


「お、んじゃ若者らしく、お湯のかけあいやる？」


　その言葉に月光は風呂の湯を鉄にかけようとして、しかし、


「馬鹿らしい」


　と、やめた。


　すると鉄がまた、お湯をこちらにザバっとかけてきて、


「寂さびしいから相手しろってー」


　なんて言う。


　それに月光はまた、顔を拭い、垂れてきた前髪をかきあげると、


「よっぽど死にたいらしいな」


「お、相手してくれる気になった？」


「溺おぼれ殺してやる」


「お～怖」


「死ね」


　と、月光は掌てのひらに湯舟のお湯をすくう。それを鉄は楽しそうに見ている。だが、楽しげに見ていられるのもいまだけだ。


　月光はそのお湯を思いっきり鉄のほうへとかける。


「うわー」


　と鉄はわざとらしい声を上げるが、しかし月光はそこで止まらない。そのまま掌を、まっすぐ鉄の顔面のほうへと突つきだして、


「って、は？　ちょっと、おまえなにやっ……」


　が、そこで掌しよう底ていが鉄の顔面に当たる。鉄の鼻の骨がゴキンっと折れた音がして、


「ぐわっ、って、てめぇなにしやが……」


　しかしそれでも月光は止まらない。そのまま顔面をつかみ、湯舟の中へと沈しずめ、


「てめぇふざけん……ぐばばば」


　と、鉄は湯舟の中に、沈む。必死に抵てい抗こうしてくるが、それを全力で押さえ付ける。やがて鉄の体は力を失っていき、ぐったりする。


　それに月光はにやりと笑って、


「死んだか？」


　と呟つぶやくと、そこで急にまた、鉄が力を取とり戻もどす。イロボケ魔ま女じよサイトヒメアとの契けい約やくで、こいつは十五分間に七回殺されなければ死ぬことができない、不死者なのだ。だから一度死に、そしてまた復活する。


　腕がざばんっと湯舟から出てくる。そのまま月光の髪をつかもうとしてきて、


「させるか」


　と、月光はそれをよける。


　そして笑う。


「はっ、クズの攻こう撃げきなど当たらな……」


　が、そこで月光の言葉も止まる。


　鉄の腕が月光の首をつかみ、ぎゅっと握にぎったから。そのまま、


「がぁ」


　月光の頭も、湯舟の中に引きずり込まれてしまう。


　湯舟の中には苦しそうな顔の鉄がこちらをにらんでいて、月光の首を強く握ってくる。


　月光はその腕を払はらい、鉄を沈めたまま湯舟の上に出ようとするが、それを鉄が押さえる。


　そのまま腕の払いあいになるが、どちらも一歩も譲ゆずらず、外に出ることができない。


　こうなったらもう、鉄が酸素が足りなくなって死んだ瞬間を見計らって外に出る必要があるが──


「…………」


　さて、どっちの息が先に尽つきる？


　と、月光は鉄をにらむ。


　すると鉄も状じよう況きようはわかっているようで、ちょっと楽しげな顔でこちらを見ていて。


　そしてそのまま、我慢比べが始まってしまった。


　男二人で湯舟の中、押さえ込みあってにらみあい、という構図は妙みように気持ち悪いが、しかし、負けるわけにはいかない。


　彼は必死に心臓の鼓こ動どうを抑おさえ、酸素の消費を減らす。


　そのまま一分が経過する。


　鉄の顔が苦しそうに歪ゆがむ。しかしそれはこちらも同じだった。引きずり込まれる瞬間、ほとんど息を吸ってないのだ。おまけに水中で暴れた。それだけでかなり酸素は使われてしまっている。


「くそが」


　と、彼は心の中で呟く。


　そのまま一分四十秒が経過する。


　もう、そろそろ限界だった。


　はっきり言ってあと二十秒はもたない。


　鉄のほうもそれは同じようで、辛つらそうに顔をしかめている。


　一分五十秒。


　まだ、鉄は我慢している。


　二分。


　まだ、この馬ば鹿か鉄は我慢している。


　その鉄に対して、本心からの殺意が生まれる。クズのくせに俺に勝とうとはどういうつもりなのか？　さっさと出ろ。でなければ本当に殺すぞ、などと思う。


　そして二分十……


「ぐあ」


　しかしそこでもう、限界だった。


　月光は一気に湯ゆ舟ぶねの外に出る。


　と同時に、鉄の奴も限界だったようで、外に出る。


　そのままお互たがい思いっきり外の空気を吸って、


「……ぜは……はぁ～」


　ぐったり、倒たおれた。


　湯舟に浮うかぶように天てん井じようを見上げ、しばらく足りない酸素を補給する。


　そして月光が、


「……俺の……勝ちだな」


　と言うと、やはりぐったりしている鉄が、あっさり、


「……あ～、うん。疲つかれたから……それでいいよ……」


「……なら、最初から勝負を挑いどんでくるな……」


「……挑んできたのはおまえだけどね……」


「そうだったか？」


「うん」


「じゃあさっさと負けろ」


「はは」


「……ああ、くそ。馬鹿のせいで、のぼせた。俺はもう出るぞ」


　と、月光は湯舟からあがる。


　それに鉄も、


「俺も。ってか、なんかすげぇ疲れた」


「おまえのせいだ」


「だから勝負を挑んできたのは……ってまあいいけどさぁ。コーヒー牛乳飲もうぜ？」


「はっ。俺はコーラ派だ」


「あれ、コーラなんて売ってたっけ？」


　という言葉に月光は笑みを浮かべ、


「俺はおまえのような素人しろうととは違ちがうからな。持参して、冷蔵庫に入れさせている」


　と、そのまま二人は浴場を出たのだった。




放課後ノート最後へ続く──
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　そして銭湯からの、帰り道。


「おーもしろかったねー！」


　と、美み雷らいがラムネの瓶びんを握りながら言った。


「んねー！」


　と、碧あお水み泉いずみが、あきらかに二は十た歳ちを過ぎなければ飲んではいけないはずの麦ばく芽が飲料をセーラー服姿で堂々と飲みながら言う。


　少し離はなれた場所では鉄くろがねがサイトヒメアとともに、


「大たい兎とこの飲みもの好きなの？」


「ん？　あー、そうだね。銭湯のあとはやっぱコーヒー牛乳だよなぁ」


「じゃあ私も好きー[image: ]」


「そか。銭湯気持ちよかった？」


「うん」


「そりゃよかった」


　なんて会話をしながらついてきていて。


　そんなうるさい生徒会委員の面々に囲まれながら、月げつ光こうはコーラを飲んでいる。


　時刻はもう、九時を過ぎているだろう。


　せっかく今日は学校が早く閉門して、生徒会の仕事もないのでゆっくり過ごそうと思ったのに──


　と、もう一度他の生徒会委員のほうを見る。


　すると馬鹿どもは妙に楽しそうにしていて、


「…………」


　彼は、小さくため息をつく。


　それに泉が気づいて、近付いてくる。


　その泉に向かって、


「近付いてくるな、不良が」


　と言うと、泉は持っていた麦芽飲料をひょいっと掲かかげ、言う。


「これノンアルコールだよ？」


「７％と書いてあるが？」


「７％果か汁じゆう」


「吐ぬかせ」


「あはは～、じゃあ青春７％ってことで」


　と、麦芽飲料を飲む。たかがビールを数口飲んだだけで、彼女は顔を真っ赤にしている。いや、それどころか飲んだ瞬しゆん間かん、


「にがーい」


　などと言っていて、どうやらビール自体あまり飲んだことがないようだった。


　それに月光はあきれ顔で言う。


「おまえ、馬鹿だろう？」


　すると碧水は笑う。


「だから青春７％だって言ってるじゃーん。高校生・友達・みんなで銭湯いった帰りに、ちょっと背せ伸のびしてビール飲んじゃったりしたりしてー」


　とまた、麦芽飲料を飲む。


　顔をしかめ、


「にがーい」


　と嬉うれしそうに言う。


　その横から美雷が、


「それ！　それあたしも飲みたい！」


　と言うが、それに泉は、


「ミライちゃんはだめー」


「なんでー」


「ちっこいから」


「ちっこくなぁあああああい！」


　なんて言って、笑う。


　そのまま泉は赤い顔のままこちらを見て、言う。


「楽しいね～」


「別に俺は楽しくないが」


「ほんと？」


「ああ」


「でも私は楽しいなぁ。ねぇ知ってる？　月光ちん」


「ちん？」


　と、月光は泉をじろりとにらむが、彼女はまるで気にした様子もなく、


「高校生活ってさ、ずーっと続いてくように思えて、実はびっくり三年しかないんだよねー」


　なんて言う。


　さらに麦芽飲料を飲んで顔をしかめながら、


「それってもう、なんか、あれだよね。こう、一いつ瞬しゆんのきらめきみたいなもんだよねぇ。こうやってみんなでわーとか、きゃーとか仲良く言いあってるのにさ、三年後には一いつ緒しよにいないかもしれないってことでしょう？」


　などとあたりまえのことを言ってきて、それに月光は答える。


「だからどうした？」


　それに泉は微笑ほほえむ。嬉しそうに、しかしなぜか少し寂さびしそうに、いや、それでもやはり、楽しげに彼女は微笑んで、


「だから私は、月光ぽんたちとみんなでわーきゃーできて、楽しいなーってね」


「ぽん？」


「あはは」


　と、彼女は笑う。


　笑い上戸なのだろうか？


「ねえ紅君」


「なんだ？」


「もっかい言うね」


「だからなんだ？」


「楽しいねー」


　と、彼女は言う。


「ビールはまずいけど」


　と、彼女は笑う。


　それから美雷のほうを見下ろし、


「やっぱ一口飲む？　そのかわりラムネ一口ちょーだい。口が苦くて」


「いいよー」


　と二人はラムネとビールを交こう換かんし、美雷が叫さけぶ。泣きそうな顔で、


「にがぁああああああい！」


　それを泉が笑う。それからラムネを掲げ、


「大兎君、ラムネとコーヒー牛乳交換してー！」


　と言って、それに鉄が、


「あ、いいよ。ラムネも最近飲んでないなぁ」


　なんて言って交換しかけたところで、サイトヒメアが、


「間接キス禁止！」


　と、鉄からコーヒー牛乳を奪うばう。そして鉄が飲んでいたコーヒー牛乳の飲み口を見て、彼女は酒も飲んでないのに一人で顔を真っ赤にして。


「ヒメちゃんすっけべ～」


　と、泉が言う。


　それに便乗して美雷も、


「すっけべー！」


　と言って、それにサイトヒメアは、


「すけべでいいもんねー」


　と、ドギマギした顔で鉄が飲んだコーヒー牛乳に口をつけようとして、


「恥はずかしいからやめなさい」


　鉄がそれを奪う。


「あうー」


　とサイトヒメアが残念そうにして、また、泉と美雷が笑う──というような、そんな光景を月光は見つめる。


　もう、うんざりしたような、疲つかれたような顔で見つめ、それから独り歩きだす。


　すると後ろから美雷がひょいひょい近付いてくる。


　にこにこ楽しそうな顔で、


「ゲッコー楽しいねー」


「どこが？」


「みんな一緒のところが！」


　なんて言ってきて、それに彼は、美雷のニコニコ顔を見下ろす。美雷はビールを両手で持ったまま、もう飲んでいない。


　それに彼が、


「……コーラと交換するか？」


　と聞くと、彼女はこくこくうなずく。コーラを渡わたし、ビールを手に入れる。


　彼はそれを飲む。


　美雷がそれに、


「にがいよ？」


　と心配そうな顔で言うが、別に苦くはない。ただ、コーラと違ちがうことは、わかる。アルコールが体に入ってきて、少しだけふんわりした気分になって、


「…………」


　なぜかちょっとだけ、楽しいような、そんな気分になって。


　また、美雷が言った。


「楽しいねー」


　それに月光は再び振ふり返かえる。そこには馬ば鹿かどもがなにが楽しいのか無む駄だに笑っている姿があって、それを彼は見つめ、小さく。


　本当に小さな声音で、


「……ああ、そうかもな」


　と、そう呟つぶやいた。
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「みんなー！　お酒は二は十た歳ちになってから！」


「おまえが言うな」






　あとがき







　恋だ！


　青春だ！


　学園だ！


　アニメ化企画進行中だー！





　と、いうわけでー。


　本の帯を見てくれた方はもう知ってるよー！　な情報ですが、なんと『いつか天てん魔まの黒ウサギ』シリーズ、早くもアニメ化企画進行中発表でございます。


　ってか、早い。


　めちゃくちゃ早い。


　実は『いつ天』ってまだ始まってから二年しか経たっておりません。


　僕がやってる別シリーズ、『伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝説』はアニメ化するのに九年くらいかかったのに、二年だって！


　これはいったい誰のおかげなのか。なにが起きてるのか。明日は雪が降るんじゃないか。


　とか言うとこの作品の主人公の一人である俺様生徒会長の紅くれない月げつ光こう君が、


「当然すべては俺のおかげだ」


　とか言ってきそうですが、当然、応援してくれているみなさまのおかげです！


　ありがとうございます！


　といってもこの本ではアニメ化企画進行中～と書かれているだけで、詳細の発表はしちゃいけないことになっていると思うので、僕もこそこそしておきます。


　いや、それともむしろどんなアニメになるか、予想してみよかな！


　僕もまったくどうなるか、まだ聞かされていないので予想してみよう！


　たとえばこんなのはどうだろう。


　月光が俺様炸裂に、放送禁止用語連発で、


「ピー、ピーピーピーピー、ピピピピー（詳しよう細さいはＤＶＤで！）」


　というのが四週続くとか！（あほか。でもアメリカのミュージシャンはよくこうなってるよねー（笑）。ラッパーなんてピーしか言えないんじゃないかと思うほどピーピーになってんもんね。ちなみに池袋の作家仲間たちの間では、アメリカではＦＵ＆ＣＫな言葉を文頭か語尾につければ誰とでもコミュニケーションが取れるとかいうひどい迷めい信しんが信じられています。応おう用よう語ごでもっと汚きたない言葉も話されていますが、ここではとても書けません）





　と、そんな馬ば鹿か話はさておき、じゃあこんなのはどうだろ。


　不ふ死し者しやの大たい兎とが、残ざん虐ぎやくに殺されまくっては血みどろになって再生、を繰り返してるのだけどずっとモザイク処理。


　五話目くらいからスタッフがめんどくさくなって、なにも起きてない教室のシーンでも大兎にはモザイクがっ！


　そして月光が言う。


「おい18禁男」


「誰が18禁男だよ！」


「学校ではせめてパンツくらいはけ」


「はいてるよ！」


「じゃあなんでモザイクがかかってる」


「ええと」


「パンツをはけ！」


「だからはいてるって！」


　するとヒメアが、


「私はパンツはいてない大兎も好きだよ[image: ]」


「だからはいてるんだってぇえええええー！」


　なんてアニメになったらどうしよう（なるわけないですね、すみません）。





　ええと、とにかくアニメ化企画進行中、ご期待ください！（笑）


　これからどんどん続報がドラマガとかで発表されていくと思うので、よろしくね！





　ほいではあらためまして、『紅月光の生せい徒と会かい室しつ２』、いかがでしたでしょうか？


　この『いつ天・高校編』は、とても力を入れて書いております！　というのは、書き下ろしの本数を見てもらってもわかると思います。


　前の巻でも言いましたが、やっぱ学園といえば、恋だ青春だ高校生だーで盛もりあがるべきだもんね！


　長編はどんどん大変なことになっていますが（あ、長編をまだ読んでない方は、そちらもよろしくお願いします！　月光や大兎、ヒメアや美み雷らいがどう出会い、その関係がどうなっていくのかが描かれております。よろしく！）。





　と、長編の宣伝もしたところで、話題がなくなった。


　先月も『伝勇伝』のほうの新刊が出てるからねー。


　原稿で家からあんま出ない僕には話題がないのです。


　話題が！


　あ、最近よくツイッターをやっております。もしツイッターやってる方がいたらよろしくお願いします。kagamitakaya の名前でやってるから興味がある方はフォローしてねー。イラストのカミヤっちともよくそこで会話してます。


　おもになにについて話すかというと、締切についてだけど！


　あと恐怖の『いつ天』担当、美少女キャサリンの恐怖っぷりについてだけど！（笑）


　しかしキャサリン子りんの話題はもうあとがきではし飽あきたので（飽きたのか笑）さっきのアニメの予想を続けようかなぁ。


　ってかね、今回十ページぐらいページがあるのです。


　でも十ページも話題がないのです。


　なのでアニメの予想を続けようそうしよう。


　そしてもう、僕は出てこないまま終わります！


　僕のあとがきはここまでー。


　それでは次にお会いするのは、隔月のドラマガか──


　十二月発売の『大伝説の勇者の伝説９』。


　伝勇伝を読んでない方は──


　一月発売『いつか天魔の黒ウサギ７』


　でございます。


　みんな応援、よろしくねー！


　ほいではアニメ予想を続けます！










　あとがき２──改め、アニメ化企画進行中の生徒会緊急会議







「俺だ」


「それで月光ってわかるところが、おまえのすごいとこだよなぁ」


「モザイクは黙だまってろ」


「なんで俺のあだ名がモザイクになってんだよ」


「そんなことより、我ら生徒会がアニメ化企画進行中なわけだが、モザイク馬ば鹿かが汚いパンツ姿をさらけだしたところで売れるはずがないことは明めい白はくなわけだ」


「だからなんで俺がモザイクでパンツはいてない設定が確定してんだよって言っ……」


「私は大兎がパンツはいてなくても、いいよ[image: ]」


「だからぁあああああああ！」


「いいよ[image: ]」


「脳みそが使えないクズどもは黙れ。そして俺の話を聞け」


「聞いてるじゃんか」


「よし、ではいまから、俺たちの中では一番アニメに詳しい奴に、いま我われ々われがおかれている状況を説明してもらう。話せ」


「ほいほーい！」


「って美雷かよ」


「んとねーんとねー、あたしアニメいっぱい見てるけどねー」


「ふむ」


「全部おもしろ……」


「死ね」


「きゃああああああああああああああ」


「とまあ、役に立たない意見を言った奴は即そつ刻こく死し刑けいになる、という設定は今回のアニメには絶対に採さい用ようしてもらおうと思っているのだが」


「どんなアニメだよ」


「俺が主役のアニメだ」


「へー」


「俺が主役のアニメだ」


「なんで二回言ったの？」


「…………」










　あとがき３──改め、セルジュとハスガ兄弟による会議







「兄あに貴き」


「なんですハスガ」


「なんかアニメになるんだと」


「へぇ。それは素晴らしいですね。ぜひ、大兎君のパンツじゃなく、かわいい女の子たちがパンツをちらちらさせるようなアニメになってもらいたいです」


「んぁ～、兄貴の趣しゆ味みはどうでもいいけどさ」


「あれ、ハスガは大兎君のパンツがいいんですか？」


「死ね」


「あは」


「死ね！　って、そんなくだらねぇ話よりもさぁ、俺、ちょっと不安なことがあるんだ」


「なんでしょう」


「俺ら今巻で登場したはずなのに、放課後ノートではまったく扱われなかったじゃん？」


「っっっっっ!?」


「もしかして、もしかしてだけどさ」


「はい」


「アニメで出番なかったらどうしよう」


「っっっっっ!?」








　エントリオ兄弟の、明日はどっちだ！（ってそんなオチ？）





　ほいではそろそろページも埋うまったので、みんな、またねー！





鏡貴也公式サイト：http://www.kagamitakaya.com/
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